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今宿五郎江遺跡II　正誤表
頁 行一一 誤 正

II 1 ・昭和59年度 に 昭和59年度ふ 崩 i年度－

．　　　．I－I 26 ．　　　．　　．　・　　．調査期間i娘 捧 （昭和60年）－ ・　・　．　．　　・　　　・　　　・　　・　．　．調査期間19g4年 か ら1－985年

IV 1 27 － 畠百道構実測図（1／400、．1／800） S I）紙 166遺構実測図（1 ／400－、 1 ／800）

．　　　　．　　　　　　　　．　．　．
Ⅴ 　 5－ 第36図SD 遺構実測図 （i／166） 第36回SD 遺構実測図 （約 1 ／130）1

1 11 ．　．昭和60年11月か ら ．　　．昭和59年11月か ら

7 3 台－地上に位血 し－ ．台地上に位置し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロー．ⅴ一一一、

7 9 ．　　　　・　　　　．痕跡が数多くあり、 ．　　　　．　　　　．痕跡が数多くある。

11 7 ．　．　．これが約100m ほど
．　．これが約60m 綾 ピ ー

11 7 互層が約i6m ほ ど
互一層が86m ほ ど

11 17 北側 か ら約テ島田程度
・　・北側から約10m 程度

15 15行 か ら32行　 P 17の着後に入るO

15 18 ・10区分 で きる。　 E －26°一N
．10区分 で きる。 1．E －26。－N

15 18 中期丘、 中期七は、

15 26 ．　　　　．18，36，50， で後期 に 18，36，50後期に

16 11 ．
■－－46，－69の 6棟

・
－－－－46，69の 5棟

16 27 　　　 ．
－■－15∴59の 18棟 である。

．
－－－－15，59の 7棟 である。

17　－ 18 ．　．
－－－65，117の10棟 である－。

．
－－－65，117の 9 疎である。

39 10 弥生時代 中期劾姦
弥生時代中期車乗

39 15 ・こめ北大地 も ．．この北台地も．

39 29 ・S D － 0 36か ら － S D －36か ら　－

40 －S E －01のスケ一ル 0．　　　　 3 m

41 15 ．不整形な堀込み ・不整形な掘込み

41 23 ．遺構都考 えられる。 ．遺構と考えられる一

43 11 中期の 遠藤が ．　　　　．中期の遺物が

43 15 錘 は北東に ．．鉦は北東に

47 6 －後期末土着由Ⅴ屑か－ら
後期末土器はIV 層か ら

4．7 7 ．T ab．－22一　23に
．T ab一　22，23に

－47 －　8 1 生活用品で第108ニ35，36
．生活用品で第108図35，36

56 第36図S D 遺構寒測図 （－i／揃 ） 第36図S D 遺構実測図 （脇 i／i56）

63 第38図　 10068 第38図　 1008台

－64 4’ ．大形の石斧 ・大型の石斧

64 16 ・　　　　．・剥片録の範中に入る ．　　　　・剥片鉄の範噂に入る

69 20 －．　　　　．　　　　．Ib基部上が りふくらみ
．　　　　．Ib基部 よ りふ くらみ

、0　　 92 17 外反気味に立 ち上がる。．－（72．8．2一一
外反気味に立ち上がる ．（72・82－－

99 28 ．　　　　．赤色含量が－ ．　　　　・
．赤色顔料が

．150 ． ．遺物登録番号71 1 P L．46 P L．46を トル

i52 遺物登録番号171 P L一 p L．46をイレ

152 遺物登録番号172　 P L・ P L．46をイレ

152 遺物登録番号176　 P L．46 P L．46を トル

154 遺物登録番号264　 P L ・ P L．49をイレ

160 遺物登録番号564　 P L ．49 P L・49を トル

161 24－ ・　　　　．推定最大幅約160m，で 推定轟大幅約16cm，・

168 29 ・脱稿語、 ．脱稿後、

203 16 1 間 × 1 問が86棟
．　．1 間 × 1間が20棟

203 16 1 間 ×2 間が26棟
．　．1 間 ×2 間が22棟

203 1－7 ．1 間 ×3 両が 、5一棟
．1 間 ×3 間が 6棟

203 17－ ．2 間 ×－2 間が 4 棟
．2 間 × 2 間が 1 棟

203 30 ・　．1 間× 1 間が12棟
・1 間 火 1 間が －9 棟

203 － 30 ・　．1 間× 2 間が16棟 －
・　．1 間× 2 間が13棟

203 30 ・2 間× 2 間が 9 棟
．　・2 間× 2 間が11棟

P L， 46 00 iテ6 ．　　．　　．－00－170

P L， 46 006テi 00iテi
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今宿五郎江遺跡SD－100，SD－50全景

今宿五郎江遺跡全景



1．水銀朱塗棒状木器 2．銅鐸型銅製品

3・4・SE－01出土遺物



近年、福岡市では都市圏拡大に伴い道路網の整備が急速に行われています。

その反面、埋蔵文化財の保存も重要な課題となっています。

今津湾に臨む今宿地区は、福岡市内でも貴重な文化財と自然に恵まれた地域

です。弥生時代の石斧製作所跡として全国的に著名な今山遺跡をはじめとして

国指定史跡の元蓮防塁・丸隈山古墳・大塚古墳や天然記念物の含紅雲母ベクマタ

イト等、数多くの文化財があります。

今回報告します今福五郎江遺跡は、国道202号線とバイパスを接続する新設道

路（福岡志摩前原線）建設に伴い土木局と事前協議を重ね、やむを得ず現状保存

出来ない所について事前に発掘調査を実施しました。

調査の結果、祭祀用と考えられる小銅鐸や農耕具．漁扮具等、古代人の生活を

しのばせる道具類が数多く出土しました。

本書が地域の皆様ならびに市民の各位の文化財保護のご理解を深められる上

で広く活用されるとともに、学術研究の文野においても貢献出来れば幸いです。

発掘調査から資料整理に至るまでの多くの方々のご協力に対し、心から謝意

を表するものです。

平成3年1月10日

福岡市教育委員会

教育長　井　口　雄　哉
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例　言

1．本書は福岡市西区今宿に所在する道路新設工事に伴い、福岡市教育委員会が昭和59年度に

実施した埋蔵文化財の調査記録である。

2・本書に収録した遺跡は周知の遺跡である今宿五郎江遺跡【福岡市埋蔵文化財分布地図（西部

II）今宿、112】〔分布地図の地名ではA－5今宿五郎言遺跡となっているが、字名は五郎江の

ため遺跡名を今宿五郎江遺跡とした〕の近接地で、昭和61年福岡市教育委員会発行「今宿五

郎江遺跡Ⅰ」の西側近接地に位置する0

3．遺構・遺物の実測は二宮忠司、佐藤一郎、大庭友子、久保寿一郎（現福岡県大牟田南高等学

校嘱託）が行ない、製図は濱石正子、入江のり子、撫養久美子、二宮、大庭、久保、斎藤美紀

枝、真名子順子、渡辺ちず子が行なった°

4．写真撮影は現場写真を二宮、佐藤、大庭が行ない、遺物写真は濱石哲也、大庭が行い写真

現像、焼付けは青柳恵子、目名子節子が大庭の指導のもと、これに当たった。

5．銅鐸型銅製品の鉛同位体比分析を東京国立文化財研究所の馬淵久夫先生、平尾良光先生に

お願いし玉稿をいただいた。『考古学雑誌』第75巻第4号（1990・3）に「福岡県出土青銅器の鉛

同立体比」にも今宿五郎江鐸の分析結果が掲載されている。ご一読していただきたい°　また、

本田光子氏には赤色顔料の原稿を掲載していただいた。

6．本書の執筆は木製品の項を久保が、遺構．石器は大庭が、他を二宮が行なった。

7．本書の編集は二宮が行なった。

8・本報告書に関する記録・遺物類は整理後、福市教理文センターに収蔵・管理される°

9・土器の挿図内番号は登録番号で1は00001を示す。また石器も同様で1は10001を示す。鉄

器も1が20001を示し、木器も1が30001からの登録番号である。

10．調査．整理に当たって多くの先生方のご指導を受けた。特に九州産業大学の森貞次郎先生、

名古屋大学の渡辺誠教授、愛媛大学の下僚信行教授、九州大学の故岡崎敬先生、西谷正教授、

田崎博之、柳田純孝、松村道博、小林義彦、小畑弘己氏には指導・助言を受けた。また、土
＼

木局の方々には色々な便宜を図っていただし－た。記して感謝したい。調査に当たって作業員

の方々、整理業務の方々の努力によって本書を完成することができた。記して感謝したい。

遺跡調査番号　8407　　遺跡略号IJG2次　　調査期間1985年（昭和60年）

調査地地籍　　西区今宿字五郎江他　　分布地図番号112lA－5

開発面積　　　21，200㎡　　　　　　　調査対象面積　7，000㎡　　調査面積　6，000m2

II
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第32図　SD遺構図（縮尺1／100）

第33図　SD遺構図（縮尺1／125）

第34図　SD遺構図（縮尺1／100）
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第38図　SD－100．SE－01出土石器実測図（縮尺1／2、1／3）
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第46図　SD－100出土石器実測図－8（縮尺1／2）

第47図　SD－100出土石器実測図－9（縮尺1／2）

第48図　SD－100出土石器実測図－10（縮尺1／4）

第49図　SD－100出土石器実測図－11（縮尺1／4）

第50図　SD一100出土石器実測図－12（縮尺1／6）

第51図　SD－20．SD－100出土石器実測図（縮尺1／4）

第52図　SE－01・SD－100出土石器実測図（縮尺1／4）

第53図　SD－110出土石器実測図（縮尺1／4）

第54図　今宿五郎江遺跡出土土器形式分類（縮尺不統一）

第55図　SD－100出土土器実測図－1（縮尺1／4）

第56図　SD－100出土土器実測図－2（縮尺1／4）

第57図　SD－100出土土器実測図－3（縮尺1／4）

第58図　SD－100出土土器実測図－4（縮尺1／4）

第59図　SD－100出土土器実測図－5（縮尺1／4）

第60図　SD－100出土土器実測図－6（縮尺1／6）

第61図　SD－100出土土器実測図－7（縮尺1／4）

第62図　SD－100出土土器実測図－8（縮尺1／4）

第63図　SD－100出土土器実測図－9（縮尺1／6）
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第64図　SD－100出土土器実測図－10（縮尺1／6）

第65図　SD－100出土土器実測図－11（縮尺1／6）

第66図　SD－100出土土器実測図－12（縮尺1／4）

第67図　SD－100出土土器実測図－13（縮尺1／4）

第68図　SD－100出土土器実測図－14（縮尺1／4）

第69図　SD－100出土土器実測図－15（縮尺1／4）

第70図　SD－100出土土器実測図－16（縮尺1／4）

第7Ⅰ図　SD－100出土土器実測図－17（縮尺1／4、1／6）

第72図　SD－100出土土器実測図－18（縮尺1／4）

第73図　SD－100出土土器実測図－19（縮尺1／4）

第74図　SD－100出土土器実測図－20（縮尺1／4）

第75図　SD－100出土土器実測図－21（縮尺1／4）

第76図　SD－100出土土器実測図－22（縮尺1／4）

第77図　SD－100出土土器実測図－23（縮尺1／4）

第78図　SD－100出土土器実測図－24（縮尺1／4）

第79図　SD－100出土土器実測図－25（縮尺1／4）

第80図　SD－100出土土器実測図－26（縮尺1／4）

第81図　SD－100出土土器実測図－27（縮尺1／4）

第82図　SD－100出土土器実測図－28（縮尺1／4）

第83図　SD－100出土土器実測図－29（縮尺1／4）

第84図　SD－100出土土器実測図－30（縮尺1／4）

第85図　SD－100出土土器実測図－31（縮尺1／4）

第86図　SD－100出土土器実．測図－32（縮尺1／4）

第87図　SD－100出土土器実測図－33（縮尺1／3）

第88図　SD－100出土土器実測図－34（縮尺1／3）

第89図　SD－100出土土器実測図－35（縮尺1／2）

第90図　SD－100出土土器実測図－36（縮尺1／2）

第91図　SD－100出土土器実測図－37（縮尺1／2、1／3）

第92図　SDー100出土土器実測図－38（縮尺1／4）
■

第93図　SDll00出土土器実測図－39（縮尺1／4）

第94図　SD－100出土土器実測図－40（縮尺1／4）

第95図　SD－100、200Pit出土土器・鉄鐸・玉実測図（縮尺1／1、1／2）
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第96図　SD－50出土土器実測図－1（縮尺1／4）

第97図　SD－50出土土器実測図－2（縮尺1／4）

第98図　SE－01出土土器実測図－1（縮尺1／4）

第99図　SE－01出土土器実測図－2（縮尺1／3、1／4）

第100図　Pit内出土土器実測図－1（縮尺1／4）

第101図　Pit内出土土器実測図－2（縮尺1／2、1／3、1／4、1／6）

第102図　各SD出土土器実測図（縮尺1／3、1／4）

第103図　出土木器実測図－1（縮尺1／6）

第104図　出土木器実測図－2（縮尺1／6）

第105図　出土木器実測図－3（縮尺1／6）

第106図　出土木器実測図－4（縮尺1／6）

第107図　出土木器実測図－5（縮尺1／4、1／6）

第108図　出土木器実測図－6（縮尺1／6）

第109図　出土木器実測図－7（縮尺1／6）

第110図ノ出土木器実測図－8（縮尺1／4）

第111図　出土木器実測図－9（縮尺1／6）

第112図　出土木器実測図－10（縮尺1／4、1／6）

第113図　出土木器実測図－11（縮尺1／4）

第114図　出土木器実測図－12（縮尺1／4）

第115図　出土木器実測図－13（縮尺1／4）

第116図　出土木器実測図－14（縮尺1／6）

第117図　出土木器実測図－15（縮尺1／6）

第118図　出土木器実測図－16（縮尺1／6）

第119図　出土木器実測図－17（縮尺1／6）

第120図　出土木器実測図－18（縮尺1／6）

第121図　出土木器実測図－19（縮尺1／6）

第122図　出土木器実測図－20（縮尺1／10）

第123図　出土木器実測図－21（縮尺1／10）

第124図　出土木器実測図－22（縮尺1／10）

第125図　出土竹籠実測図（縮尺1／2）

第126図　銅鐸型銅製品実測図（縮尺1／2）

第127図　鉛同位体比分布の概念図

第128図　銅鐸型鋼製品の鉛同位体比
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図版目次

PL．11遺跡全景（北から）

2　遺跡全景（南から）

PL．2　1　南台地全景（南から）

2　SD－100南台地全景（北から）

PL．3　1SD－50．100全景（北から）

2　SD－100・南台地遠景（北から）

PL．4　1SD－200全景（西から）

2　中央台地遺構検出状態（北から）

PL・161SD－100銅鐸出土状態遠景（南から）

2　銅鐸出土状態近景（南から）

PL・171銅鐸出土状態近景

2　SD－100遺物出土状態（南から）

PL．181SD－100遺物出土状態（東から）

2　SD－100竹籠出土状態

PL．191SD－100遺物出土状態

2　SD－100遺物出土状態

PL．51南台地SB・SD検出状態（南から）PL．201SD－100遺物出土状態

2　SB・SD．SK検出状態（北から）　　　2　SD－100遺物出土状態

PL．61SB．SD・SK検出状態（南から）PL・211SD－100遺物出土状態

2　SB検出状態（東から）

PL．7　1SB・SD検出状態（東から）

2　SB・SD検出状態（東から）

PL．8　1SB．SD検出状態（東から）

2　SB検出状態（東から）

PL・9　1　SB検出状態（東から）

2　SB検出状態（東から）

PL．101SE－01・SD－100検出状態

2　SE－01検出状態から（南から）

PL・111SE－01遺物出土状態近景

2　SE－01遺物出土状態近景

PL．121SE－01完掘状態（南から）

2　SD－100遺物出土状態

PL．221SD－100遺物出土状態

2　SD－100遺物出土状態

PL．231SD－100遺物出土状態

2　SD－100遺物出土状態

PL．241SD－50全景（東から）

2　SD－50遺物出土状態

PL．251SD－50遺物出土状態近景

2　SD－50遺物出土状態近景

PL．261SD－50遺物出土状態近景

2　SD－50遺物出土状態近景

PL．271．SD－50舟出土状態

2　南台地2区遺構検出状態（南から）

PL・131　2区SD－100検出状態（北から）PL．28

2　2区遺構検出状態（北から）

PL・141　2区SB・SD検出状態（北から）PL．29

2　2区SB・SD検出状態（北から）

PL．151SD－50・100検出状態（北から）PL．30

2　SD－50・100近景（南から）
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2　SD－50木器出土状態

i SD－50木器出土状態

2　SD－50木器出土状態

l SD－50木器出土状態

2　SD－50木器出土状態

1　SD－50木器出土状態

2　SD－50木器出土状態



PL．311　SD－100土層断面

2　SD－50土層断面

PL・33　1　中央台地土層断面

2　中央台地土層断面

PL．35　北台地柱穴礎盤検出状態

PL．36　石器－1

PL・37　石器－2

PL．38　石器－3

PL．39　石器－4

PL．40　石器－5

PL．41石器－6

PL．42　土器－l

PL．43　土器－2

PL・44　土器－3

PL．45　土器－4

PL．46　土器－5

PL．47　土器－6

PL．48　土器－7

PL．49　土器－8

PL・50　土器－9

PL・51銅鐸型銅製品

PL．52　木器－1

PL・53　木器－2

PL・54　木器－3

PL・55　木器－4

PL．56　木器－5

PL・57　木器－6

PL．58　竹籠

Tab．1　掘立柱建物計測表－1

Tab．2　掘立柱建物計測表－2

PL．32　1　SD－100土層断面

2　中央台地土層断面

PL．34　1　北台地遺構検出状態

2　北台地遺構検出状態

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）

（縮尺不統一）
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Tab．3　Pit一覧表－1

Tab．4　Pit一覧表－2

Tab．5　Pit一覧表－3

Tab．6　Pit一覧表－4

Tab．7　出土石器一覧表－1

Tab・8　出土石器一覧表－2

Tab・9　出土石器一覧表－3

Tab．10　出土石器一覧表－4

Tab．11出土土器一覧表－1

Tab．12　出土土器一覧表－2

Tab．13　出土土器一覧表－3

Tab・14　出土土器一覧表－4

Tab．15　－出土土器一覧表－5

Tab．16　出土土器一覧表－6

Tab．17　出土土器一覧表－7

Tab・18　出土土器一覧表－8

Tab・19　出土土器一覧表－9

Tab・20　出土土器一覧表－10

Tab・21　出土土器一覧表－11

Tab．22　出土土器一覧表ー12

Tab．23　出土木器一覧表－i

Tab・24　出土木器一覧表－2

Tab・25　出土木器一覧表－3

Tab．26　出土木器一覧表－4

Tab．27　出土木器一覧表－5

Tab．28　4、銅鐸の鉛同位体比測定結果

付　　　図

付図－1　今宿五郎江遺跡第2次調査遺構配置図（縮尺1／200）

付図－2　今宿五郎江遺跡第2次調査土層図（縮尺1／60）



第Ⅰ章　は　じめに

1・発掘調査に至る経過

福岡市西南部では、近年、人口の増大に伴って交通の整備が急務となり、国道202号バイパス

の建設が急速に押し進められている。それに伴って国道202号線とバイパスとの接続をはかる新

設道路計画、福岡志摩前原線（幅20m、延長距離1km）の計画が、昭和58年に埋蔵文化財課に提出

された。この地区は『福岡市埋蔵文化財分布地図（西部II、今宿112）』に「A－5、今宿五郎口

遺跡」（分布地図の地名はA－5、今宿五郎口遺跡となっているが、字名は五郎江のため遺跡名

を今宿五郎江遺跡として再登録する。）として登録されている周知の遺跡の周辺部にあたり、遺跡

の広がりが予想されたため、事前審査址が昭和59年4月から5月に試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、南側50mは削平が著しく遺構の道春状態が悪く、調査対象外とした。また、

北側は泥炭層と砂の互層が約200m程続き、その後は砂丘となっている。この結果、発掘調査対

象面積は20mX350mの7，000㎡であった。

埋蔵文化財課はその結果を．もとに土木局道路建設課と協議を行ない、昭和60年11月から発掘

調査を実施することにしたが！東側に用水路があるため、水田耕作の必要上から調査区を二つ

に分け第一区を11月から、第二区を昭和61年1月から開始し昭和61年3月をもって終了した。

2・発掘調査の組織と構成

調査委託　福岡市土木局道路計画課

調査主体　福岡市教育委員会文化部埋蔵文化財課第1係

教育長　　佐藤善郎（前任）

教育次長　尾花　剛（前任）

部長　　　河野清一（前任）

課長　　　生田征生（前任）

係長　　　折尾　学（前任）

事務　　　岸田　隆（前任）

試掘調査　山崎純男（主事）

発掘調査　二宮忠司（主事）

調査．整理補助　大庭友子　久保寿一郎

井口雄哉

河野清一

川崎賢治

柳田純孝

飛高憲雄

中山昭則　松延好文

山崎龍男　田中寿夫（技術担当）

佐藤一郎

高橋賢治　村上かをり　藤村佳公恵

発掘．整理作業　榊光雄　牛尾豊　尾崎達也　太田孝房　鬼丸邦宏　広田義美
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第1図　試掘調査位置図（縮尺1／1，000）
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真名子時雄　三苫宗澄　結城弥澄

有吉貞江　池　弘子　伊藤みどり　上原チヨ子　牛尾秋子　午尾シキヨ

尾崎八重　大内文恵　金子ヨシ子　菊地栄子　倉光ナツ子　白坂フサヲ

正崎由須子　柴田シズノ　柴田タエ子　清水文代　未松信子　杉村文子

惣慶とみ子　多田映子　田中タヅ子　津田和子　典略　初　富永純子

西嶋和子　西嶋タミエ　西嶋初子　西納テル子　西納トシエ　能美八重子

野坂三重子　原　早首　平田政子　平野ミサヲ　藤野ふじ子　古井モモコ

藤　タヶ　細川ミサヲ　真鍋チエ子　松本愛子　松本マサ子　松本フジ子

松本トシエ　真名子ゆきえ　山西人美　山本チエ子　山下サノエ　結城シズ

結城信子　結城千賀子　吉岡員代　吉岡タヤ子　吉岡連枝　吉岡竹子

吉竹早常　吉積ミエ子　脇山美代子　脇坂ミサヲ

整理作業　青柳恵子　飯田千恵子　太田頼子　尾崎京子　亀井律手　光島藤子

斎藤美紀枝　清水優子　平田ミサ子　目名子節子　内山孝子　藤崎洋子

真名子順子　渡辺ちず子　京塚バツミ

3・試掘調査報吉

武掘調査担当；山崎純男主事、山崎龍男、田中寿夫担当

当該地は西側に大塚古墳を含む大塚遺跡群、東側に今宿五郎口遺跡（五郎江遺跡）群に挟まれ

た南北に長い範囲で、高祖山山麓から派生する低丘陵の末端に立地する。

このことから遺跡の存在が十分に予測された。

試掘調査は路線に沿って各水田ごとに試掘トレンチを設定し、南から北へトレンチ番号を付

した。各トレンチ検出遺構、土層についてその報告に基いて記す。

トレンチ－1、遺構面までの深さは30－45cm、全体に土壌やpitを検出した。遺構覆土は黒褐色

粘質土で、遺構がのる地出面は黄灰色粘土（砂質）である。時期は弥生時代。

トレンチ－2、pitや土壌、溝を全面に検出した。Pitの大きさは20－60cmである。

トレンチ－3、遺構面の深さは25－55cmである。全面に遺構を検出した。

トレンチ－4、台地部から谷部になる。谷部の深さは1．5m以上。谷部には弥生時代後期迄の土

器が上層を中心に多量にふくまれていた。

トレンチ－5、谷部である。下層からは木器も出土した。

トレンチ－6、谷部である。北側に砂の堆積が認められ、溝状遺構らしきものを検出した。地

山は灰色砂で深さは1．25mである。谷部は1．65mで青灰色シルト、谷部上層には多

量の土器が、下層には木器の存在の可能性がある。
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トレンチ②

トレンチ③

トレンチ①

。　。　。。の 8。　　　　②

O　　。

トレンチ④

トレンチ⑨

1・耕作土

2．灰褐色粘質土

3．暗灰色粘質土

4・黒灰色粘質土

5．時灰色砂

6．灰色砂（地山）
トレンチ⑥

トレンチ⑦

トレンチ⑧
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第2図　試掘調査検出遺構・土層図－1（縮尺1／50）
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第3図　試掘調査検出遺構．土層図－2（縮尺1／50）
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トレンチ－7、谷部から台地部になる遺構面の深さは0．5－0・8mである。

トレンチ－8、台地部であるが、削平がひどい。Pitがまばらに認められた。地山は淡灰褐色粘

質シルト一明黄褐色粘質シルトである。

トレンチー9、台地部から谷部になる。地山面までの深さは0．55－1・15mである。地山は明褐色

粘土から青灰色砂質粘土であり、土層観察で現代から4両の水田が確認出来た。

トレンチ－10、谷部である。地山面までの深さは1．1－1．25mで、地山は淡青灰色粘質シルトで

ある。地山直上に砂がかぶり水田の可能性がある。

トレンチー11、台地部である。全体にPitが密集して検出された。焼土が一面に広がる所があ

り、住居址の存在する可能性がある°地山面迄は浅く0・4－0．45mで地山は淡明褐

色粘質土である。

トレンチ－12、台地から谷部に移る地点で、深さは0．4－0・8mとなる°地山は明褐色一明灰褐色

粘土（砂混じり）である。

トレンチ－13、地山面までの深さは0．8－1．15mと北側が深くなる。地山は淡青灰色粘土であ

る。堆積土は耕作土の下に黒色粘土、黒灰色粘質土である。遺構・遺物は検出さ

れなかった。

トレンチ－14、15、地山面迄の深さは2・0－2．2mである。地山は灰色シルト（砂質）、堆積土は黒

灰色、黒青灰色粘土である。遺物．遺構は検出されなかった。

トレンチ－16、地山面迄の深さは1．2－2．0mで北側が高くなる。地山は灰色粘土である。堆積土

は暗茶褐色粘質砂、暗灰色粘質砂である。遺構．遺物は検出されなかった。

トレンチ－17、地山面迄の深さは0．95－1・05mである。地山は淡灰褐色粘質シルト。堆積土は暗

青灰色砂混り粘土である。南側で耕作土下に溜池上の落ち込みが認められた。遺

構．遺物は検出されなかった。

トレンチ－18、地山面迄の深さは0．8－1．05mで北側が高くなる。土層状況はトレンチ17とほぼ

同じ。遺構・遺物は検出されなかった。

トレンチ－19、20、1．0m程盛土されている。深さは2．7m程掘り下げた。遺構・遺物はなし。

トレンチ－21－26、盛土は0．8－0・9m、2．1－2．7m迄掘り下げたが遺構．遺物はなし°

トレンチ－27－30、2．2m迄掘り下げたが湧水が酷く、砂質で壁の崩壊が著しく掘り下げること

が出来なかった。

トレンチ－31－36、2．7m迄掘り下げたが、遺構．遺物は検出出来なかっ．た。
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第II章　遺跡の位置と歴史的環境

糸島平野と早良平野を二分する大起丘陵地である叶岳．長垂山・高祖山塊に挟まれた東西約

6km、南北約2kmの小平野が今宿平野である。遺跡は高祖山から派生した北麓の低丘陵先端部

にヤツデ状に広がった台地上に位地し、国土地理院発行『福岡』1／50，000（NI－52－10－11、福

岡11号）の左上端より下に21・3cm、右に4．4cmで、ほぼ東経130°16′24〝、北緯30°34′24〝に位置す

る。本遺跡の周辺には、数多くの遺跡が分布する。西には伊都国に比定されている三雲・平原

遺跡に代表される前原平野があり、縄文時代から歴史時代にわたる数多くの遺跡が周知され、

また、新しく発見されている。

北には、弥生時代前期の石斧製作所跡として知られる春山遺跡を始めとして、長浜貝塚．今

津貝塚があり、鎌倉時代．室町時代には、日采貿易の港として繁栄した痕跡が数多くあり、特

に勝福寺註1西側では、約200体の人骨（頭部と休部が別々に埋葬され休部だけが火葬されている）

と共に多くの陶磁器が出土した。また、国史跡・元蓮防塁が長浜海岸に保存されている。

今津湾を挟んで南には、弥生時代前期に生産が開始され、中期には大分県・熊本県まで供給

された玄武岩製太型蛤刃石斧の原産地であり、かつ生産地の今山遺跡註2がある。この今山から

国の天然記念物に指定されている（含紅雲母ペグマタイト岩脈）のある長垂山までは砂丘地帯で

ある0この砂丘地帯には、今宿桧原遺跡、今宿横浜遺跡註3があり、弥生時代前期から中期にか

けての遺構（土壌墓、甕棺墓等）が検出されている。また今山遺跡の初源は、弥生時代前期前半

註4であるところから、この砂丘地帯は、弥生時代前期以前から形成されていたと考えられる。

東には、古代の官道である広石峠があり、早良平野へとつづくがこの官道沿いには、多くの

古墳群が群集している。その中で、峠の西側台地に竪穴系横言式石室で知られる鋤先前方後円

墳註5を初めとして数多くの古墳群や弥生時代の遺跡がある。

西には縄文時代晩期の遺構を検出した新開遺跡や、古墳時代の須恵器窯跡の新開古窯址等が

山麓斜面にある。弥生時代の遺跡も貴近発見されつつあるが、古墳時代前期から中期には、こ

の地域に前方後円墳12基（東から鋤先古墳、本村古墳、イヤゾノ古墳、大縁古墳、小桧原1号噴、2

号墳、下谷1号填、2号填、八幡神社古墳、山の鼻1号填、2号噴、丸隅山古墳）が築造されている。

古墳時代後期にも山麓低位から中位にかけて数多くの群集境が形成され、墓域的要素を強く持

つ地域である。また、古代から中世の遺跡も最近発見されている。国道202号線バイパス建設に

伴う発掘調査で女原遺跡註6から古墳時代の竪穴式住居址、掘立柱建物、中世水田等が検出され

ている。また、徳永地区の調査では、谷部から奈良時代～平安時杓こかけての青磁（越州青磁）

が多量に出土している。
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第4図　周辺の遺跡（縮尺1／25，000）
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1・鋤崎遺跡
2・掘ノ内遺跡
3．青木遺跡
4．今宿五郎江遺跡
5．大塚遺跡
6．女原笠掛遺跡
7・新開窯址
8．女原遺跡
9・蓮町遺跡
10・飯氏引地遺跡
11・今宿桧原遺跡
12．今宿横浜遺跡
13・今山遺跡
14．今津貝塚
15．今津A遺跡
16．今津B遺跡
17．今津C遺跡
18．臼杵端城址
19・春山遺跡
20．鋤崎古墳
21．今宿大塚古墳
22．山ノ鼻古墳1号墳
23．山ノ鼻2号墳
24・若八幡宮古墳
25．下谷古墳
26・九隈古墳
27・飯氏C14号墳
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今宿五郎江遺跡周辺では、古くから弥生時代の遺跡として三菱電気工場内遺跡があるが、そ

の内容については不明である。この遺跡から南に約500mの所に青木遺跡註7がある。弥生時代後

期から中世までの遺物が出土している。遺構は、弥生時代後期の掘立柱建物、甕棺墓等と中世

の掘立柱建物、溝等である。この遺跡で注目すべき遺物は石斧の量の多きである。石材は玄武

岩製であることから今山遺跡の石斧との関連をかんがえるが、報告者は今山の石斧製作地から

のものではないと考えている註8。

このほか今宿五郎江遺跡の南側に高田遺跡がある。弥生時代後期から古墳時代にかけての竪

穴式住居址群が検出されている。また、今宿五郎江遺跡の東側に今宿小学校がある。昭和59年

に校舎の改築工事に伴う調査で弥生時代後期の溝、井戸状遺構が検出されている。この遺跡を

今宿五郎江遺跡第1次調査註9として行っている。

昭和63年に今宿五郎江遺跡第2次調査地点の東側を調査した。これが第3次調査で、SD－100

のつづく部分とその北側部分の調査である。検出遺構はSD－100北側の溝につづくもので、下層

から弥生時代中期の土器と共に木器が出土し、上層から後期の土器が層をなして出土した。

今宿五郎江遺跡第2次調査に先立って行った試掘調査と工事立会の調査を行った結果、今宿

小学校北側部分から急激に台地が落ち、泥炭層と砂の互層で、これがトレンチ17付近までつづ

く。その長さ約200m程度である。トレンチ18と19の中間あたりから古砂丘が認められ、ほぼト

レンチ23付近までつづく。トレンチ24から26にかけて泥炭質の粘土が認められ、砂丘が切れて

いることが判明した。トレンチ27からは今山から長垂山につづく古砂丘の南側に位置するもの

である。これらのことから今津湾の内湾としてこの部分まで広がっていたことが判明した。中

央部に約60mの幅で砂丘が広がり、湿地帯が2ヶ所にあることが判明した。弥生時代中期の段階

では、今宿周辺部は、海水面低下に伴う砂丘の発達、ラグーンの形成があったことが判明した。

弥生期における海水面は約－2m程度低下していたことが証明されている註10。今回の調査で弥生

期には今津湾の内湾として大きな湿地帯が前面に広がっていたことが明らかとなった。

註1亀井明徳「博多の中国陶磁地図」　初出1975－1976『日本貿易陶磁史の研究』

註2　福岡市教育委員会『今山遺跡（1）』福岡市埋蔵文化財調査報告書第22集1968

註3　福岡市歴史資料館『福岡平野の歴史－緊急発掘された遺跡と遺物』1977

註4　福岡市教育委員会『今山．今宿遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第75集1981

註5　福岡市教育委員会『鋤先古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告書第112集1984

註6　福岡市教育委員会『大塚遺跡・女原遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第224集1989

註7　福岡市教育委員会『青木遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第169集1986

註8　福岡市教育委員会『青木遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第169集1986　P・37

註9　福岡市教育委員会『今宿五郎江遺跡Ⅰ』福岡市埋蔵文化財調査報告書第132集1986

註10　井関弘太郎『沖積平野』東京大学出版会1983
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第5図　今宿五郎江遺跡調査地点（縮尺1／8，000）
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第III章　調査の記録

1．調査の概要

遺跡の発掘調査は国道202号線とバイパスとの接続をはかる幅20m、長さ1kmの道路新設工事に

伴うものである。試掘調査の結果、南50mは削平が著しく遺構の道春状態が悪く調査対象外とし

た。また、北側部分については湿地部分と砂丘部分との調査の有無について検討したが、砂丘

地帯の確認については工事の立会調査とし、台地部分の全面調査とした。

北側砂丘地帯については、深さ約5mまで確認したが、試掘結果とほぼ同様の結論が得られ

た。台地落ちから約30mまでは泥炭層と砂との互層である。そのあと上部は砂が堆積し、下層に

砂と泥炭層の互層となる。これが約100mほどつづき再度、砂と泥炭層との互層が約10mほど続

く。その後、砂丘部分に続く砂層が厚く堆積していた。

この結果、台地から古砂丘までの間にもう一つの砂丘があり、両側に湿地帯が存在していた事

が明らかとなった。第6図に示す遺跡周辺地形図からみると台地部分は3－5mの標高を持ち一

段高いが、台地落ち部分は0－3mでかなりの比高差をもつ。今山から長垂山にかけての古砂丘地

帯は発掘調査の結果註1から弥生時代前期（板付Ⅰ式段階）以前から形成されていたと考えられる。

これらのことから今山と対岸の浜崎山（毘沙門山）との狭い入江から考えて、広い内湾状を呈し、

多くの河川が流れ込む状況であり、そこにラグーン状の地形が形成されたものと考えられる。

台地部分の発掘調査は南北に幅広いトレンチ状のものとなったが、遺構の広がりを把握する

には非常に重要な調査であった。発掘調査対象面積は20mX350mの7，000㎡であるが、実際の発

掘調査面樽は6，000㎡強であった。北側から約75m程度で段落ちが認められた。

北側台地は鎌倉時代から室町時代にかけての溝、土壌、掘立柱建物（2間×2間、2間×3間

が主体）46棟を検出した。中央部、南側台地の内SD－200、SB－28が鎌倉時代から室町時代にか

けての遺構で、他は弥生時代の遺構のみの検出である。遺構は南側に溝、土壌、掘立柱建物（2

間×3間が主）72棟、井戸等が検出され、中央部ではSD－50と大溝のSD－100がある。

南側台地は、掘立柱建物とした72棟の内、28棟ほどは竪穴式住居址の可能性が高い。遺跡の

時期は、殆どの柱穴（堀方内、柱痕内）より弥生時代中期から後期にかけての遺物が出土してい

ることからこれらの時期と考えて良い。SD－50はSD－100を切る形で検出された。形状は楕円

形を呈し、30mX50m程度と考えられる。SD－100は南東から北西に向かって流れるが、一部南

側に張り出す形状を呈する。すぐ東に近接する調査地点でも同様に南東方向へ続く様相を示し

ていた。西側は調査例がないため遺構の様相は明らかに出来ないが、おそらく北西側に続き内

湾に流れ込むものと考えられる。
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第6図　遺跡周辺の地形図（縮尺1／31，250）
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2．土層（付図－2）

南側台地は、水田工作土、床土（黄褐色土）の下層は、暗褐色土の包含層である。しかしこの

包含層は、南側に部分的にしかない。その下層は、暗黄褐色粘土で遺構面である。

北側台地も南側台地と同様で耕作土、床土の下層に遺構面である赤褐色粘土となる。北側台

地は、調査区北側より10mで段落する。その土層は、暗灰褐色土、砂層、泥炭層、砂層、泥炭層

とつづき、北側に傾斜しながら砂と泥炭層の互層がしだいに厚くなる。

付図－2で示した土層図は、南台地と北台地を結ぶ土層図で、SD－100の土層図が①～③、中

央台地部分の土層図が④・⑤である。

①はSD－50と100の横断面土層である。Ⅰ層は耕作土、II層は床土、III層は灰褐色土層で鎌倉

～室町時代にかけての遺物が出土している。ⅠⅤ層は暗褐色土層で古墳時代初期の土器（小型丸底

壷等）が出土している°この面までは、ほぼ自然堆積である。Ⅴ層は黄褐色粘質土層でSD－50上

面で凹状の削り出しを呈する。ⅤⅠ層は、黒色土層である。SD－50は暗黄褐色粘土からの切り込

みで、このⅤⅠ層は最上面の土層である。この層より多量の弥生時代後期の土器、石器が出土し

ている。ⅤII層は暗黒褐色砂層であるが、SD－50と100とでは、色彩が多少異なる。SD－50は、

黒色が強く、黒色砂層であるのに対して、SD－100は暗黒褐色砂層である。SD－100から出土し

た銅鐸型銅製品は、この層と上層との境に出土したが、銅鐸型銅製品内につまった土はⅤII層の

砂層で、上層の黒色土は混入していない。この層からは中期未の土器が出土している。SD1100

のⅤIII層は荒砂が多量に入り流れが急であったことが伺える。SD－50のⅥII層は、黒褐色粘質土

で、多量の木器、土器の出土が区層の砂層までつづく。SD－100の区層は砂と泥炭層の互層で、

この層からは中期中葉から前葉の土器を中心に出土している。SD－100は①～②にみられるよう

に途中で一度立上がり、再度溝状を呈する。南側の溝状の土層は基本的には、同様である。

③～④の基本層序は、盛土、耕作土、床土（黄褐色土）、III層、明褐色土、ⅠⅤ層、鉄分を多量

に含む明灰褐色土である。これは、SD－100のⅠⅤ層と同一層序で、ほぼこの層序までは、均一で

ある。また鉄分を多く含むことから水田面の可能性が高いが、畦畔状の検出は認められなかっ

た。Ⅴ層は、灰褐色土である。ⅤⅠ層は黒褐色土であるが、SD－50はこの層位から切り込まれて

いる。ⅤII層とした層位が、これに当たる。荒砂である。

SD－50の底面土層は、青灰色粘土層で、これはSD－100につづくが、SD－50と100の境をな

す土層は、青灰色シル下層である。SD－50の形成は、ⅤⅠ層の暗黒褐色砂層で区別でき、この面∫

からの掘削と考えてよい。下層に黒色土と砂層の互層内に多量の木器と土器を出土するが、時

期は土器から弥生時代後期の環濠と考えられる。
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3・検出遺構

調査対象面積7000m2ではあるが、台地の傾斜にそって幅20m、長さ350mの南北に長いトレン

チである。銅鐸型製品を出土したSD－100がほぼ中央部を流れ、北側台地、南側台地に分けられ

る。南側台地には、弥生時代の柱穴、溝、井戸、掘立柱建物、環濠が検出された。中央台地で

は、SD－100のほか、土壌、溝が検出できた。この中央台地は、南北台地より約1mから1・5m

の比高差が認められる。SD－100は、南北台地を二分しながら北西方向へ流れている。北台地の

段落から考えて、ヤツデ状に広がる台地の谷部であり、ラグーン状に広がる湿地帯に流れ込む

ものと考えられる。

北側台地には、土壌、溝、柱穴、掘立柱建物を検出した。掘立柱建物は、弥生時代のものは

なく、鎌倉から室町時代にかけての建物群である。

掘立柱建物、井戸、土壌、pit、溝について記載しておく。

1）掘立柱建物

南側、北側台地から約118棟の掘立柱建物が検出できたが、柱穴の数からまだ数十棟建物が建

つと考えられるが、図面上の操作となるので図示していない。南側台地から弥生時代の建物が

72棟、北側台地から鎌倉～室町時代の掘立柱建物が46棟検出した。

（1）鎌倉．室町時代の掘立柱建物群

鎌倉時代から室町時代にかけての掘立柱建物は、北側台地に集中している。南側台地にはSB－

48の1棟（1間×1間）が検出されたにとどまった。ただ柱穴内からの出土遺物を手懸りとした

たため、南台地には1棟のみの検出となったが、柱穴の個数から考えて、この台地にも同時期

の建物が建つ可能性は大いにある。

1間×1間の建物（第8図、13図、Tab．1、2）

1間×1問の建物としてSB－48、74、86、89、97、102、104、113、116、の9棟がある°桁

行が3．0mから3．8m、梁行が、2．5mから3．4mである。柱穴の大きさは、さほど大きくなく、50

cm前後のものである。柱穴底面に礎盤（石）を入れているものがある。この時代の建物として1

間×1間の遺物は狭すぎると思われる。一つには調査区の関係でその延長を調査できなかった

ことが要因である。

1間×2間の建物（第9図、10図、Tab．1、2）

1間×2間の建物としてSB－71、72、75、79、87、90、92、101、103、106、114、115、117の13棟があり

この建物の最大数をはかる。桁行、梁行とも寸法が定まっていない。桁行の最大は2．9mで貴小

が1．7mである。梁行は、最大が3．4m，最小が2．0mである。柱穴自体も1間×1間と同じく小さ

な柱穴が多い。桁行の中間柱穴は、上下どちらかにずれがある。
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2間×2間の建物（第11図、12図、Tab．1、2）

2間×2間の建物は、SB－73、76－78、88、95、96、99、108、110、118の11棟である。桁行、梁行と

も柱間が異なることと、中間の柱が、どちらかにずれているのは1間と2間の建物と同じであ

る。SB－77は、西側と南側に廟を持つ。柱穴には、柱根が残るものと礎盤が残っているものが

ある。礎盤は、77のほかに76、78、88、96があり、柱根は、73、77にある。

2間×3間の建物（第12図一14図、Tab．2）

2間×3間の建物は、SB－81、82、91、94、100の5棟検出した。SB－81は桁行が1．3mから2．1

mと不揃いであるのに対して梁行は、ほぼ揃っている。これに対してSB－91は桁行が2・1m、梁

行が2．6mで揃っている。このことは、この遺跡では非常に珍らしい。

SB－94は、一応2間×3間としたが、梁行が不揃いで、西側に廟までつく様相を示してい

る。桁行は、ほぼ等間隔を持つ。SB－82は、柱穴が小さく、並びも不揃いであるが、柱間が通

ることから建物とした。SB－100は、桁行、梁行とも揃っているが、梁行中央部の柱穴だけが浅

い。他の柱穴は深く、全体をこの深い柱穴でささえると考えれば、建物は建つと考え掘立柱建

物とした。

以上が各建物の詳細である。鎌倉時代から室町時代にかけての掘立柱建物は47棟であるが、

建物配置について考えると（狭い範囲であり、東西にかなりの建物が建っていたと考えられる

が、調査区内だけで、その方向性、同時性を考察する）次のようになる。

弥生時代の掘立柱建物で同じ方向性を持つものは10区分できる。E－26。－Nの方向をとる。中

期は01、05、12、42、後期が23、39、54がある。2、E－12。－Nの方向をとる建物、中期では02、04、

08、後期は43、60、61がある。3、E－80°－N方向をとる建物として中期では、03、06、12、16、24、

25、35で後期は19、35、41、49がある。4、E－15。－N方向をとる建物は中期では、07、10がある。

5、E－13。－N中期では、09、30、33、34で後期45がある。6、E－37。－N方向をとるもので中期の

建物は11、59で後期には20、57、63がある°　7、E－19°－Nの方向をとる建物で中期は、13、後期に

22、56がある。8、E－36。－Nの方向をとる建物で中期には、15、28、32、35、51、52で後期はない。

9、E－50°－Nの方向をとる建物で、中期～後期に29、後期に63、68がある。10、90。の方向を持つ

建物では中期から後期に18、36、50、で後期に37、62がある。鎌倉から室町時代にかけての建物で

は9つに区分できる。1、E－67。－N方向をとる建物として71、99、2、E－53°－Nの方向をとる建

物として72、77、100、108がある。3、E－40°－Nの方向をとる建物として73、118がある。4、E－74°－

N方向をとる建物は、74、78、81、115がある°5、E－6。－N方向をとる建物は、75一87、96の3棟であ

る。6、E－58。－N方向をとる建物では、76、82、101、104、110の5棟ある。7、W－34。－N方向をと

る建物は88、113である。8、W－55。－N方向をとる建物は、91、106である。9、E－2。－N方向は

90、117の2棟である。
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（2）弥生時代の掘立柱建物群（第15図－24図、Tab．1、2）

南台地には、数多くの柱穴を検出した。掘立柱建物の確認は、現場で行なったものが殆どで

ある。図面での確認も行なったが、柱穴掘方内出土の遺物、柱痕内出土の遺物を重視した。南

台地からは72棟の掘立柱建物を検出した°　このほか図面上で確認したものもあるが、確証がも

てないため、記載からはずす°

掘立柱建物で出土遺物の確認、柱穴掘方、柱痕の大きさ等からその時期を決定し、柱根跡内

出土遺物からは、その時期およびそれ以前（柱穴掘方内遺物を検討）とした。柱穴掘方内遺物か

らは、その時期以降として取扱った。時期別に図示し、説明する。

弥生時代中期の掘立柱建物（第15図－17図、Tab・1、2）

1間×1間の掘立柱建物（第15図、Tab・1、2）

1間×1間の建物は、SB－02、24、25、46、69の6棟である。掘り方内より中期中葉の土器が出

土。台地全体が削平を受けているため、この1間×1間は、竪穴住居址の柱穴とも考えられる。

SB－02、26を除く他の4棟の柱穴は大きく掘立柱建物の可能性が高く、SB－69には柱痕も残

る。

1間×2間の掘立柱建物

1間×2間の建物は、SB－04、09、27、42の4棟である。桁行は2．0m～2・3m、梁行は3m～3・

7mである。柱根内出土遺物から中期中葉の建物である。

1間×3間、2間×2間の掘立柱建物（第16図、Tab・1）

1間×3間の建物は、SB－21である。桁行1．7m、2．1m、梁行は2・5mである。南側桁行の柱

穴が削平されている。柱根内出土遺物は中期中葉である。2間×2間の建物は、SB－31であ

る。柱穴の状況からもう1間延びることも考えられる。柱痕跡内の遺物から中期中葉を示す。

弥生時代中期末から後期初頭にかけての掘立柱建物（第17図－19図、Tab・1）

上記の中期掘立柱建物は、ほぼ中期の中におさまるものであるが、ここに記載する建物は、

弥生中期末から後期にかけての時期である。ただ中期末としたものも後期の可能性が強いため

広く後期初頭を中心とした掘立柱建物として一応記載する。

1間×1間の掘立柱建物（第17図、Tab・1、2）

1間×1間の建物は、SB－01、03、06、12、13、15、59の8棟である°柱穴掘り方の大きさも揃っ

ている。桁布は、2．2m～3．0m、梁行も2．4m～3．5mと区々である。柱穴掘り方内より弥生中期

末の土器が出土している。

1間×2間の掘立柱建物（第18図、19図、Tab．1、2）

1間×2間の建物は、SB－17、18、29、30、32、34、36、由、118の9棟である。この内118は調査区

外．に延びる可能性もあるが、現段階ではこの範噂としておく。桁行の柱間隔は、1．8m～3．5m、
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梁行は2．5m～3．4mを計る。SB－30は、桁行の柱間隔が3．0m～3．5mと広く、1間×3間の長さ

とほぼ等しい。またSB－34も柱筋が合ない。

1間×3間の掘立柱建物（第19図、Tab・1）

1間×3間の建物はSB－08、10、35の3棟である。柱穴の形状、大きさはその建物で揃ってい

る。桁行の柱間隔は、2．0m～2．8m、梁行は2．0m、2・5m、3．3mを計る。

弥生時代後期後半の掘立柱建物（第21図－24図）

弥生時代後期後半とした掘立柱建物として27棟検出できた。柱穴掘り方内、柱痕跡掘り方よ

り出土する土器を手がかりとした。厳密には後期中葉の土器（形式分類Ⅳ式からⅤ式の遺物）が

出土している。

1間×1間の掘立柱建物（第21図、Tab．1）

1間×1間の建物は、SB－07、11、22、23、56、57、62、63の8棟である。この建物も上記で記した

様に竪穴式住居の柱穴としての可能性を持つ。形状は、ほぼ正方形の22、23、57、62、と長方

形の07、11、56、63がある。また07と56は1間×2間、2間×2間の可能性もある°間隔はほぼ3．

5m前後と広い。長方形の梁行は1・8m～2・6m程度でおさまる。SB－22、23を除いて、ほかの柱

穴の掘り方は大きく、柱痕跡も大きく約0．3m～0．5mである。柱穴内掘り方から後期の遺物が出

土している。

1間×2間の掘立柱建物（第22図、23図、Tab．1、2）

1間×2間の建物は、SB－19、20、39、40、41、50、55、65、117の10棟である。1間×1間として考

えた方がよい。39は2間×2間以上．と考えた方がよい。14を除くと、弥生時代後期における掘

立柱建物として主体をなすものである。

桁行は、1．8m～2・9m、であるが2．2mがその主流を占める。梁行は2・2mから3・5mとさまざま

である。梁行の柱穴は他の柱穴より深い。柱穴掘り方自体もその大きさ、深さおよび柱痕跡の
、ノ

大きさ等も揃っている。SB－50は代表的な建物であるが、桁行が3．0mX3・Om、梁行が2・8m、

柱穴掘り方、大きさが平均0．9mXlmで底面に石の礎盤を敷いているのが3ヶ所ある。この柱

痕跡からみると柱自体の大きさは約0．5mである。

1間×3間、1間×4間、2間×3間の掘立柱建物（第24図、Tab・1）

1間×3間の建物は、SB－43、54で建て方によっては2間×3間となる可能性を持つ。桁行が

2．0m～2．3m、梁行が2．0mである。1間×4間の建物は、SB－37で、1．2m～2．1mの桁行を持

ち、梁行は2．8mを計る。2間×3間の建物は、調査区外にも延びているため桁行の間数は不明

である。桁行の間隔は1．7m～2．2m、梁行は1．8m～1．9mを計る。
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第7回　掘立柱建物遺構配置図（縮尺1／400）
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挿 図 S B 時　 期 間×間 桁行 （㎡） 梁行 （m ） 方　 向 P it番 号 備　　 考 P L

17 0 1 弥生 中期未 1 × 1 2 ・4 2 ．3 E －25．30′－N 5 ， 10， 11， 19， 28 5 より砥 石 （10 089）

75 よ りミニチュア塊 （0 0227 ）

5 － 1

15 02 ／／ 1 × 1 2 ．85 2 ・45 E － 12。－N 23， 25， 43， 4 7 5 － 1

17 03 ／／ 1 × 1 3 ．5 2 ．2 W － 10。－N 37， 38， 52， 5 3， 55 5 ．－ 1

16 04 ／／ 2 × 1 2 ．3 × 2 ．2 3 ．0 E －12。5′－N 49，71，74，75，76， 77， 98，99 5 － 1

17 05 弥生中 一後 1 × 1 4 10 2 ．4 5 W － 67。－N 108 1， 10 82， 10 84， 1090 108 4 よ り高坪 12 － 2

17 06 弥 生中 期未 1 × 1 3 ・3 3 ．0 W － 10。－N 93， 126， 155 93 よ り石盤 （00 042）

256 よ り ミニチ ュア器 台

371，381より弥生土器，高台付塊

弥 生土器

6 － 2

2 1 07 弥生 中期 1 × 1 3 ・5 2 ．6 E － 15。－N 120 ， 154 ， 158 6 － 2

19 08 弥 生中 一後 3 × 1 2．1×2・8×3．1 2 ・0 E 1 13030′－N 162，164，165，166， 168，199 6 － 2

16 09 弥 生中 期未 2 × 1 2 ・25 × 2 ・1 3 ．6 E － 30°－N 124， 145 ， 148，ノ169， 176 6 － 2

19 10 ／／ 3 × 1 1．7×2．2×2・3 2 ・5 E － 17°－N 150，152，167，171，174，187，198 6 － 2

2 1 1 1 弥 生 中期 1 × 1 3 ・5 1 ．8 5 E － 37。－N 118， 142， 150， 223 6 － 2

17 12 弥生 中 一後 1 × 1 3 ．0 2 ．4 E － 24。－N ，174， 193， 229 6 － 2

17 13 ／／ 1 × 1 3 ．2 2 ．5 E － 19°－N 166， 190， 199 ，6 － 2

22 14 弥 生後 期 1 × 1 4 ・0 2 ，0 W 1 9 。－N 163， 169， 173， 192， 200 6 － 2

17 15 弥生 中期 未 －1 × 1 3 ・7 3 ・1 W －35。30′－N 162， 17 1， 195 6 － 2

18

16 弥生 中期 2 × 1 2 ．4 ×1 ．5 3 ．3 W － 14。－N 185， 188， 185， 206， 218 9 － 2

17 弥生 中 一後 2 × 1 2 ．6 ×2 ・6 2 ．8 E －4 2。－N 140， 181， 204， 233 9 － 2

18 18 ／／ 2 × 1 2 ．5 ×2 ．0 2 ．5 90 。 186， 203， 207 9 － 2

23 19 弥生 後期 2 × 1 2 ・0 ×2 ．0 2 ・5 E －4 5。－N 102，106，107，112，114，117，135 6 － 2

23 20 〃 2 × 1 2 ．0 ×1 ．8 2 ．7 W － 53。－N 109． 115，130， 136，143，147 6 － 2

16 21 弥生 中期 3 × 1 2・1×1・7×2・1 2 ．5 W － 73°－N 265， 275 ，29 8， 10 18， 1046 6 － 1

21 22 弥生 後期 1 × 1 3 ．9 3 ．2 W ー 71。－N 225， 241， 248 8 － 2

21 23 ／／ 1 × 1 3 ．5 3 ．5 W － 68。－N 211， 224， 242 8 － 2

15 24 弥生 中期 1 × 1 3 ．5 2 ・3 E －79 。－N 236， 238， 244 8 － 2

15 25 ／／ 1 × 1 2 ・8 2 ．7 E －8 1。－N 202， 235， 1056， 1073 9 1 2

15 26 ／／ 1 × 1 2 ・7 2 ．6 W － 4 。1 N 254， 1044， 1054 9 － 1

16 27 ／／ 2 × 1 2 ．0 ×1 ．9 3 ．0 W － 4 0－ N 1050，1054，1057，1063，1066 13 － ．2

18

28 ／／ 2 × 1 2 ・9 ×2 ．6 2 ．1 W － 17。－N 1016， 102 1， 1060 ， 10 67 14 － 2

29 弥生 中 一後 2 × 1 2 ．3 × 1 ・7 3 ．0 E － 5 。－N 1024，1026，1048，1053，1064，1068－2 14 － 2

19 3 0 ／／ 2 × 1 3 ．0 × 3 ．5 2 ・5 E － 29。－N 2 58， 2 63， 2 76， 2 97， 410 5 － 2

16 3 1 弥生 中期 2 × 2 3 ・0 × 2 13 1．8 ×2 ．0 W －32。30′－N 256，266，267，268，283，288，302 5 － 2

18 3 2 弥生 中 一後 2 × 1 2 ・0 × 1 ・9 2 ・8 E － 55。－N 2 73， 2 87， 2 96， 3 06 5 － 2

19

3 3 ／／ 3 ×2 2・0×2．2×2．2 1．5 × 1．8 E 1 25°－N 2 55， 2 91， 1006 5 － 2

3 4 ／／ 2 × 1 2 ・7 ）〈2 ．7 3 ・1 E 1 27。－N 2 57， 274， 294， 11 78， 1193 6 － 1

19 3 5 ／／ 3 × 1 2．5×2・4×2．0 3 ・3 W － 44 。－N 270，295，30帰 07，328，1006，1007，1011・1085 6 － 1

18 36 ／／ 2 × 1 1 ・9 × 1 ．9 3 ．3 900 30 2， 3 11， 3 15， 32 9， 3 32 6 － 1

2 4 3 7 弥生後 期 3 ×2 212×1．9×1．7 1 ．9 ×1 ．8 90。 29 2，100 3，1008 ，1030，1039 14 － 2

2 2

38 ／／ 2 × 1 2 ．1 × 1 ．7 1 ・8 W － 74 。－N 29 1， 10 34， 1037， 1193 14 一 2

39 ／／ 2 ×1 2 ．2 不 2 ・1 2 ・8 W － 23 。1 N 10 37， 1115 14 － 2

2 3 40 ／／ 2 ×1 2 ・4 ×2 ．6 3 ．3 W － 3 °－N 1001，1007，1019，1027，1033，1040 14 － 2

16

4 1 ／／ 2 × 1 2 ・1 ×2 ．2 3 ・5 W － 10 。－N 10 27 14 － 2

42 弥 生 中期 2 × 1 1 ・9 ×2 ．2 3 ・7 W － 68。－N 100 2， 1013， 1016， 1032 14 － 2

24 43 弥 生後 期 4 × 1 2．1×1．8
×1．2 ×1・9

2 ．8 E － 11。－N 330・331．337，340．343，345．346，347，357，362 7 － 2

20

44 弥生 中 一後 1 × 1 3 ・6 2 ．7 E － 15。－N 34 1， 348 ， 36 1 7 － 2

45 弥 生後 期 1 × 1 3 ．5 3 ・3 W － 62°－N 1136 13 － 2

15 46 ／／ 1 × 1 2 ・5 2 ・5 E － 590－ N 112 6，－1 127， 1139， 1142 13 － 2

20

47 弥生 中 一後 1 × 1 3 ．3 4 E － 25。一N 367 8 － 1

48 鎌倉 一 室町 1 × 1 3 ・2 2 ．5 W － 7 。－N 37 1， 38 1 8 － 1

22 49 弥生 後 期 2 × 1 2 ．2 ×2 ．1 2 ．5 W － 8 °－N 370， 377 ， 382 ， 389， －39 1 8 － 1

23 50 弥生 中 期 2 × l 3 ・0 ×3 ．0．一 2 ．8 90 ° 369，373，376，382， 390，412 8 － 1

20

51 弥生 中 期 1 × 1 2－・5 2 ．2 E － 5 。－N 403 7 － 1

52 藤生 中期 1 × 1 4 ．0 3 ．7 E －5 6。－N 401 7 －－1

24

53 ／／ 1 × 1 4 ・4 2 ．3 E － 10。－N 1158 出土品 な し 7 － 1

54 弥生 後期 3 × l 2・3×2．0×2．3 2 ．0 W － 66°－N 387，411，1148，1183，1197，1198，1199 7 － 1

23 55 〝 2 × 1 2 ・7 ×2 ．2 2 ．2 W － 22。－N 365， 378， 395 7 － 1

21 56 ／／ 1 × 1 3 ．3 2 ．7 W － 17。－N 408 7 － 1

21

17

57 ／／ 1 × 1 ．3 ．6 3 ・5 W － 54．－N 409， 417， 418

5 8 ／／ 1 × 1 3 ．4 2 ・7 W － 40。－N 418

5 9 弥生 中 一後 1 × l 3 ・1 2 ．7 W 一一54°－N 413， 420， 421

2 0 6 0 弥生後 期 1 × 1 、3 ・0 2 ．6 W 1 78。－N 417， 422

2 0 6 1 〝 1 × 1 2 ．8 2 ・0 E － 10 。－N 433， 427　－

Tab．1掘立柱建物計測表－1
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挿 図 S B 時　 期 間 ￥間 桁行 （m ） 梁行 （m ） 方　 向 P it番号 備　　 考 P L

22 62 弥 生後期 1 × －1 3 ・5 3 ・3 9 0。 1159 ， 1 16 3， 117 2， 12 65

1200 出土 品な し

14 － 1

21 63 ／／ 1 × 1 3－・5 1 ・8 W － 38。－N 116 8， 1 170， 120 0， 12 64 14 － 1

18 64 弥 生 中一後 1 × 1 1 ・8 × 1 ．9 3 ・4 E － 35。－N 1 161， 1 172， 1 174
1166，1169，1262より弥生土器
1263よりメンコ

2001より土師器，青磁
2003より土師器，青磁，糸切り

14 一 1

22

20

65 弥 生 後期 2 × 1 2 ．0 ×2 ．2 2 ．2 W －28 。－N 1 166， 1169， 1262， 1263 14 － 1

7 － 2

66 弥 生 1 × 1 3 ・5 3 ．0 90。 1266， 1267

67 弥 生 後期 1 × 1 3 ．7 2 ．8 90。 1256， 1258

20 68 ／／ 1 × 1 3 ．0 2 ．0 E － 4 。－N 1252， 1254， 1260

15 69

70

弥 生中期

鎌 倉

1 × 1

2 × 1

3 ・7

2 ．0 ×1 ・2

3 ・0

2 ．2

E －2 8。－N

E － 40。一N

447， 4 54

10 7 1 ／／ 2 × 1 －2 ．5 ×2 ．3 2 ・7 E － 67。－N 200 1， 2003 ・ 3 4l i

10 72 ／／ 2 × 1 2 ・5 ×2 ・3 2 ．7 W －37。30′－N

2004 ， 2005 ， 205 0， 20 51 2004・2005，2051より糸切り
2005より小皿，糸切り （00221）

3 4－ 1

11 73 鎌 倉 ～室 町 2 × 2 2 ．0 ×2 ．5 1 ・9 × 1 ．6 E － 4 。－N 34 － 1

8 74 ／／ 1 × 1 －3 ．8 2 ．5 1 W － 16。－N 200 6， 2009 2006より糸切 り
2009より小皿．糸切り （00222）

34 － 1

10 75 ／／ 2 × 1 2 ．3 ×2 ．5 3 ・0 E － 6。5′－N 20 19， 202 0 弥生 土器 34 － 1

11 76 ‘ ．／／ 2 × 2 2 ．5 × 2 ・1
、／
2 ．5 ×2 ．1 －58。30′－N 200 3， 20 08， 20 18

288g王者㎡勇も㌘・（鼠浩）汽乳 z
悪 態 曹 瑠 腰 独 事 績

詮孟 毘嘗　 2010・2060．2061・2062

34 － 1

14 77 ／／ 2 ×2 2 ・0 × 2 ・3 1 ．9 ×－1 ．9／ W －39 。－N 2002，2010，2012，2017，2060，2061，2062 34 － 1

11 78 ／／ 2 ×2 2 ・8 × 2 ．5 1 ・9 ×1 ．9 W － 18 。－N 20 19， 20 20， 20 61 34 － 1

9 79 ／／ 2 × 1 2 ．3 × 1 ．7 2 ．6 W －80。30′－N

20 61 出土串 な し

34 － 1

80 弥 生 後期 2 × 2 2一1× 2 ．2 2 ．5 ×1 ．8 W －3 5。－N 34 － 1

12 8 1 鎌 倉 ～室 町 3 × 2 2．2×1・4X I．5 2 一4 × 1．6 E － 76。－N

2 062 出土 品な し

34 － 1

13

8

8 2 ／／ 3 × 2 1．9×2．2×2．2 2 ．8 ×3 ．0 E 一59 。－N 34 － 1

8 3 〃 1 × 1 2 ・6 2 ．0 E －2 5－－N

2025 土師器

34 － 1

8 4 〃 2 × 1 2 ・0 ×1 ．3 ． 3 ・1 E －2 0。－N 3 4一 1

8 5

86

87

88

／／

－／／

3 × 2

1 × 1

1．2×1．8×1．．8

3 ．6

2 ．6 × 0 ・9

3 ．4

E － 75。－N

E － 20。－N 12022 土師器

34 1 1

34 － 1

9 － 室町 2 × 1 2・0 ×2 ．5 3 ．4 E － 82°30′－N 2058 － 脚付 皿 （0 0226） 34 － 1

12 ／／ 2 × 2 2 ．8 ×3 ．0 2 ．4 × 2 ・2 W －34。30′－N 20 15， 20 26， 2 029 須 恵器， 土師器 34 － 1

8 89 ，／／ 1 × 1 3 ．4 3 ．0 W － 3 。－N 202 4， 2 028 土 師器， 糸切 り 34 － 1

9 90 ／／ 2 × 1 2 ・6 ×－2 ．9 2 ・0 W －9 5。－N ．20 30 土 師器， 糸切 り 34 － 1

13 91 ／／ 3 ×2 2・1×2．3×2．1 2 ．6 ×2 ・6 W －5 5°－N 2 027 土 師器， 糸切 り 34 一 1 ．

9 92 ／／ 2 × 1 3 ．1× 2 ．4 3 ・3 E －46 。－N
ヽ
。 N

2 034 土 師器 34 － 1

34 － 1

14

93

94

／／

／／

3 × 1

3 × 2

1・8×1．4×2．7

2．3火2・2×2．1

3 ．2

4 ．4

E 一3 5 －

W －35。30′－N
2032， 2034， 2035， 2053 土師器 3 4－ 1

12 9 5 鎌 倉 ～室 町 2 × 2 2 ．8 ×1 ．5 ∴1 ・7 ×2 ・5 1 E － 50。－N 2063

20 33， 1086

2041

出土 品な し

弥 生土器 ，土 師器，糸 切 り

青 磁

34－ 1 ．

12 9 6 ／／ 2 ×－2 2 ．2 ×1 ．8 2 ．0 × 1 ．8 E － 81。－N 34 － 1

8 9 7 －

98

／／

〃

1 × 1

2 × 1

3 ・5

1 ．9 × 1．6

2 ．5

3

W － 42。－N

E － 10。－N

34 － 1

34 － 1

11 99 ／／ 2 × 2 2 ．4 ×3 ．3 2 ．0 ×2 ．1 W －22。30′一N
34 ■ 1

13 10 0 室町 3 × 2 2．6×2．4×2．7 2 ．6 火2 ・2 E －51。30′－N
34 － 1

9 10 1 鎌 倉 ～室町 2 × 1 2 ・4 × 2 ．1 2 ．8 E － 58。－N 34 ■ 1

8 102 ／／－ 1 × 1 3 ・0 3 ．0 W －5 8。－N 34 － 2

10 103 ／／ 2 × 1 1 ・8 × 2 ・2 3 ．0 E －49 ？－N 34 1 2

8 104 ／／ 1 × 1 3 ．2 2 ．5 W － 29。－N 34 － 2

105 室 町 1 × 1 3 ・1 2 ・8 E －8 8。－N 2043， 2044

2041， 2063

土師器

2041より青砧一

一2063より出土品なし

3 4－ 2

10 106 鎌 倉 一室 町 2 × 1 2 ．8 ×3 ・0 3 ．0 W － 550－N 34－ 2

107 〃． 1 × 1 2 ・6 2 ．4 E － 75。－N 34－ 2

12 108 ／／ 2 × 2 1 ．7 ×2 ．7 2 ．4 × 1 ・9 W 一 38。－N 34 － 2

109 ／／ 2 × 1 1．5 ×1 ・5 3 ・0 W － 45。一N 34 － 2

12

8

10

110 〃 ．2 × 2 1 ．9 ×2 ．4 1 ・6 × 1 ・5 W － 3 1。－N 34 － 2

11 1 ／／ 2 ×－1 2 ．5 ×2 ．5 3 ．5 W － 68。－N 34 － 2

112 ／／ 1 × 1 2 ．7 2 ．3 E － 75。－N 34 － 2

1 13 ／／ 1 × 1 3 ．4 2 ．6 W －3 4。－N 34 － 2

1 14 ／／ 2 ．× 1 1 ．9 × 1 ．8 2 ・6 －55．30′－N 34 － 2

10 115 ／／ 2 × 1 3 ．3 × 3 ・2 3 ・3 E －7。30′－N 34 － 1

20 116 鎌 倉 ～室町 1 × 1 2 ・5 2 ．3 E －4 3。－N

1047，1048，1049，1053，
1059－1－2，1086，1065，1068－1－2－3

1086より弥生土器，土師器，糸切り 14 － 222 117 ノ．〝 2 ×、′1、2 －一8 ′火2 一2 3 ．5 W 一 10。－N

18 118 ／／ 2 × 1 2 ．6 ×1 ．9 1土2 －5 × 1 ．．7 W － 88。－N 1126， 114 1， 119 6， 119 7 13 － 2

Tab・2　掘立柱建物計測表－2
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2）井戸・土壙【SK】・不整形土壌【SX】・Pit

井戸【SE－01】（第26図、38図、98図、PL．43、10、11）

南台地の北側、SD－100に近接する位置から検出された。調査開始時には形状が一一部、袋状を

呈することから貯蔵穴と考え掘り始めたが、湧水点が高く水量が豊富であること等から、井戸

とした。平面上の形態は二段形成で、隅丸長方形を呈する。上面は長軸2・0m、短軸1．5mで深さ

0．2mの浅い掘り込みを呈する。下面は長軸1・5m、短軸1．0m、深さ1．0mの二段掘りの構造を呈す

る。深さは1．2mしかないが、これは遺構面自体が0．5m～0．7m程削平を受けていることから本

来は約2m程と考えられる。

出土遺物は丹塗りの大型壷形土器の完形品（第98図350、351）鉢形土器、甕形土器、器台、石剣

（第38図68）等である。井戸の使用時期として出土遺物から弥生時代中期初頭の甕形土器がある。

新しい時期を示す土器として弥生時代後期初頭の遺物があり、この時期までの使用期間と考え

られる。

土壙【SK－01－09】（第25、26図）

SK－01－07は北台地から、08、09は南台地から検出した。図示したのは01－06である。01は掘

立柱建物の柱穴により切られているが、現状では浅い皿状を呈する。この北大地も削平が著し

く0．5－0．7m程度は削平されている。平面の形状は楕円形を呈し、長軸3・0m、短軸2・1mを測

る。出土遺物から鎌倉時代と考えられる。

02は掘立柱建物に切られ、別な柱穴を切る。平面形状は、隅丸長方形を呈し、長軸2．7m、短

軸2．0mを測る°西側は削平を受けている。この削平は北側に段落ちする部分にあたり、この遺

構を切ることにより02より新しい段落ちであることが判明した。02の断面は01と同じ皿状を呈

し、深さ0．2mを測る。出土遺物から室町時代と考えられる。

03は平面形隅丸長方形を里し、長軸1．85m、短軸0．95m、深さ0．15mと浅い皿状を呈する。土壌

墓とも考えられる形状を呈する。出土遺物は砥石と細片の白磁から室町時代の遺構である。

04は平面形状が1・4mの円形を呈し、深さ0．25mと浅い°

05は平面形状が長方形を呈し、長軸1．1m、短軸0．8m、深さ0．15mである。0・35m程の焼けた石

が11個ほど配置されている。出土遺物は殆ど出土せずその時期、性格は不明。

06は平面形状が1．5mの円形を呈し、掘立柱建物の柱穴により切られている。調査時には、柱

穴の堀方とも考えられたが、覆土が異なることから土壌とした。出土遺物から鎌倉時代～室町

時代の土壌である。

07は図示しなかったが、SD－036から切られ平面形状は隅丸長方形を呈し、長軸は2・8m、短

軸は1．2m、深さ0．3mの皿状を呈する。出土遺物から鎌倉時代～室町時代にかけての土壌であ

る。
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第26図　SE－01．SK遺構実測図（縮尺1／30、1／40）
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08と09は図示しなかったが南台地にある。08は南側は調査区外で、その全容．を知ることは出

来なかった。平面形状は長方形を呈し、長軸1．8m＋£、短軸1・2m、深さ0．3mでSD－01に切られ

ている。出土遺物は弥生時代中期末の遺物しか出土していないことからこの時期の土壌と考え

られる。

09は南台地中央部より南に下ったところに位置する。平面形状は長方形を呈し、長軸5．2m、

短軸3．3m、深さ0．25mを測り、床面は平坦である。調査時には竪穴住居址として登録したが、

調査を進める中で柱穴がまったく検出できず、周辺の柱穴も捉えることが出来なかったため一

応土壌として記載した。しかし、近年、古墳時代の住居址からもこの手の遺構が検出され土器

を多量に出土している例（野方中原遺跡、野方柳原台遺跡、飯盛遺跡等があり住居址として考え

ている）が増加している。出土遺物は中期未から後期にかけてのもので時期もこの時期としてよ

い。竪穴住居址として考えても良いのかも知れない。

不整形土壙（SX）

不整形土壌とした遺構は、形状が不整形であることと、大型の柱穴とも考えられないものを

登録した。図示は紙面の都合－上省略した。

南台地にSX－01から09がある。中央台地にSX－10から21までがある。この他にも不整形な堀

込みはあるが、出土遺物がないことから時期の確定が出来ないため登銀番号は付していない。

01は二次調査時に検出した。東側が未調査のため詳細な形状は不明であるが、おおよぞ不整

形な楕円形を呈する。SD－33や柱穴によって切られている。長軸2．0m＋£、短軸1．5m、深さ0．

3mを測る。出土遺物から弥生時代後期の遺構と考えられる。

02はSD－13の東側に位置する°調査時は掘立柱建物の柱穴と考えていたが、形状から不整形土

壌とした。長軸1．2m、短軸0．9m、深さ0．5mを測る。出土遺物から弥生時代中期の遺構である。

03はSD－21の西側に位置し、調査区外に一部入る。形状は不明。出土遺物から弥生時代中期

の遺構都考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

04から06はSD－28、50、100に固まれだ部分に位置する。形状は本整形の長方形で、浅い皿状

を呈する。

07から09はSD－50の中に位置する。07、09はSD－50によって切られている。形状は不整形の

長方形を呈する。出土遺物から弥生時代中期の遺構と考えられる。

10から21は中央台地に位置する。その殆どが意味不明の遺構であるが、遺物が出土している

ところから登録している。時期は弥生時代中期から後期初頭の土器が出土している。

Pit．

遺物が出土したPit．を登録した。掘立柱建物、竪穴住居址の柱穴と考えられるが明確には出来

なかった。Tab・3、4に一覧表を付した。
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3）溝

溝状遺構は大小倉めて47条検出した。その内訳は南台地から36条、中央台地から1条、北台

地から10条である。時期は弥生時代中期から室町時代と幅がある。各港について詳細に述べる。

（1）SD－100

台地の中央を切る形で検出した。幅20mの調査区であるため、その方向がどのように流れてい

くのか不明である。調査開始時は幅広い旧河川ないしは台地落ちと考えていた。試掘調査の結

果からも同様の報告を受けていたが、調査を継続していくうちに土層断面や土器の包含層、木

器の出土等から溝である碓証を得たため溝の登録を行った°

包含層中には弥生時代後期の土器、青磁、白磁等の土器が出土した。土層（付図－2）のⅠⅤ層

がこれに当たる。Ⅴ層は間層で暗褐色砂質土である。ⅤⅠ層は無色土（黒褐色粘質土）で遺物は弥

生時代後期の物だけしか出土していない。ⅤII層は暗黒褐色砂層で一部弥生時代中期の土器を包

含する。ⅤⅠⅡ層は荒い砂（茶褐色砂）で、中期の遺構が包含されている。この荒砂から考えて水の

流れが急激であったことが考えられる。IX層は（砂茶褐色砂）と泥炭層（黒褐色粘質土）との互層

で、ここから中期の遺物とともに多量の木器が出土した。

出土遺物の中で銅鐸型銅製品がこの溝から出土した。出土地点は第27図に図示している。出

土状態は横に倒れた状況で、紐は北東に向いて出土した（PL16－1、2、17－1参照）。土層はⅤⅠ

層とⅥI層の間に出土したが、銅鐸の中に入り込んだ土はⅤII層の砂である。このことから銅鐸は

破棄された時点の現位置を保っているとは考えられず上流から流れて来た可能性が高い。－、それ

は銅鐸の中に入っていた土が砂であり、ⅤⅠ層の黒褐色粘質土はまったく混入していないことで

ⅤⅠ層が堆積する前にすでに銅鐸は破棄されていたと考えられる。

SD－100の上流は東南方向である。しかし、この方面には河川はない。ヤツデ状に広がる台地

であることから東側にある湿地帯を結ぶ流路の可能性が高い。しかしこれは今後の調査例をま

って判断すべきものである。このことは西側の流れる方向も同様である。しかし台地を分断し

て流れるこのSD－100、中央部の台地はどの様になるのか非常に重要なことである。推定を許さ

れれば恐らくこの部分がヤツデ状に窪む湿地帯で、南台地と北台地とは連続しないものではな

いかと考えている。すぐ東に近接する調査地点でも東南方向へ続く様相を示しており、これは

東に近接する今宿小学校内遺跡（今宿五郎江遺跡Ⅰ）の所在する台地と南台地を二分する様相を

示すものである。

SD－100は台地の縁辺を沿いながら北西から上流に向かう。台地の南側では入り江状に入り．込

む。そこからさらに東南の台地沿いに沿っていると思われる°　南台地との比高差は1．5mあり、

これがSI）－50付近では0．9mである。中央台地との比高差はあまりなく0．55mである。確認でき

る範囲で、長さ59m、最大幅13m、貴小幅6mで、入り江状部分の長さ19m、幅9mを測る。
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SD－100はSD－50によってきられる。中央部が深く二段になるが深い部分が南台地の入り江

部分まで入り込んでいる。一段目は東に伸びる様相を示す。北西側は一段目が曲線を描きなが

ら下流へ伸びるが、二段目は、深さを増しながら北西方向に進む様相を呈する°　中央台地は上

面に僅かながら砂を含む。水量の多い時には中央台地まで砂を運んだものと思われる。東側中

央部には、一段高い部分があり、一段目の段落ちがここで二分される。この形状から考えて中

央部の高い部分が東に延び溝を二分すると考えても差し支えない。昭和62年に近接する東側を

発掘調査が行われた。調査者によると『調査の結果、二分する北側の溝が幅3m～4m、深さ0．

7mで東に続き、今一宿小学校内まで続く様相を示している。この溝は二層に分けられ、上層から

弥生時代後期初頭の土器が全面に包含されている。下層からは中期の土器と共に木器が出土し

た。また、この周辺一体は湧水点が高く、水の量が多く木器や自然遺物がよく残っていた。』こ

れはSD－100と同じ様相を示している°

第28図は遺物出土である。土器、石器、木器が多量に出土しているがこの図はIX層上面のも

ので下層からは多量の遺物が出土した。特に土器は祭祀用土器と考えられている丹塗り土器が

主体で、童形土器（第65図252、352、362等）特に袋状口縁土器（第73図111、230等）や甕形土器（第55

図60、67、386等）、高埠（第82図166、178、181等）、蓋付壷形土器（第85図）等で時期は、弥生時代中

期中頃のものであった。最下層には中期前半の土器も含まれている。

石器も多量に出土している。その多くは石錘（第43図から47図45、48、56等）、紡錘車（第48図）、

太型蛤刃石斧（第40図、41図）、砥石、磨石（第49図から54図）等である。特殊遺物として石剣、

石戈等も出土した。

木器も多量に出土した°　その殆どがIX層からの出土である。鋤類、鍬類、フォーク状木器類

等の農耕具（第104図から107図）、石斧柄、たも綱、竹龍等の狩猟具、漁扮具（第110から111図、

125図）と生活工具、きぬた、織物の部品、木椀、しゃもじ等（第108図、109図、113図、115図）や建築材

等が出土している。特記すべきものとして模型の舟（第111図）が出土している。

竹龍は南の入り江状の溜り部分から舟の部材か建築部材と考えられる（第123図224）の上面か

ら出土した。現存する部分では、その用途は明確に判断出来ないが、恐らく三角形を呈する籠

状のものと考えられる。

（2）SD－50

SD－50はSD－100の中央部東側に位置し、SD－100を切る形で検出した。約1／5程度しか検出

できなかった°SD－50とSD－100との切り合い関係はSD－100が土層図（第29図、付図－2）の第

ⅤⅠ層にみられる如く後期初頭には、殆ど埋まった状態で、そこにSD－50の溝が形成されてい

る。形の上ではSD－100を切った形となる。基盤膚第IX層は同じであるが、上層出土遺物は溝上

端部がⅤⅠ層と同一になることから東側面は一段低い形状を呈する。西側は調査対象外のため詳
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細は不明であるが、北側はSD－100に沿って廻るものと考えられる。恐らく環濠と思われ、楕円

形を呈し、その規模は35m×50m程度であろう。溝の幅は2．5m、深さは1・5mで溝の底面直上に

多量の土器、木器が出土した。

土器は第96図、97図に図示したもの以外にもコンテナ50箱程出土した。図示したものは弥生

時代中期から後期末までの土器であるが、主体をなす第ⅤII層出土の土器は後期初頭の土器で、

この溝の時期を決定できる資料である。中期土器、後期末土器ⅠⅤ層からの出土である。

木器は図示した約1／4がSD－50からの出土である。Tab・－22、23に一覧表を掲載した。

生活用具で第108－35、36の竪杵、きぬたとして45、49がある。また椀も5点（113図76－80）程

出土し、杓子もある。織物具の部材として112図－236、116図－220もある。

農耕具として103図－2、3、7の平鍬、二又鍬として9、15、四又鍬が10、平鋤の28、着柄式の二

又鋤81、209があり、杷31も出土している。

狩猟具として手綱（たも）が図示（111図－60－62）した以外にも多量に出土している。舟材とし

て226、235や浮子状木製品54、56もある。

建築部材は角材・板材等多量に出土している。118図－228の梯子も出土した。

（3）その他の溝

SD一200は中央台地の北側、北台地の段落ち部分に形成された溝である。東南から北西に流

れ、幅3．5m、深さ0・7mで二段形成となる。この溝からは瓦、土師器、須恵器、青磁、白磁が出土

している。ここで注目すべ・き遺物は瓦である。格子目文の平瓦、丸瓦で、鎌倉時代から室町時

代にかけてこの付近に瓦を葺いた建物が存在していたことを物語る遺物である。

SD－01からSD－45

SD－01からSD－45は調査開始時は使用目的が明らかにできず溝自体つながるものと終了する

ものとがある。遺跡全体が約0．5m～0・7m程削平を受けているところから溝自体は連続していた

可能性が高い。区別上名称を付したが連続する可能性のものは後で記載する。

SD－01南側端に検出された。SX－08を切る状態で、S字状を呈し、南側．西側の調査区に

延びる。現存する長さ12m、幅0．3m、深さ0．3mを測る。出土遺物は弥生時代後期の遺物が出土

している。

SD－02、03、04　02と04は途中で切れるが一本の溝と考えられる。02は中間部を新しい方形

の竪穴によって切られているが、さらに南につづく様相を示す。SD－03は02から枝分かれを

し、東に延びるが、現代の挽乱によって破壊されている。SD－04は02の延長上にあり、西に大

きくカーブする02と接続する形をとる。04はさらに西に延びる様相を示す。02、04の形状はS字

状を呈するところは01の形状と類似している。長さは02、04の計が19m、幅は両方とも0・3m、深

刹ま0．3mを測る。出土遺物は弥生時代中期から後期にかけての遺物が出土し、覆土は弥生時代
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後期と同じ暗茶褐色粘質土である。

SD－05　SD－05は東西に走る溝であるが、覆土から新しい時期の遺構で、溝底面には竹．小

枝等による暗渠施設が配されていた。現代まで続く水路からの吸水．排水用暗渠である。ただ

し明らかに現代の水田区画の溝とは異なりを示すものである。古代の条里制に伴う溝とも考え

たが、水路はその可能性を残すとしてもSD－05は現代よりそう遠．くない時代の産物であろう。

覆土は灰褐色粘土で、現存する長さは15m、幅0．3m、深さ0．5mを測る。出土遺物はない。

SD－06　SD－09の西側に位置し、弧状を呈する。両側は削平され消滅しているが、恐らく延び

ていたものと考えられる。北側はSD－19に接続されるものと考えられる。現存する長さは、8・5

m、幅0．3m、深さ3mを測る。覆土は暗褐色粘質土で、出土遺物は中期未から後期の土器が出土した。

SD－07　SD－06の西側5・5mに位置し、06と同じ弧状を呈する。西側は調査区外に延びる

が、北側は消滅している。SD－20に接続するものかもしれない。覆土、出土遺物とも06と同じ

様相を示しており、同時期と考えられる。

SD－08　SD－06の東側に位置し、東側調査区外にも延びる。南東側から西に延びる溝は、水

路によって切られているが水路西側から延び始め、SK－09の北側から北方向へ向い約5mで切

れる。北東側に再度出現し、北東に向かって延びる。．東側は調査区対象外のため明確に出来な

いがほぼ一周するものと考えられる。現存する長さは20m、幅0．3m～0・4m、深さ0．3mを測る。

現存する溝で囲まれた面積は65㎡である°　覆土、出土遺物は06と同様である。

SD－12　SD－10、11、13の主流をなす溝で08に接続する可能性もある。10、13、19、20が流れ込

む。溝自体はSD－08、13、15、20と同一のもので一区画をなすもので、東側が明確にできないが、

現存する溝の長さ（12、13、15）は22．5m、幅0．3m～0．6m、深さ0・3m～0・6mである。溝に囲まれた

面積は99㎡である°覆土は暗茶褐色粘質土で、出土遺物は弥生中期未から後期の遺物が出土し

た。

SD－10　SD－15、19、24と同一溝で、ほぼ一周する。形状は隅丸方形を呈し、12、32に切られ

る。溝に囲まれた面積は121㎡を測る。溝の長さ38m、幅0．3m～0．4m、深さ0．3mを測る°覆土は

暗褐色粘質土で、出土遺物は中期末が主体を占める。

SD－11SD－10の西側に位置し、SD－12によって切られる。またSB－19の柱穴によっても

切られている。北側は消滅し、その方向は不明である°覆土は暗黒褐色粘質土で、出土遺物は

中期の遺物が出土している。現存する長さは2．7m、疇0．3m、深さ0．2mである。

SD－14　SD－10、13に直行する方向で10、13とは接続していないが、SD－12、13、15と10、

19、24との関連からその可能性はある。SBー48の柱穴に切られている。覆土から中期の遺物が

出土した。

SD－15　SD－12、13と一連の溝である。東側は水路によって切られ、調査区外に延び、24と
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の接続で13、16と合流する。覆土は暗褐色粘質土で、中期未から後期にかけての遺物が出土して

いる。溝の長さ8．5m、幅0・3m、深さ0．3mを測る。

SD－24　SD－15とほぼ並行し、13、16との合流地点まで並行する。SD－15との間を考えると

幅1．2mで広い土手を彷彿させる。長さ8m、幅0・3－04m、深さ0・3mで、覆土、出土遺物は15と同

じである。

SD－16　SD－15から西に延びた24と合流する地点から北側にずれ約6m延びる。24からも途

中から北側に延びる溝があり、16に合流する。16には中間から南に約2・4m延一びる小溝が付属す

る。覆土、出土遺物は15、24と同じ様相を示し、幅0・3m、深さ0．3mを測る。

SD－18　SD－13の北側延長上に位置する。溝は連続せず、各溝の合流地点より北約1mから

始まり約5．5m続き消滅している。しかし両側とも延びるものと考えられる°幅0．3m、深さ0．3

mで覆土、出土遺物は13と同じである。

SD－19　SD－10、24と同じ構内である。覆土、出土遺物は10、24と同じ様相を示している。19

の西側に合流する22がある。22は19と合流し、24との接合部分で北に弧を描きながら西側へ続

き、約4mのところで消滅する。長さは12m、幅0．3m、深さ0・3mを測る。出土遺物、覆土は19

と同じ様相を示す°

SD－20　SD－09、13の合流地点から南西に延び、19と合流しさらに南西へ続き約1・5mで直角

に北に曲がり、19と合流し、さらに直角に西の方へ続く。13、19と同一溝である。

SD－21西から延び、20と並行し、19と合流して弧を描きながら北に向かって消滅する。

SD－33　東側に位置するが24と並行に西側に延び、水路を挟んで北に進み34と合流する。34

は33と9m離れた北側から直線的に西に延びる。この33と34で一区画形成されるが、東側が調査

区外のため、その規模は不明である。覆土は両方とも暗黒褐色粘質土で、出土遺物は弥生時代

中期の範噂に始まる。

SD－28　SD－100によって切られる形状を呈するが、調査時の掘り過ぎの可能性もある。形

状は楕円形を呈する。27が合流し、29は28から分かれ北側に流れる。覆土は暗黒褐色粘質土で、

覆土中より中期未から後期にかけての遺物が出土している。

SD－35から45は北台地に検出された。すべての溝より弥生時代中期から後期にかけての遺物

が出土している。覆土は暗茶褐色粘質土である。

35は北台地の南側は東西に流れ、西側は段落ちする。36は35の5m北に位置する。35と並行に

走るが約7mで消滅し、西側はSK－07で切れる。両方とも幅0．7m、深さ0・4mを測る。

37は35より北5mから北西に向かって約15m延びた所で消滅している。幅、深さ、覆土、出土

遺物とも35と同じである。38は北台地の北側に位置し、水路によって消滅している。39も38と

同様に南西から北東に続く。40から45は幅0．3m、深さ0．3mで覆土、出土遺物は35と同じである。
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第30図　SD遺構全体図（縮尺1／400）
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第32図　SD遺構図（縮尺1／100）
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第33図　SD遺構図（縮尺1／125）
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第34図　SD遺構図（縮尺1／100）
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第37図　SD遺構図（縮尺1／100）
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p it

番 号
個 S B 時　　 代

pit

番号
個 S B 時　　 代

p it

番号
個 S B 時　　 代

p it

番号
個 S B 時　　 代

1 2 1

01

01

弥生 中期 64 4

04

弥生中期一後期 127 13

20

19

弥生後期

弥生後潤

19 0 23 13 弥生中期～後期

2 7 ／／ 65 2 ／／　　 ／／ 128 2 19 1 15 弥生

3 11 弥生中期～後期 66 55 ／／ 129 2 0 19 2
叫

14 弥生後期

4 11 ／／　　　 〝 67 13 弥生中期～後期 130 42号 19 3 25 12 弥生中期～後期

5 6 （840710089）砥石
弥生中期未

68 1 ／／　　 ／／ 131 3 19 4 4 弥生

6 3 弥生中期～後期 69 3 ／／　　 ／／ 132 4 19 5 26 15

10

弥生中期未

7 2 〝　　　　 〝 70 5 ／／　　 ／／ 133 3 19 6 23 弥生

8 3 ／／　　 ／／ 7－1 37 〝　 未 134 14 19 7 22 弥生中期

9 4 ／／ 72 1 弥生中期～後期

弥生中期未

135 4 5 19 8 4 弥生中期未

1，0 8 弥生中期未 73 7 136 9 20

17

／／

弥生

199 27 08
13
弥生中期未一期

11 7 01

01

0 2

弥生中細未 74 11 137 2 20 0 37 14 弥生後期

12 3 弥生中期 75 23讐 ／／ 〝胃等票完 138 1 2 01 1 1 弥生

13
．
2 ／／ 76 30 〃

、一一　■－
／／ 139 3 20 2 4 25 弥生中潤

14 3 ／／ 77 13 ／／

06

04

／／ 140 2 2 弥生中期～後期 20 3 4 18 弥生中期～後期

15 3 〟　 〝～後期 78 3 弥生中期～後期 141 5

11

弥生後期 20 4 1 17 ／／　　　 〃
16 1 79 4 ／／　　　 〃 142 18 弥生中潤 20 5 5 弥生

17 1 1 弥生中期～後期 80 7 〃　　　 ／／ 143 17 2 ．2 0

0 9

2 0

（土師2 点）
弥生後期

20 6 13 16 弥生中期

18 2 1 弥生中期 81 5 ／／　　 ／／ 14 4 24 弥生後期 20 7 頑 18

23

16

11

弥生中期～後期

19 49 弥生中期未 82 2 ／／　　 ／／ 14 5 6 弥生中期未 20 8 3 弥生

20 1 ○メンコ
弥生中期～後期

83 5 ／／　　 ／／ 14 6 4 弥生 20 9 17 弥生中期

2 1 2 〃　　　 〝 84 24 ／／ 14 7 20 弥生後期 2 10 12号 ／／
22 7 〃　　　 ／／ 85 10 〃 14 8 32 0 9 弥生中期未 2 11 26 弥生後期

23 24 弥生中期未 86 8 弥生中期～後期 14 9 2 1 弥生 2 12 9 弥生

24 13

0 2

0 1

0 3

弥生中期～後期 87 3 ／／　　　 〝 15 0 49守一 10
11
弥生中期未
弥生中期

2 13 13 弥生後期

25 13 ／／ 未 88 30 ／／　　 ／／ 15 1 3 弥生後潤 2 14 11 ／／

26 ・35
（840710041）石崖
弥生中期一後靭

89 26 ／／ 15 2 4 10

0 7

弥生中期未 2 15 2 弥生

27 1 弥生中期 90 12 弥生後期 15 3 39 弥生中期～後期 2 16 33 〃
28 59 弥生中期未 91 13 弥生中期～後期 15 4 6 1 弥生中期 2 17 19 〃

29 45 弥生中期～後期 92 8 ／／　　 ／／ 15 5 3 1 0 6

0 7

08
15

弥生中期未 2 18 19 弥生中期

30 5 ／／　　 ／／ 9 3 39響 弥 中期未等
156 1 弥生 2 19 3 弥生

3 1 3 〝　　　 ／／ 94 10 弥生中期～後期 15 7 1 ／／ 22 0 23 弥生後期

32 1 〃　　　 ／／ 95 1 ／／　　 ／／ 158 39 弥生中期 22 1 ．6 弥生

33 4 〃　　　 ／／ 96 4 〝　　　 〃 159 4 弥生 22 2 7 弥生後期

34 1 ／／　　 ／／ 9 7 10 ／／　　　 〃 160 3 〃 22 3 11 弥生中期

35 6 ／／　　 ／／ 98 5 弥生中期未 16 1 33 弥生後期 22 4 8 23 〝

36 2 ／／ 99 39 04

19

19

／／ 、162 25 弥生中期～後期 22 5 23 22

12

17

弥生後期

37 48 弥生中期未 100 8 弥生中期～後期 163 7 14 弥生後期 226 13 弥生中期

38 5　－10 3

0 2

0 2

0 4

0 3

〃 101 12 弥生中期 164
可
08 弥生中期未一後期 22 7 13 4 840700224支脚

弥生後潤
39 ．6 弥生中期～後潤 102 35 弥生後期 165 4 －　08 〝　　　 ／／ 228 10 弥生

40 1 〃　　　 〝 103 5 弥生中期～後期 166 13 08
13

／／　　 ／／ 229
10号 弥生中期～後期

41 4 〃　　　 ／／ 104 4 ／／　　　 〝 167 40 10 ．弥生中期～後期 230 8 弥生

42 34 〝　　　 ／／ 105 6 〃　　　　 〃 168 2 08 ／／　　　 〃 23 1 1 〃

43 5 〝　未 106 18 ’弥生後期 169 4 09
10

〝　 未 232 1 〃

44 － 3 弥生中潤～後期 107 6 ．19 弥生後期 170 24 弥一生後期 233 10 弥生中期～後期

45
：葦

／／　　　 〃 108 3 弥生 171－ 13 10 ／／中期未 234 3 弥生

46 ／／　　　 〝 109 8 20

19

19

弥生後期 172 18号
15 ／／
弥生 235 1 25 弥生中期

47 〃　未 110 6 弥生中期 173 12 14 弥生後期 236 －15 24

24

22

〃

48 14 弥生中期 111 5 弥生 － 174 8 10 弥生中期未
ノ
237 1 弥生

49 10 弥生中期未 112 2 7 弥生後期 175 5
12

09

17

16

．／弥生中期末～後期
弥生後期 238 ．25 弥生中期

50 3 弥生中期～後期 11－3 2 5 弥生中期 176 3 弥生中期末 239 34 弥生

51 1 〝　　　 〃 114 2 弥生後期 177 65 弥生後期 240 10 弥生後期

52 18 弥生中期未 115 2 2 0　－

19

〝 178 3 弥生 24 1 2 ／／

53 51 03

03

〝 116 11 弥生 179 2 〃 242 1 23

24

22

／／

54 7 弥生中期～後期 117 28 弥生後期 180 1 〃 243 ′　26 弥生中期

55 1 弥生中期未 118 3 11

0 7

09

弥生中期 181 24 弥生中期～後期 244 12 ／／

56 9 弥生中期～後期 119 12 弥生 182 2 弥生 245 39 弥生後期

57 3 〝　　　　 〃 120 56 弥生中期 183 5 弥生後期 246 12 ／／
58 3 弥生 121 6 弥生 184 6 弥生 247 5 弥生

59 9 誓 弥生中期 122 15 弥生中期 185 13 弥生中期 248 41． 弥生後期

60 「12 〟　 ～後期 123 12 〃 186 12 18 弥生中期～後期 249 2 弥生

6 1 1 讐 〃　　　 〝 124 30 弥生中期未 187 42 10 弥生中期未 ． 250
頑

わ

6 g 2 7 〝　　　 〃 12 5 40

－　06

弥生 188 8 16 弥生中期 251 5 〃

6 3 3 〃　　　　 〃 12 6 24 l 〝中期未 1189 1 19 16 〝 252
7 攣

／／（帥71仙3）石盤

Tab・3　Pit一覧表－1
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pit

番号
個 S B 時　　 代 －

p it

－番号

個 S B 時　　 代
pit

番号
個 S B 時　　 代

p it
番号

個 S B 時　　 代

2 53 17竿

26
弥中期細71鵬

316 6

35

弥生 37 9 2

48

弥生 4 42 10

6 9

6－9

弥生

2 54 29 ／／ 317 3 〃 38 0 1 〃 443 38　－ 弥生後期

2 55 2 33 弥生中期～後期 318 2 ／／ 38 1 1
弥生土器
鎌倉（高台付碗）

444 13－ 弥生　 －

256 3 3 1
弥中華豊 宗 319 2 〃 3 82 34 49

50

5 4

4 9

弥生後期
弥生中期

445 12 〝

257 14 34 弥生中初～後期 320 3 ／／ 3 83 10 弥生 446 0

弥生中期258 1 30

3 0

2 1

／／　 ′／ 321 1 〃 384 9 縄文後，弥生後 447 15

259 13苧 弥生 322 3 〃 385 －　3 弥生 448 10 弥生

260 6 弥生中期 323 1 〃 386 8 号 ／／ 449 5 － ／／

261 －6 〃　～後期 324
7 ㌢ 弥生中期 387 7 弥生後期 450 7 ． 〃

弥隼

262 9 弥隼 325 17－ 弥生豊40700218） 388 2 弥生中期 451 0　－

263 2 弥生中期～後期 ．326 3 ／／ 389 1 弥生後期 4－52 0

264 1 弥生 32 7 1 〃 390 17 50 弥生中期 453 2

265 26 弥生中期 32 8 16 弥生中期～後期 391 8 49

55

5－2．

51

56

弥生後期 454 18 弥生中期

266 7 31 1 〃 3 29 10．－ 36 〃　　　 〃 392 6 弥生後期 455 5 弥生

267
18号

31 〃 3 30 7 43 弥生後期 393 2 ／／ 456 9 〃

268 2 31 ／／ 3 31 22 43 ／／ 394 4 〃 45 7 15 1 840700228カメ
弥生後期

269 34 弥生 3 32 50 36

43

4 3

弥生中期～後期 395 3 ／／ 45 8 1 ／／

270 51 35

32

弥生中期～後期 3 33 17 弥生 396 石
1

（840710086）砥石
弥生中期～後期

45 9 7－ 〝

27 1 1 弥生 334 1 弥生中期 39 7 ．2 〃　　 ／／ 46 0 9 〃

27 2 1 ／／ 335 81 ／／ 398 33 〃　　 ／／

5 92 1 弥生27 3 －8 弥生中期～後期 336 4 弥生 39 9 14 弥生

27 4 2、． 34 ／／　 ′／ 337 －8 弥生後期 40 0 64 〃

1000 2 弥生2 75 － 1 、∴－ 21 弥生中期 338 5 弥生 40 1 1 弥 中期（弥 土器）

2 76 －5 30

3 1

32

弥生中期～後期 339・ 2 〝 40 2 8 弥生

2 77 19 弥生 340 6 9 弥生後期 40 3 1 弥生中初

2 78 1 1 弥生中期 341 9 44

43　－

由

弥生中期～後期 404 4 弥生

2 79 4 弥生 342 2 弥生． 405 4 弥生中期

2 80 2 ／／ 343 14 弥生後部 406 2 弥生

2 81 5 〃 344 1 弥生 407 5 〃

282 1 ／／ 345 5 弥生後期 408 9 弥生後期

283 5 弥生中期　 － 346 芦3 43 ／／ 409 29 57 ／／

284 3 弥生 34 7 13 43 〃 410 8 30 弥生中期一後期

285 1 ／／ 34 8 11 ヰ4

43

4 4

弥生中期～後期 411 4 54 弥生後期

286 82 弥生中期 34 9 2 弥生 、

弥生

412 14 50 弥生中期

287 33 弥生中期～後期 35 0 0 413 18 5 9

57
60

〝～後期

288

289

2

15

31 弥生中期

弥生

35 1

3 52

24　 －

－3

414

415

15

－5

弥生後期一一

／／

290

29 1 ′

2

16 33
138

〃
弥生中期一後期
弥生後期

3 53

354

0

9 号 弥生

416

417

0

20 弥生後期

292 2 37

34

弥生後期 355 6 弥生後期 ． 4 18 9 57
58

59

／／

29 3 － 1 弥生 356 2 弥生 4 19 2 弥生

29 4 8 － 弥生中期～後期 357 5 弥生後期 42 0 6 号 藤生中期～後期

29 5 4 35 ／／－　 ／／ 358 6 弥生 42 1 34 59 ／／　　　 〃

29 6 4 32 弥生中期一後期 359 7 － 〃 4 22 41－ 60

6 1

6 1

弥生後期

29 7 3 30 ／／　　　 〃 360 7－ 〃 4 23 26 弥生

弥生

弥生後期
（4　00217）器ム

29 8 ．13 2－1

35

31
36

32

弥生中期 361 17 弥生中期～後期 4 24 0

2 99

3 00

5

11 ．

弥生後期　 －

弥生中期～後期

－362

363

13

8 －

43

55

弥生後期－

弥生

4 25

4 26

一一7 号

0

3 01 8 弥生中期 364 1 〃 427

3 02 2 1 〃
－後期

365 1 弥生後期 ． 428 16 8 07　　　　 日
弥生後期

303 ． 5 弥生 366 5

47

50

弥生 429 18 ／／

304 5 〝 367 4　－ 弥生中期～後期 430 3 1 〃

305

306

2

4

／／

弥生中期一後期

368

369

1

9－9号

弥生

弥生中期

431

432

49号

0

弥生中期～後期

弥生後期 －307 11 －3 5

3 6

36

〃　　　 ／／ 370 7 49 弥生後期 433 －

308

309

310

3－1 1

312

313

6

4

30

18

13

57

弥生

弥生後期

弥生

弥生中期～後期

弥生

弥生中期

37 1

37 2．

3 73

3 74

3 75

3 76 －

1

4

4

寄

－　29

48

50

50

弥生土器
鎌倉（高台付鴫）
弥生

弥生中期

弥生後期・－

〝

弥生中期

434

435

436

43 7

43 8

43 9

－ 15

19

0

8

0

2

弥生

弥生後期

31 4 2－ 弥生 3 77 23 4 g 弥生後期 44 0 4 弥生

315 29 弥生中期～後期 378 1 5 5 〃 ‘44 1 2‘吾 弥生後期

Tab・4　Pit一覧表－2
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p it

番号
個 S B 時　　 代

pit

番 号
個 S B 時　　 代

pit

番 号
個 S B 時　　 代

p it

番号
個 S B 時　　 代

100 1 17 40 弥生後期 10 64 7 29 弥生中期～後期 1127 15 46

45

46

46

5 4

53

弥生中期 1190 月

34
38

5 4

量町
鼻．．石 1 コ

100 2 8 42 弥生中期 10 65 3 A 区 弥生中期 1128 12 弥生 119 1 6 弥生

100 3 10 3 7

33
35

弥生後期 10 66 －7 27 ／／ 1129 2 〃 1192 6 ／／

100 4 2 弥生 10 67 2

10

28

A
／／ 1130 13 〃 1193 1 弥生中期一後期

弥生後期
1005 18 ／／ ㈱－1．2．3 14

10

区
29

2 5

0 5

弥生中期一後期 1131 8 〃 1194 2 弥生

1006 12 弥生中期～後期 10 69 弥生後期 1 132 4 弥生中期 1195 1 ／／
100 7 50 ． 35

40
〃　　　　　 ／／
弥生後期 10 70 12 弥生中期 1 133 5 弥生 1196 3 鎌倉一室町

1008 15 3 7

3 5

弥生後期 10 71 12 弥生 1 134 7 ／／ 1197 2 ／／
1009 14 弥生 10 72 10 弥生後期 1 135 1 不明？軽石 1198 2 5 4 ／／
1010 3 ／／ 10 73 iI 弥生中期 1 136 1 弥 後胤弥 土器 1199 30 5 4 ／／

101 1 4 弥生中期～後期 107 4 24 弥生 11 37 8 弥生後期 1200 6 3

68

弥生後期

1012 ．8

4 2

弥生 ・107 5 7 〃 113 8 19 弥生 120 1 50 弥生後期

1013 36 弥生中期 107 6 35 弥生後期 113 9 110 弥生中期 1202 9

1014 5 弥生 107 7 2 弥生 114 0 6 1 弥生後期 1203 7 弥生後潤

1015 2

28
42

弥生後期 107 8 5 〃 114 1 15 鎌倉一室町 1204 1

1016 34 弥生中期 107 9 5 〃 114 2 6 弥生中期 1205 5 弥生

1017 10 弥生 108 0 1 〃 1143 1 弥生 1206 14

1018 26 2 1 弥生中期 108 1 2 弥生中期～後期 1144 4 ／／ 1207 6 雷 弥生

1019 42 4 0 弥生後期 108 2 2 0 5 〝　　　 〝 1145 2 弥生中期 1208 5 弥生後期

1020 16 2 8

29

弥生中期 1083 1 弥生 1146 10 弥生 1209

1021 4 弥生 1084 7 0 5 弥中期一柳ト椒 1147 6 〝 1210 1 弥生

1022 13 ／／ 1085 43 35 〃　　 ／／ 1148 3 弥生後期 1211 5

1023 17 弥生後期 1086 23 A 区
100

05

39

46

弥土掛蛸．糸削
室町1弥棚

1149 3 弥生 1212 1 弥生

1024 10 弥生中期～後期 1087 14 弥生 1150 1 ／／ 1213 2 雷 〝

1025 4

29

弥生 1088 10 ／／ 1151 14 〝 1214 2

弥生，須恵器1026 30 弥生中期～後期 1089 1 ‘ ／／ 1152 3 〝 1215 5 苦

1027 6 40
41
弥生後期 1090 1 弥生中期一後期 1153 2 〃 1216

1028 3 弥生 1091 3 弥生中期 1154 6 〝 1217 芸甕 弥生．石斧

10 29 7
67
／／ 1092 1 弥生 1155 10 〝 1218 〃 ．室町

10 30 15 弥生後期 1093 7 〝－

ノ

1156 11 弥生後期 1219 6

10 31

10 32

4

46 42

〃

弥生中期

1094

1095

12

23

弥生後期

〟　中期

1157

1158

12

弥生中期

1220 2 弥生

10 33 8 40 弥生後期 10 96 25 〃後期 1159 37 62

64

弥生後期 12 51 4 弥生中期

10 34 1g 38 〝 10 97 1 弥生 1160 1 弥生 12 52 －12 弥生後期

103 5

1036

3

5

〃

弥生

10 98 9 〃 1161 2 弥生中期～後期 12 54 9 68 弥生後期

103 7 6 38
39
弥生後期

10 99

1 100 3
弥生

1162

1163

2

1 62

65

63

弥生

弥生後期

12 55

12 56

11

4－ 67

／／

弥生後期

1038 2 〃 1 10 1 5 〃 1 164 1 弥生中期 1 12 57 2 弥生

1039 3 3 7 〃 11d 2 3 〝 1 165 2 － 1／ 12 58 立0 67 弥生後期

1040 ，20 4 0

2 6

〝 110 3 2 ／／ 1 16 6 4 弥生中期・弥生土器 125 9 1 弥生

1041 2 弥生 110 4 6 〝 1 16 7 2 〃 126 0 1 68 弥生後期

1042 19 弥生後期 1105 3 ／／ 1 16 8 7l 弥生後期 126 1 － 9 弥生

1043 2 弥生 1106 52 弥生後期 1 16 9 3 － 65 弥生中期．弥生土器 126 2 3 65 弥生中期・弥生土器

－1044 6 弥生中期 1107 ′ 6 弥生中期 1 170 15 63 弥生後期 126 3 9 － 65 〝　メンコ

1045 1

2 1

弥生 1108 2 －〝 1 17 1 3

6寧
64

弥生 126 4 2 4 63 弥生後期

－1046 7 弥生中期 1109 7 －　〝 117 2 7 － 後Ⅲ
弥生中期一後期

126 5 ． 2 6 2 ／／
104ト 1 9 A 区 弥生 1110 3 弥生中期 117 3 －4 1 弥生後期 1266 1 6 6 ／l （図なし）

1048 2 A 区
29
弥生中期～後期 111 1 11 〃 117 4 4 1 64

3 4

54

弥生中期一後期 126 7 ，1 66 〝 個なし）

1049 2 A 区 弥生中期 1112 6 〝 117 5 15 弥生後期

1050 1 2 7

A 区
29

〝 1113 ／47 弥生中期～後期 1176 　 3 〝

1051 11 弥生 1114 6 ． 〝　　　　 〃 117 7 4 〝
1052 3 〝 1115 6 弥生後期 － 1178 ． －6 ． 弥生中期～後期

1053 2－1 弥生中期一後期 1116 7 弥生 1179 4 － 弥生後期 1－

1054 4 26
27

25

〝
弥生中期

1117 ．3 ／／ 1180 4 号 〝　黒確石

－1055－1 10 弥生 1118 10 〝 118 1 2 － 弥生後期

1056 5 弥生中期 1119 7 〝． 1182
1辛 弥生

1 057 － 1 27

A 区

〝 1120 2 〝 1183 7 弥生後期

1。58 12 弥生後期 1121 2 弥生中期一後期 1184 1 ′ 室町・糸切り一皿

1059＋2 13 〃 1 122 4 弥生 1185 2 〃

106 0 2 2 8 弥生中期 1 123 2 〃 1186 1 〃

106 1 6 弥生 1 124 8 〃1－ 1187 5 弥生．室町

106 2 2 ／／ 1 12 5 9 〃 1188 1 〝・須恵器

1063 1 弥生中期 112 6 2 7 －－ 球倉～室町 一一 1189 1 〝　　 ／／

Tab・5　Pit一覧表－3
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p it

番号
個 S B 時　　 代

S D

番号
個 時　　 代 SK 個 時　　 代

200 1 2 7 1－ 船 －．土師乳 青磁 1 881 弥生後 期 01 2 31 116訓酎輸 室町切合い閑鮪 中期未

200 2 1 77 伽柵219）鉢（ロ細
昭 一有弘 ，青砲

〝～室町．糸切り

3 5 4 弥生

〝

／／

弥生 後期

02 2 不 明

200 3 可 71
76

4 － 92 04 2 室町

20 04 ‘3 73 鎌倉～室町糸切り 5 23　－ 1－0 30 弥生後期

20 05 1 73 ．
船 一室町慧 芸も ノ6 197 11 4 8 弥生 中期

20 06
3 号 74 ヽ

〃　 〃　糸切り 8 73 ／／ 中期 12 8 弥生， 室町

2 007 1 室町瓦質土暑書 9 55 〝．－後期 14　－ 6 室町

2008 19 76
棚7㈱5嘘（口細
棚7鵬2雅倉一室町小 10 14 ／／ 中期 15 10 鎌倉

2009 巧 7－4　－
偶 盈小岬

弥生土器土建

11 16 ／／

／／ 後 期

16 1

10

103

一弥生

弥 生 中期

弥 中期一後期（瓦質室町1点）

2010

2011 1

77

77

88

〃〃翻 ．土師器

弥隼

13

15

77

67

美　′

〃中期 1点白磁混り
S E

2012 3
離 職 繋 16 6 〃　後 期 01

S X

2013 1 室町，糸切り皿 17 2　′ 〃

2014 1 室町，板目皿 18 11 〃

20 15 2 室町 鴫 土師 19 242 ／／ 中期 0 1

20 16 2 ／／ 糸切り 20 105 ／／ 後期 0 7 15 ／／　　　 ／／

20 17 6 7 7　－輸一室嘲 繋 21 2
彿 生 0 8 32 弥生後 期

20 18 1軒 7 6 鎌倉～室町 糸切り 22 6 ／／ 0 9 3

390

74 1

弥生

弥生 中期

840700237
壷 （4 、）

20 19 2 75
78
弥生土器　 後期 24 47 ／／ 後期

S C －2 020 2 75
78

／／　　　 〝 25 14 〃

2 021 1 室町，瓦質土器 26 18　 － ／／ 01

膜畑括

W －2

P ．13

2 022
6 号 86

．89

鎌倉～室町 土師 27 77
〃 中彿

2023 2 室町，土師器 3－0 135 ／／ 後期

2024 1 室町 土師，糸切り 50 135 ． 〝　 中期 ～後期 －

2025 5 ． 84 蛤～執 土酵 101 5 〝　後 期

22026 1 88 室町 須恵，土師 102 14 弥生

202 7 2 91 〝　土師，糸切り 103 ． 120 〃後期，鎌倉　糸切り皿

1202 8 19 89 室町土師，糸馴 104　－・15 弥生

202 9 1 88 ． 〝　須恵，阜師 105 9 ／／ P －2 1 2

203 0 － 8 90 ．

－　9 4

〝　土師，糸切り 106 － 11 － 〝　 後期 ．p ．24 29

20 31 1 弥生 10 7 41 弥 生 P 一18 1

20 32 － 1 室町　 土師 10 8 ・ 25 〝　－ P 一17 1 840700241
－鉢

20 33 4 100 〃 笠鳥 。 110 1 ／／ 後期

〃

／／

－弥生後射 給 2 点）

F21包 84070 0344

2 034 92
94

l
〃　ノ土師 1 111 8 －′P 一23

P ．24

840 700042

2 035 1 94

1b A

〃　土師 112 5 840 700053

2 036 1 〃　須恵 113－1 268 840 7000－76

2037 4 ／／ 土師 114 119 〃（鎌倉 1 点）

－2038 1 室町，糸切り皿 115－1 96 ／／ 中期 ～ 後期

2039 1
〃－青磁 116 5 弥生

20．40 13 〝1 土師 －117 1 － 鎌倉 ′　瓦質 土器　 －

204 1 1 号 船 ～加 青磁 118－1 2 ／／　 白磁

204 2 1 115 〝．－／／　　 〝 119 6 〝′　 瓦 ， 白磁

204 3

20 44

20 45

20 46

2 047

g 048

－2 049

2050

2051

2052

2053

2054

2055

2056

205 7

205 8

20 59

20 60

20 61

2 062

2 063

1

1

1

3

7－．号

2

1 ．

1．

8

1

3

2 雷

1

0

105

105

73

73

－－94

8 7

7 7

77 －
78．80
77
82
95
115

室町，土師

／／　　　 〝

〟

／／　 須恵器量

／／臼砲 糸切り

〟　青楓糸切り皿

〝－　　　〝

齢 ～室町糸椚

〝．〃　 、／／
室町榔7㈱肪m 糸切り
郎 土師皿

〝　土師

／／一皿，土師皿

不明

室町　 白磁

／欄 認 226

弥生後期 ′

鎌倉～室町

〝　 ．〝

0 0－1 46 ／／

Tab．6　Pit一覧表－4
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4、出土遺物

各遺構から数多くの遺物が出土した。大きく分けて、弥生時代の中期から後期にかけての遺

構より出土した遺物と鎌倉時代から室町時代の遺構より出土した遺物に分けられる。特に弥生

時代中期未から後期にかけての遺物を出土したSE－01からは完形の壷形土器、石剣等を始めと

して多種多様の遺物が出土している。最も遺物が多量に出土した遺構は、SD－100である。土

器、石器は言うに及ばず多量の木器が出土した。木器には農耕具、狩猟具、漁扮具、機織具と

思われる部材等が出土し、生活に必要な用具が殆ど揃った感がある。また、SD－100から銅鐸型

銅製品が出土したことは銅鐸研究の上からも非常に重要なことであり、新聞紙上に大きく取り

上げられ注目を集めた。

SD－50は、環濠であるが一部分しか調査が出来なかったので、その規模等は推測の粋をでな

いが、溝からの出土遺物は生活用具が多量に出土している。特に舟の部材、槽、たも綱、砧、

石斧柄等が出土している。また、SD－100からも模型の舟が出土している°SD－50、100から出

土した石器のうち最も興味深いものは、大小多種多様な石錘である。使用用途の違いにより色々

な形態を持つことである。

弥生式土器は丹塗りの土器が大半を占め、祭祀用に用いられたと考えられる。

鎌倉時代から室町時代にかけての遺構は北台地を中心に分布するが、遺物も青磁、白磁、土

師器等が出土している。ただ構内から格子目紋の瓦が出土していることは大きな意味を持つ。

出土遺物について概略を述べてきたが、石器、土器、木器の順でその詳細を記載していく°

1）石器

石器はSD－50、100を中心に数多く出土している。石鉄、石剣、石戈、大型蛤刃石斧、石庖

丁、石錘、防錘車、砥石、磨石、叩き石等が主な出土遺物である。特に、太型蛤刃石斧、石錘、

防錘車、砥石、磨石の出土点数は多く、形態的にも多種多様である。これは用途による相違と

考えられる°各石器たっいて詳細を述べる。

石剣（第38図　PL．36、37）
．

SE－01から出土した68と、Pit253、SD－100から出土し接合した65と66がある。68は先端部

及び基部を欠損しているが、基部の部位に近い。図面下端の中央部分に稜が二条となる部位があ

る。これから上端に向かって一条の稜によって断面菱形の形状を呈する。両側辺中央部付近から

鋭利な研ぎだしを行っている。中央部下端の両側面は僅かながら稜を持ち断面六角形を呈する。

研磨は丁寧で磨きの掛かった状況である。石材は頁岩である。

65と66は接合するもので65がSD－100からの出土、66がPit253（SD－100より約60m離れてい

る）である。基部は平坦に研磨されている。基部中央から研ぎだしによる稜が形成されている°

右側側面に挟大部分があり、これを境として側辺の形状が異なる。下端は稜を持ち、上端は三
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第38図　SD－100、SE－01出土石器実測図（縮尺1／2，1／3）
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角形に研ぎ出されている。これが中子の役目をもつと考えられる。石材は結晶片岩である。

67は変成岩の石材で造られた石戈である。SD－100からの出土であるが、かなりのローリング

を受けている。先端部を欠損している°

118は蛇紋岩製の磨製石斧でPit59より出土した。刃部のみであるが大形の石斧と考えられる°

83は柱状挟入片刃石斧で、SD－100より出土した。刃部を欠損している。一部敲打が残るが完

成品として考えて良い。おそらく使用時に破損したものであろう°

石紡（第38図　PL・36）

石鉄は5点で全てSD－100からの出土である。

157は二等辺三角形を呈する黒曜石製の石鉄で挟人は浅く脚部が不揃いである。全面に二次加

工を施す°158は大形で二等辺三角形を呈する黒曜石製の石鉄で、片脚を欠損する。挟人が深

く、細かな全面への二次加工により丁寧に仕上げられている。両側辺は細かな押圧剥離により、

のこぎり状を呈する。159はサヌカイト製の石鉄で先端の一部を欠損する。脚は広がりを見せ

ず、中央よりまっすぐに下がる形態で、挟入部は深く逆U字形を呈する。大剥離面及び主要剥

離面の一部を残し二次加工の剥離も大まかである°160は二等辺三角形を呈する、サヌカイト製

の石鉄で完形である。二次加工は大まかで、大剥離面及び主要剥離面の一部を残す°主要剥雛

面の挟入部への二次加工は施されていない。いわゆる剥片鉄の範中に入る。161は二等辺三角形

の黒曜石製石鉄で完形である。主要剥離面の二次加工は大まかであるが、大剥離面の剥離は全

体に、丁寧な押圧剥離によって仕上げられている。挟入はやや浅い。

石斧（第39、40図、PL．39、40、41）

石斧は多数出土し、内16点を図示した。形態により区分を行った。

磨製石斧（101、102、104－110、112、113、116）

112は大型蛤刃石斧で、石材は堅くて赦密な玄武岩を使用している。全体に研磨を施す。特に

刃部は丁寧な研磨が加えられ、刃部角度61°のシャープな刃部に仕上げられている°横断面は楕

円形を呈し、石斧として完成はしているものの、使用時により基部を欠く欠損品である。SD－

100からの出土である。

102、106、109、113、116は研磨段階まで進んだ石斧である。106は、基部及び先端を欠損、109、

113は基部、116は先端を欠損する°102は粘板岩製の磨製石斧である°体面に研磨を施す。断面

は楕円形を呈し基部の一部を欠損する。106はSD－200、他4点は、SD－100からの出土であ

る。

101、104、105、107、108、110、は敲打段階の石斧である。101、104、107は大型蛤刃石斧の未製品

で、剥離面を多く残す。101、104は敲打面が一部しかなくこの工程に入った直後の物である。

107は片面が打裂の状態で片面だけ敲打を加える。2点とも身が厚く石材は良質の玄武岩を使用
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第39図　SD－100出土石器実測図－1（縮尺1／4）
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第40図　SD－100出土石器実測図－2（縮尺1／4）
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している。105は大型蛤刃石斧の未製品で、敲打はかなり進んでいる。基部の一部を欠損する

が、打製時のものであろう°横断面は楕円形を呈する。108は小形の石斧未製品で、全体に敲

打を与える。基部を欠損。先端の剥離は敲打時のものと思われる。横断面は楕円形を呈する°

110は太型蛤刃石斧の未製品で、敲打段階は終了し、片側は研磨段階に入っている。形状は完形

で、完成間際の石斧である。敲打段階の石斧は全て玄武岩製で、SD－100からの出土である。

115は打製段階で身が厚い大型蛤刃石斧の未製品で、Pit－1217からの出土である。

柱状石斧（117）

117は柱状石斧の未製品で基部の一部を欠損する。全体に敲打時の凹みが観察できる。中央よ

りやや基部寄りと、先端の一部に新しい使用痕が認められる°横断面は、隅丸方形を呈する。

打製石斧（98－100、114）

98－100、114は打製時に出来る剥片を利用した扁平打製石斧である。98は横剥ぎの剥片で、

側辺に二次加工を施す。断面は扁平を呈する°99、100は剥離面を多く残し、側辺に二次加工を

加える。断面は扁平を呈する。114は縦長の剥片を利用した石斧で、断面は方形を呈し、両端部

は薄くなる。4点とも玄武岩製で、SD－100からの出土である。

石庖丁（第41図、PL．38）

未製品を含む9点の出土で、形態的にII類に分類できる。Ⅰ類　形状が半月形を呈するもの

で、61、62、64、69、175がこれにあたる。II類　形状が方形を呈するもので、59、60、63がこれにあ

たる。Ⅰ類　61は穿孔をもたない大形の石庖丁である。形状は半月形を呈し、約1／2を欠損す

る。表面の剥落が著しい為、研磨方向は不明。凝灰岩製でSD－100からの出土である。62、64、

169、175は、2個の穿孔を有し、孔は両面から穿たれている。全面に丁寧な研磨を施す。62、175

は他2点に比べ、幅が狭く横に細長い形状を呈する°62の両肩はやや下がり気味である。64は

SD－50、他はSD－100からの出土である。61は凝灰岩製、64は輝線凝灰岩製、62、169、175は

安山岩製である。II類　59、60、63は2個の穿孔を有する方形の石庖丁である。孔は両面から穿

たれ、全面に研磨を施す。59の左側孔は右側の孔よりも小さい。60は刃部角度32。の片刃の石庖

丁である。右側孔は左側孔の斜め上方に位置し、バランスがとれていない。59、60は安山岩製、

63は凝灰岩製で、共にSD－100からの出土である。168は剥離工程の段階である未製品°輝線凝

灰岩製で、SD－100からの出土である。

スクレーパー（第41図、PL・38）

162は、平坦打面からの横長剥片を利用したもので、両面とも一回の剥離により剥取してい

る。断面三角形を呈し、両側辺部と下部に両面から二次加工を施し、刃部となす。

163は、自然画を打面とするが、表面は2つの方向からの剥取が認められ、計3方向の剥離方

向を持つ。端部に細かなリタッチが認められるが、使用時に刃こぼれしたものであろう。
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164は、幅広い横長剥片を利用したものである。打面は大まかな調整面を持つ打面である。表

面の剥離方向は上からの1方向だけである。周辺部に両面から二次加工を施し、スクレーパー

としている。

182はスクレーパーとするより使用痕のある剥片と考えられるもので、調整打面からの剥離で

厚みの薄い剥片を剥取している。刃部には細かな剥離痕が認められる。使用時による刃こぼれ

と考えられる。

162、164は玄武岩、163、182はサヌカイト製で182はPit－263、他はSD－100からの出土である。

石錘（第42－46図　PL．36、37、39）

未製品、欠損品、又紙面の都合上図示出来なかった物を含む46点が出土した。その形態から、

5形式に分類をおこなった°

Ⅰ類　大型でドーナツ状を呈し、中央に円孔を有するもの。

II類　中型で上部が尖がり気味にせばまり、下部が幅広になる分銅型。

III類．貴大径が中央にあり、上部、下部共せばまり、端部は丸味をもつ上下左右対称型。

ⅠⅤ類　円形で側辺に挟人をもつ断面扁平形。

Ⅴ類　特殊な形態を呈するもの。

Ⅰ顆　断面の形態の相違により、さらに細分を行なった。

1a　大型で丸味をもった円筒状を呈し、幅と高の対比が約1対1である。45、48、57がこれにあ

たる°45、57は中央の円孔の他に、側面下部から鹿部に貫く副孔を有する。45は全面に加工痕を

残す。今回出土した石錘の中で一番大きく、2．320gを計る。48は1／2を欠損する。

Ib　基部上りふくらみをもち乍ら立ち上がり頭部で丸く修め、高より幅が大きい。47、56がこ

れにあたる°47は約1／2を欠損する。一部に火を受けた痕跡を残す。56は中央の円孔の他に、側

面下部から鹿部に貫く副孔を有する。

Ic　断面が屈平を呈するタイプ、46、51－54がこれにあたる。51は中央の円孔の他に、上面左

端より鹿部左端に貫く方形の副孔を有する。側面及び上面の一部に加工痕を残す。52は面取り

段階の未製品である。53は約2／3を欠損する大型の石錘である。中央及び上方に孔を穿ち、側面

は丁寧な研磨を施す。体面に加工痕を残す。54は基部径と上面径がほぼ同一な長さの石錘で、

全面に研磨が施されている。穿孔部分には、ノミ状工具による加工痕を残す。46は1／3を欠損す

る大型の石錘で、不純物の多い滑石を使用する。

Id　断面は最大径が基部にあり、ふくらまず頭部で丸く修めるタイプで、55がこれにあたる。

55は全面に加工痕を残す大型の石錘である。中央の穿孔部分にもノミ状工具による加工痕を残

す。Ⅰ類の石錘は全て滑石製で、SD－100からの出土である。

II顆　基部の形状の相違でさらに細分を行なった。
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IIa　基部が緩－やかに丸みをもつタイプ、19、20、25、27、33、35がこれにあたる°19、20、25は基部

より1／3上方の位置に一個の孔を穿ち、先端と孔を一条の溝で結ぶ一孔上溝タイプである。

19は先端が丸みをおびず、水平に切られている。形態はほぼ円鐘状で横断面は正円に近い。

20は先端が尖がらず丸みをもち、横断面は基部に向かう程楕円形に近くなる。25の横断面は基

部付近で円形に近くなる。共に滑石製でSD－100からの出土である°27は一個の孔を穿ち一条の

溝を巡らす－孔一溝タイプに短軸溝を上部、下部に付加したタイプで、孔は基部より1／3上方に

位置する。長軸溝は全周せず、両端部は平坦で、横断面はほぼ正円を呈する。33は2個の孔を

穿ち一条の溝が巡る二孔一溝タイプで、孔は中央より下部に2個並ぶ。横断面は楕円形を呈す。

35は2ヶの孔を穿ち、上方の孔と先端を結ぶ二孔上溝タイプで、上方の孔は中央よりやや上部

に、下方の孔は基吉田こ近い部分に穿たれている。全面に加工痕を残し、溝は加工途中か楔痕跡

を残す。横断面は正円に近い。

IIb　基部が球形を呈するタイプ、24、176がこれにあたる。24は一孔上溝タイプで、孔は中央よ

りやや上部にあり、溝は先端部と孔を結ぶ。孔の下部及び両側面に溝の製作途中と思われる刻

み痕が観察出来る事から、長軸に二条の溝が巡る可能性がある。基部は球形を成し、横断面は

楕円形を呈する。176は二孔無溝タイプで、中央よりやや下方に孔を穿ち、先端と中央よりやや

上方に貫く孔を穿つ。体面に加工痕を残す。基部は球形を成し横断面は円形やある。24、176は

共に滑石製で、SD－100からの出土である°

IIc　基部が平坦なタイプ、21－23、26、32、34、39がこれにあたる。21、22、34、39は一孔上溝タイ

プで、孔は中央部より下方に位置する。39の先端は丸みをもつが、他3点は平坦である。横断

面は、21、22が楕円形、34、39が正円に近い。34は全面に加工痕を残す。21、22、39が滑石製、34

が粘板岩で、共にSD一100からの出土である°23、26は二孔上溝タイプである。23の孔は中央部

と、それより1．5cm下方に穿たれ、上端部は平坦、横断面は楕円形を呈する。全体に丁寧な研磨

が施されている。26の孔は、上方が先端より1／4、下方が基部より1／4の位置にあり、下方が上

方の約2倍の大きさをもつ°側面は丁寧な研磨が施され、緩．やかに内湾している。横断面は隅

丸方形を呈す。32は1／2の欠損により、孔と先端を結ぶ溝は、確認出来るものの、孔より下部の

溝は不明である。孔は基部より約1／4上方に位置し、孔を結ぶ短軸溝が巡る。先端は平坦であ

る。

III類

IIIa　胴の張りが大きい紡錘形で29、30、31、36、37、38、40、43、58がこれにあたる。30、38、40は長軸

に一条の溝が全周する無孔一溝タイプである。30は粘板岩製で、横断面は円形を呈する。38は

滑石製で、横断面は正円に近い。40は中形で滑石製。横断面は隅丸三角形を呈する°共にSD－

100からの出土である。37、43は中央に孔を穿ち、長軸に一条の溝が全周する一孔一溝タイプで、
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横断面は正円に近い。共に滑石製。37がSD－100、43がPit－252からの出土である。29は長軸に

一条、短軸に一条の溝を巡らす十字溝タイプで、短軸の溝は浅く、長軸と交差しない事から、

．製作の途中と思われる。滑石製で、横断面は楕円形を呈する。31は無孔一溝タイプに、短軸の

上下に二条の溝を付加するタイプで、横断面は正円を呈する。滑石製でSD－100からの出土であ

る。36、58は未製品である。共に滑石製で36がSD－100、58がPit－253からの出土である。

IIIb　細形の紡錘形で、28、41、42、183がこれにあたる。28は長軸と短軸に一条づつの溝を巡らす

十字溝タイプで、横断面は正円を呈する。上下端部は平坦であり、丁寧に研磨されている。滑

石製で、SD－100からの出土である。41は1／4の残存で、長軸に一条の溝が確認出来る。Pit－26

の出土である°　42は無孔一溝タイプで、製作途中である。滑石製でPit－93からの出土である°

183は無孔一溝タイプで、全体に多量の酸化鉄が付着する。基部は平坦を成し、横断面は正円で

ある。滑石製でPit－226からの出土である。

ⅠⅤ類15、16がこれにあたり、円形で片側に挟人をもち、断面は扁平を呈する。共に滑石製でSD－

100からの出土である。2点とも未製品である。

Ⅴ類　44がこれにあたり一部を欠損する。長軸に幅広の溝を一条巡らし、短軸にほぼ等間隔で、

六条の浅い溝を巡らす。横断面は隅丸方形を呈す。滑石製でSD－01からの出土である。119、120

は全体に面取り加工を行った未製品で、石材は滑石を使用する。120は火を受けた痕跡を残す。

紡錘車（第47図　PL．39）

17点出土の内、16点を図示した。完形品が9点で他は未製品である。

1大型の紡錘車で、形態は正円に近く直径が7・1cmを計る。孔はほぼ中心にあり、孔の径は0．

9cmを計る。穿孔は両面からなる°縁のやや内側に、コンパス状の工具で描いたと思われる圏線

をもつ。研磨は全面に及び、その方向は不明。全面に酸化鉄付着。

2　直径は5cmを計り正円に近い形態をもつ紡錘車で、全面に研磨を施す。穿孔は一方向から

で、孔の径は0．6cmを計る。

3　直径は4・3cmを計り、孔は中心に穿たれる。穿孔は一方向からで、孔の径は0．5cmを計る。

全面に研磨を施す。方向は不明である。

4　直径は4．4cmを計り、孔は中心に穿たれる。穿孔は一方向からで、径は0・7cmを計る。全面

に三方向からの研磨を施す。

5　直径は4・3cmを計り、孔は中心よりやや下にずれる。孔は一方向から穿たれ、その径は0．5

cmを計る。研磨は全面に及び方向は不明。

6　直径は4．35cmを計る。穿孔は中心よりやや上方にずれ、中心部は、僅かなふくらみをもつ°

穿孔は一方向からなる。研磨は全面に及び方向は三方向からなる。

7　直径4．45cmを計る。穿孔は中心よりやや上方にずれ、一方向から穿たれる°　穿孔径は、0．
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7cmを計り研磨は全面に及ぶ。片面の剥離が著しい。

8　一部を欠損する。直径は4．95cmを計り、穿孔は中心に有する。穿孔径は0．6cmを計り、穿孔

方向は一方向°研磨は全面に及ぶ。

9　直径は4．55cmを計り、穿孔は中心に位置する。穿孔径は0．7cmを計り、一方向から穿たれ

る。全面に丁寧な研磨を施す°方向は二方向。完成品は全て滑石製で、SD－100からの出土であ

る。形態は全て円形を呈する。

10、11、14は末製品で、研磨段階まで終えた、ほぼ完成に近い形である。
．

10　中心に孔を穿つ途中と思われる凹みを有する。

11表面の剥落は、研磨後．のものと思われる。

14　約1／3を欠損する．。3点共滑石製で、SD－100の出土である。

12、17、18は両面に研磨を施す。側辺は稜をもたず、研磨も行なわれない。3点共滑石製で、

SD－100からの出土である。

13　玄武岩製の紡錘車未製品で、SD－100からの出土である。

石皿（第48図　PL．41）

石皿は6点出土した。

148は玄武岩製で楕円形を呈し、側面は研磨を施す°上面は凹みをもたず平坦を成す。

146は玄武岩製で三角形を呈する石皿である。断面は長方形を呈し、表面は平坦である。

147は玄武岩製の石皿で、中央部は凹みをもつ。SD－100から出土である。

144は玄武岩製で中央部は僅な凹みをもつ。

82は花崗岩製の石皿で、SX－03からの出土である。両面の大きな凹みから、使用頻度が高かっ

た事が伺える。

145はSD－100からの出土で、凝灰岩製の石皿である。中央部は緩やかに凹んでいる°

磨石（第51、52図　PL．41）

多数出土した内、27点を図示した。

152－156、170は重さ10K以上で、片面に使用痕が観察出来る事から台石として使用されたものと

思われる。

125、126、141は約1．5－5．2Kの重さで、断面は楕円形を呈する。

124、131、132、137、139、142は楕円形の磨石で、中央及び両端部に使用痕が認められる。

130、133、136は棒状を呈し、136の両端は潰れた状態にあり、叩き石の代用としても、使用頻度

の高かった事が伺える。130の片面は凹凸を成す。

123、127、128、129、134は使用頻度の低い磨石で、凹凸面を有する。123は断面が薄く、形状は扁

平な円形である。127は全体に凹凸面をもつものの、先端は滑らかでこの部分だけは頻繁に使用
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されていたものと思われる。128は全面に敲打痕を残し、磨石として使用した痕跡は確認出来な

い。一部に酸化鉄付着。129は先端の一部を欠損する磨石で、中央が凹む事から、石皿的役目も

果たしていたものと考えられる。138、139は円形に近い形の磨石で、全体が滑らかである。135

は両端に使用頻度の高い潰れ痕を残し、側辺に僅かな凹みをもつ。石錘に転用しようとした意

図が伺える。151は玄武岩製の磨石で全体に緩やかな稜をもつ。断面は厚くその形態から、石斧

製作中の失敗品の転用とも考えられる。

140は滑石の円礫で全体に凹凸をもつ。石錘の未製品の可能性がある。

叩き石（打器）（第40図　PL・40）

96、97は全面に敲打面を残す完形の叩き石である。97の基部は球形を呈し、両端に打撃痕が観
／フ

察出来る。103は基部を欠損する叩き石で全面に敲打時の凹みをもつ。先端部は使用痕が観察で

きる。3点共玄武岩製で、SD－100からの出土である。

石核（第52図　PL．41）

149は裏面が節理面で剥落した状態である。これは、側面調整のための剥離が、節理面に附会

したために生じたものである。打面は平坦打面で周辺部を上からと側面からの加撃によって剥

取している。玄武岩製でSE－01から出土した。

150は敲打段階まで進んだ製品を半割し、その後で、上からと側面から剥片を剥取している。SE－

01で石材は玄武岩である。

砥石（第49、53図　PL．40、41）

砥石は27点を出土した。様々な形態や石材の相違、又大きさによって幾つかに区分出来るが、

ここでは、荒砥ぎ用と仕上げ砥ぎ用の2種類に区分を行った。荒砥ぎ用としての石材は、砂岩、

玄武岩等が多い。仕上げ用としての石材は凝灰岩が主流をしめる。

荒砥ぎ用　69－71、74－80、84、88－92、94、174、178、179があげられる。

69は四辺形を呈し全面を使用。上面は鋭利な物を砥いだ痕跡を残す。70、71、74、77は4両を使用

している。凹みが大きく、使用頻度の高かった事が伺える。75、76、78、79は大型で、断面は方形

を呈する。75、76、78は両面を砥石面とする。79は片面砥石面で中央部に段をもつ。鋳型の再利

用である。80は断面が隅丸方形で両面を砥石面とする。84は断面は薄く片面を砥石面とする。

表面に火を受けた痕跡を残す。88、89は小型の砥石で、88は両面を砥石面とし、片面に稜をも

つ。89は変形の四辺形で、全面を砥石面とする。90は両面が砥石面で、大きな凹みから使用頻

度の高い事が伺える。91は楕円形の形状で、片面を使用、92、94は玄武岩製で一面を使用。174

は断面が方形を呈し、3面を砥石面とする。178、179は玄武岩製の砥石で、178は1両を、179は

全面を砥石として使用する。

仕上げ砥ぎ用として72、73、81、85－87、93の7点があげられる。
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72は凝灰岩製の砥石で半割されている°砥石面は3両で、滑らかで木目が細かく光沢をおびる

事から使用頻度の高い事が伺える。側面の先端に、赤色顔料が付着している。

73は全面を砥石面とする凝灰岩製の砥石で、両端部を欠損する°側面及び欠損部に酸化鉄が付

着する。

81は仕上げ砥ぎ用としては大型で、断面は鋭角をもつ方形で、細長い形状を呈する。凝灰岩製

の砥石で、4両を砥石面とし、滑らかである°使用頻度はかなり高い。

85は小型で細長い形状を呈する粘板岩製の砥石で2両を砥石面とする。片面は横方向への使用

痕が認められる。

86は断面が、方形を呈する小型の凝灰岩製砥石である。4面を使用。

87は2面を砥石面とする°小型の粘板岩製砥石で、上面の左角に親指大の凹みをもつ。又下面

右角にも僅かな凹みが観察出来る°　凹み付近は、あばた状に凹凸を成す事から、意図的に敲打

具により加工を加えたものと思われる°

93は凝灰岩製の砥石で、72と同様に半割されている°　断面は台形を呈し、砥石面は5両に及ん

でいたと思われるが、上面は剥取されている。側面に酸化鉄が付着する。86はPit396、他はSD－

100からの出土である°
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遺脚 番号 器 ：踵

法　 皇 （。m）

形　 式 重　 量 k ） 石　 質 残 存 状 況 出 土 遺 構 F ig． P L・ 備　　　 考

長 ’幅 　 厚

840 7 1 0 0 0 1 紡 錘 車 7．2 1．1 1 8 滑　 石 0 ．7（血 SD －10 0 4 7 3 9
票 豊 吉2 品 言 霊 禁 讐 謂 温 ，円

研 磨 ：方 向 は 不 明

100 02 〝 5．0 ． 0・5 2 8 〝 穿孔 径 0．6。m 4 7 3 9
穿 孔 は 1 方 向

全 面 に 研 磨 宥

100 0 3 〝 4．3 ．0．6 2 2． ／／ 0．b 4 7 3 9
穿 1 Lは 1 方 向

10 0 0 4 〝 4．4 0．4 1 0 9 〝 0．9（Ⅶ 47 3 9
ナ．石 穿 孔 は 1 方 向

全 面 に 研 Ⅰ舞

100 0 5 〝 4．3 ． 0 ．45 16 ．5 〝 0・7。m －　 47 39

1 0 0 0 6 〃 4 ・35 0 ．55 15 ．5 〝 0．h S D －10 0 1 7 39

Ⅰ事さ が 異 な る

100 0 7 〃 ・4 ．45 0 ．6 2 4 ／／ 0．h
S D 1 1 0 0

S － 2
4 7 39

10 0 0 8 〝 4 ．95 0 ．や 30 ．5 〝
SD －10 0・

S －20 1包
47 39

10 0 0 9 〝 4 ・55 0 ．5 2 3．5 〝
SD － 10 0

S － 8
4 7 3 9

10 0 1 0 〝 5 ．05 0．85 4 9 〝 未 製 品 SD － 10 0 4 7 3 9

1 00 1 1 〝 5・35 1．05 5 6 〝 ／／

SD － 10 0

S －14 1包
47 3 9

1 00 1 2－ 〝 6．8 6 ．1 1．55 1 0 8．5 〝 〝 SD － 10 0 4 7 3 9

1 00 1 3 〝 4．6 4 ・1 0．7 1 09 玄 武岩 ／／

5 区 SD － 10 0

1 包
47 3 9

1 0 0 14 〃 4．2 5 ．1 0・75 2 3．5 滑　 石 〝 SD － 10 0 47 3 9

1 0 0 15 石　 鐘 5．3 4 ．5 1．6 Ⅳ 44 ／／ 〝 〟 44 3 9

1 0 0 16 〝 7．2 6 ．9 1．3 Ⅳ 10 8．5 〃 ／／ 〝 44 3 9

1 0 0 17 紡 錘 車 5．9 6 ．7 1．0 6 4 〃 〝 〟 47 3 9

1 0 0 18 ／／ 6．1 5 ．7 1・7 －　91．5 〝 〝 〃 47 3 9

1 0 0 19 石　 鐘 9．9 －4．3 2．7 I I a 2 2 3 〃 穿孔 径 0．7血 〃 46 3 7

1 0 0 2 0 ／／ 8．4 3．8 2．9 n a 1 3 3 〝 〝　　 0．6。m 〃 46 3 7
底 書βは 凸 レ ン ズ状

100 2 1 〝 6・8 3．8 3．4 ⅡC 1 3 2 〃 〝　　 0．6。恥 ／／ 46 3 7 基 部 は 平 土星

10の 2 〟 6．3 3．9 3．1 II c 1 0 9 〃 〃　　 0．6。恥 〃 46 3 7 平 底 ・ 横 断 面 は楕 円

100 2 3 ／／ 7 ．0 4．1 3．3 －ⅡC 1 2 1 〝 〝　　 0・5。恥 〝 46 3 7
底 1拓は 凸 レ ン ズ状

100 2 4 〃 10 ．0 5・－1 4・4 H b 3 1 8 〃 〃　　 0．7。恥 〝 45 3 7

／

10 0 2 5 〃 7 ．2 3．4 3 ．2 II a 1 0 3 〝 〃　　 3．2c m 〝 45 3 7

10 0 2 6 ／／ 8 ．7 2．9 2 ．0 II c 7 3 粘板 岩
／／　 ① 0．3。m

⑳ ．7。血
〝 46 3 7

10 0 2 7 ／／ 8 ．2 2．6 1 ．8 II a 駈 ／／ 〝　　 0．4c m 〝 44 3 7

10 0 2 8 〝 8 ．3 m b 2 9 〝 中 央径 1・7cm ／／ 44 3 7

10 0 2 9 ／／ 5．4 2．6 1．8 m a 3 6 ／／ 〝 44 3 7

1 00 3 0 〝 4．9 2．2 1．9 Ⅲa 2 5 〝 ／／ 44 3 6

1 0 03 1 ／／ 4．4 1 ．7 m a 15 滑　 石 〝 44 3 6

1 0 03 2 〝 7．5 推 3 ．1 推2 ．9 I Ic 52 ／／ 穿 孔 径0 ．6。m 〝 44 3 7

1 0 03 3 ／／ 5．8 2 ．8 1・8 I Ia 3 5 〝

〝　 伽 ．h

釦 ．50m 〝 44 3 6
横 断 面 は楕 円 形

1003 4 〝 6．0 3 ．5 I Ic 7 7 粘 板 岩 ／／ ・0．5① 〃 46 3 7

1 0 0 35 ／／ 7．5 4 ・3 3．9 I Ia 1 7 1 滑　 石
〝　 ⑳ 16。m

⑳ ）．7m
／／ 45 3 6

1 0 0 36 ／／ 10．0 3 ．4 2．7 m a 1 1 4 1／ 未製 品 〃 45 3 8

I。037 〃 6．9 2．55 2．2 m a 5 0 〃
〝

S －12
4 4 3 7 －

10 0 38 ／／ 4．9 2 ．3 2．4 m a 3 5 〃
5 区SD －IO O

l 包
44 3 6

1 0 0 39 〃 5．0 4．2 4．0 II c 1 1 7 〃
S D －10 0

S －19 1 包
遠5 3 7

1 0 0 4 0 〝 9．15 3．7 2．7 m a 1 1 4 〝 44

10 0 4 1 〃 3．25 1．15 0．9 m b 4 ．5 ／／ pit－26 4 4 3 6

10 0 4 2 〃 5．1 1・5 1．2 Ⅲも ． 14 〝 由 一93 4 4 36

10 0 4 3 ／／ 5 ．05 2．3 2 一0 Ⅲa 3 7 ／／ pit－25 2 4 4 　 36

10 0 4 4 〝 12 ．5 4．8 2 ．35 Ⅴ 19 7 〝 S D －01 4 2 3 7

10 0 4 5 ／／ 10 ．5 1 2．3 I a 2 32 0 ／／ SD － 10 0 4 2 39

10 0 4 6 ／／ 16 ．2 1 1・5 7 ．8 I C 1 07 0 不純 物 の 多い 滑 石 ／／ 43 ．39

10 0 4 7 〝 11 ．0 5．9 I b 4 70 滑　 石 〃 42

10 0 4 8 l／ 10 11 1 0・5 I a 7 40 〝 ／土 42　 －

100 4 9　　 ／／ 12 ．8 5．9 4．g 4 8 0 ／／ 未 製 品 ／／ 45

Tab．7　出土石器一覧表－1
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遺物登 録書号 器　 種

法　 t （伽）

形　 式 1 1 （g） 石　 質 残 存 状 況 出 土 遺 檎 Fig． PL． 偉　　　 考

長 疇 厚

840 7 1 00 5 0 石　 鐘 10 ．65 5 ．25 3・3 3 10 滑　 石 未 製 品 S K －01

1 00 5 1 ／／ 10．5 14 ．25 4．0 I c 1 0朗 汁　 石 SD － lO O 4 3 39

1 0 05 2 ／l 10 ．7 14 ．55 3．9 I c 6 10 滑　 石 未 製 品 ／／ ／／

100 53 ／／ 11．35 5 ・4 2．4 I c 2 5 0 汁　 石 約 4 ／／ ／／

100 54 ／／ 13 ．4 6・3 I c 1 9 4 0 〃 〃 〝 39

1 0 0 55 ／／ 16．25 5．8 1 9 3 5 ／／ ／／ ／／ 39 大 型

10 0 56 ／／ 11．3 7．5 I b 1 2 0 0 ／／ ／／ 42 3 9 S － 3

10 0 5 7 〃 10．7 11 ．1 I a 16伽 ／／ 1／ 〝 39 S － 6

10 0 5 8 〝 3－3 1・5 l ・3 Ⅲa 1 0 〝 未製 品 Pit－25 3 3 6

10 0 5 9－ 石庖 丁 4．8 6．5 0 ．6 3 5 〝 SD － 10 0 4 1 3 8

10 0 6 0 〝 4．8 8・45 0 ．6 47 ．5 ／／ 完 形晶 ／l 〃 ／／
尭 成 晶

100 6 1 ／／ 6－1 9 －4 0 15 52 ．5 凝灰 岩 SD － 10 0 1 包 〝 〝

100 6 2 〝 4．1 1 0 ．9 0・75 4 5．5 安 山岩 完 形 晶 SD － 10 0 〃 ／／

100 6 3 ／／ 4 ．95 7 ．6 0．6 6 1 棲 灰岩 ／／ ／／ 〝

100 6 4 ／／ 5 ．4 12 ．2 0．85 76
輝 緑

確 灰岩
SD － 帥 ／／ ／／

1006 5 石　 剣 8．75 4 ．0 1 05 4 3．5 結 晶 締岩 〟 38 3 6 6 6 と同 一 個 体

100 66 〟 10．3 5．35 1．5 1 0 3・5 ／／ p i土 25 3 3 8 ／／ ／／

100 67 石　 戈 10．3 4．5 1．5 1 7 9 0 変 成 岩 SD －10 0 3 8 〟

10 0 6 8 石　 剣 ， 11．1 4．5 1．7 9 2 東 署 S E －01 38 3 6

10 0 6 9 砥　 石 4・05 5．2 3 ．6 1 3 4 硬 質 砂 岩 S D －10 0 5 3 3 7

10 0 7 0 〃 5．0 5．5 2 ．6 1 1 0 ／／ 〝 53 ／／

10 0 7 1 ／／ 7．0 5．1 4－．4 2 2 0 〝 ／／ 53

10 0 7 2 〝 11．4 6．75 3 ．0 3 4 0
輝 線

凝 灰 岩
／／ 53 4 0

10 0 7 3 ／／ 5．8 3．8 1．5 4 0 粘 板 岩 ／／ 53

1 00 7 4 〝 9 ．．55 2・8 2．8 1 14 花 崗岩 ／／ 53 37
色 桝 ．淡 白 補 色

100 7 5 ／／ 19 ．8 1 0．8 －6．5 吉 武岩 ／／ 49 4 1 色 1両 ・明 灰 褐 色

1007 6 ／／ 17 ・3 15 ．65 4．2 2 8 45 硬 質砂 岩 ／／ ／／ 41

用 07 7 〝 5 ．65 5 ．5 3．1 1 2 2．5 〃 〝 53

1 0 07 8 ／／ 16 ．8 10 ．4 5．2 9 8 0 凝 灰 岩 ／／ －　 49

1 0 8 79 ／／ 14 ．6 1 1．7 3．75 7 0 0 花 崗 岩 半 割 ／／ ／／ 41 1樽型 を．転用 か

100 80 ／／ 10 ．6 8．2 5．9 5 4 5 閃 礫 石 〝 〝

100 8 1 〝 24・0 5．65 耳．87 7 9 5 凝 灰 岩 ／／ 〃 41

1 0 0 8 2 石　 皿 23．4 1 9．1 6．9 3 3 3 0 花 樹 岩 半 剖 SX －03 4 8

10 0 8 3 石　 斧 10．4 3．7 3 ．0 2 1 8 莫　 岩 SD －10 0 駕 37 柱 有夫1央入 片 刃 石 斧

100 8 4 砥　 石 12．4 1 1．9 3 ．95 8 1 5 砂　 岩 ／／ 49

10 0 8 5 〝
云・9

1 ．65 1．95 2 5 粘板 岩 ／／ 53 37 全 面 が 砥 石 面

100 8 6 〝 9．－1 2．8 1．5 －65 凝灰 岩 pit－ 39 6 l／ 38

10 0 8 7 ／／ 7．1 2 ．2 1．8 1 5（0 ／／
SD － 10 0 1 包 〝 5 ・区

100 8 8 〝 7 ・0 3 ．4 1．6 51 砂　 岩 SD － 100 ，／／

100 8 9 〝 5 ．0 2 ．8 2．0 26 ／／ pi t－ 5 〝

10 09 0 〟 8 ．7 10 ．15 4．0 3 25 ／／ SD －100 ／／

10 09 1 ／／ 9 ．1 7．05 2．－65 2 0 5 〝 ／／ ／／ 40

1 0 09 2 〃 11・6 9．1 8．0 1 1 2 0 玄 武 岩
／／

S －25
〝

10 0 93 〟 10 ．4 6．5 3・7 4 0 0 凝 灰 岩 〝 〃

100 94 〃 17．15ノ 14．03 8 ．85 3 6 0 0 玄 武 岩
・　 〝

． S 一一17

4 9 4 1

1 0 0 95 浮 子 3．7 2．5 2 ．45 8 軽　 石 半剖 ／／ 面 取 り を し て い る

100 9 6 打　 器 11．0 5・25 4 ．5、、， 410 玄武 岩 〟 40 4 0

10 0 9 7 〃 14・1 5．2 5 ．8 5 5 0 〝 〟 ／／ ／／ 両 先 端 都 に 打 撃 痕

100 9 8 石　 斧 10．4 6．6 1 ．7 19 5 〝 ／／ ／／ ／／

Tab・8　出土石器一覧表－2
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遺物登録 番号 器　 種

法　 皇 （°m）

形　 式 重　 圭 k ） 石　 質 残 存 状 況 出 土 遺 構 Fig ． PL ． 偉　　　 考

長 幅 ．厚

840 7 1㈱ 石　 斧 9 ．7 6．3 2．3 2 4 0 玄武 岩 SD － 10 0 4 0 4 0

l O l㈱ 〝 7 ・4 6．55 2．0 1 8 5 〝 〝 〝 〃

1010 1 〝 12 ．7 8．1 4．6 7 4 0 〝 〝 〝 39

1 0 10 2 〝 11．0 5．0 2 ．7 2 3 0 粘 板 岩 〝 〝 40 基 部 の － 1柿 を 欠 損

1010 3 打　 器 9．5 6．3 4 ．9 4 9 5 玄武 岩 〝 〟

1010 4 石　 斧 ・13．1 8．一 6 ．4 l Il O 〝 〝 39 3 9

1 0 1 05 〝 15．3 8．8 4 ．8 8 4 0 〝 ／／ 40 〝

10 1 06 〝 6．15 7．5 4 ．2 3 5 5 〝 〝 39 4 0

1 0 1 0 7 ／／ 14．6 9．2 6 ．2 1 14 0 〝 〝 40 3 9

1 0 1 0 8 〝 8．4 7．2 3 ・2 2恥 〃
〝

1 包
39 4 0

1 0 1 0 9 〝 8．8 6 ．45 － 2 ．9 3 15 〝 ／／ 〃 〝

101 1 0 〝 15・4 8 ．。5 5 ．5 1 13 0 〝 〝 〝 41

1 0 1 1 1 〝 12．1 5 ．9 1．4 1 3 7．5 粘板 岩 扁平 ／／ 40

1 0 1 1 2 〝 10．5 －　 8 ．0 4・6 6 10 玄武 岩 〝 39 3 9 使 用 渡 有

101 1 3 〝 10．05 7 ．45 3．9 － 465 〝
〝

S － 1
〝 40

1 0 1 1 4 〝 14．0 5 ．6 2．9 2 95 〝 〟 40 ／／

10 1 1 5 〃 13．7 8 ・1 6．1 1 3 00 〝 pit－12 1 7 3 9

10 1 1 6 ／／ 10．8 7 ．1 4．15 4 65 －　〝 S D －10 0 〝 40

10 1 1 7 石　 鐘 11．19 6 ．2 1．6 1 7 5 滑　 石 未 製品 〃 ／1

10 1 1 8 石　 斧 2．5 4 ．5 1．6 1 0 蛇 紋岩 －　 pit－59 3 8

10 1 1 9 石　 鐘 7．7 5 ．0 4．4 2 5 5 滑　 石 未 製 品 SD －10 0 4 0

10 1 2 0 〃 15．8 9 ．1 6．7 － 16 6 5 ／／
束 製 品

／／ 39 － 41

10 1 2 1 F la k e 1 4 ．65 7 14 2 0．5 2 8 0 安 山岩 〃

101 2 2 1 2．2 －　5 ．5 1．85 1 6 0 粘 板 岩 剥 片
〝

5 区 1包

10 1 2 3 ． 磨　 石 9 ．5 10 ．9 2．95 5 2 0 縁 泥 片岩 〝 51 4 1

10 1 2 4 〝 7 ・7 8 ．0 3．0 3 6 5 安 山 岩
／／

5 区 （包）
〝 〝

101 2 5 〃 14 ．3 1 5．75 6・7 2 4 5 5 閃礫 岩系 〝 〝 〝

1012 6 〝 11 ．9 1 4．7 5．5 15 6 0 玄 武 岩 〝 52 4 0

1 0 12 7 〝 8 ．5 1 1・0 3．7 5郎 閃礫 岩系 〝 〝 41

1 0 12 8 〝 9 ．0 1 0．5 4・5 6 5 0 閃 礫 岩 未製 品 ／／ 〝

1012 9 〝 8 ．6 1 2．35 5．2 9 3 0 1 閃礫 岩 〝 〝 41

1 0 13 0 〝 7 ．1 1 3．6 5一1 7 8 0 閃礫 岩 系 〝 〝 40

1 0 1 31 ／／ 9．95 1 3・2 5．2 1 12 0 玄武 岩 ／／ 51 〝

10 1 32 〝 8 ．0 1 1．3 5．2 6 5 0 玄武 岩 ／／ 〃 〝

101 33 ／／ 5 ．4 1 3．9 3 ．6 4 6 5 吉武 岩 〝 52 〝

10 1 34 ／／ 10 ．3 1 1．6 8 ．8 1 43 0 閃礫 岩 〝 5 1 4 1

1 0 1 35 〝 10・3 7．25 4 ．3 75 5 玄武 岩 pit－100 5 2 4 0

1 0 1 36 〝 8・9 1 2．0 6 ・65 1 73 5 花 崗岩 S E －01 〝 41

1 0 1 3 7 ／1 8．9 ． 6．2 3 ．2 2湘 蛇紋 岩 SD －10 0 〝 40

1 0 1 3 8 〝 6．0 7．2 4．95 3 05 閃礫 岩 〃 51 〝

10 1 3 9 〝 6．5 7．7 4 ．4 3 4 5 玄 武岩 〝 〝 〝

101 4 0 〝 6．3 5．3 4 ．0 1 7 9 滑　 石 〝 5寧 〝

10 1 4 1 〝 23．6 17．2 7．75 5 2 5 0 花 崗岩
S D －10 0

S －30 1 包
51 4 1

1 0 1 4 2 ／／ 7．9 ’8．7 3．9 4湘 玄 武岩 S D －20 〝 40

1 0 1 4 3 〟 10．9 12 ．3 5．4 1 1 4 0 花 崗岩 SD －10 0 〝 41

10 1 4 4 石　 皿 1 1 8．4 2 1．15 6．05 4 1 1 0 玄 武岩 〝 48 〝

10 1 4 5 〃 21．8 18 ．0 3．9 1 ．78 0 凝 灰 岩 ／／ 〝

101 4 6 〃 25 ．65 29 ．7 1 0．1 1 2 0 0 玄 武 岩 〝 〝 41

10 1 4 7 〝 15．1 15 ．2 6．0 2 4 1 0 玄武 岩 〝 〝 〃

Tab．9　出土石器一覧表－3

－89－



遺物 登録 書号 券　 種

法　 Ⅰ （伽 ）

形　 式 1 1 （g ） 石　 質 残 存 状 況 出 土 遺 構 Fig． P L － ・　　　 考
長 暢 厚

840 7 1 0 14 8 石　 皿 2 1．9 2 7 ．3 4．3 4 3 3 5 玄武 岩
SD － 10 0

S －．27
4 8 4 1

1 0 14 9 コ　 ア 12 ．7 13 ．15 8．3 2 0 4 0 玄武 岩 SE －01 5 2 ／／

10 15 0 〝 13 ．8 11 ．4 7．25 18 1 5 玄武 岩 SE －01 〃 ／／

10 1 5 1 8 ・l 1 0 ．9 6 ．3 1 0 6 0 玄 武 岩
S D －lO O

S － 2 2 1包
／／

10 1 5 2 3 5 ．6 2 2 ．8 1 3．65 1 6 2 5 0 花 榊 岩 ／／

S 1 2 6
5 0

10 1 5 3 3 3 ．5 2 8．1 7 ．3 1 2 2 5 0 滑　 石
／／

S －28
〃

10 1 5 4 2 5 ．8 2 1・5 1 1・95 1 0 5 0 0 閃 礫 岩 〝 〟

101 5 5 3 0 ．6 2 7 ．9 17 ．8 2 1 2 5 0 花 崗 岩 〝 〃

101 5 6 2 8 ．5 3 7 ．4 15 ．3 2 8 5 0 0 凝 灰 岩
〝

S －13
〃

10 1 5 7 石　 鍬 1 ．75 l・3 0 ・4 1・3 黒 輝 石 〝 駕 36

10 1 5 8 〝 4．2 2・0 0 ．4 2．9 黒 輝 石 〝 ／／ 〝

101 5 9 〝 3．2 1．8 0 ．4 3．0 サ ヌカ イ ト 〝 ／／ ／／

101 6 0 〝 1．6 1．5 0 ．3 1．5 サ ヌカ イ ト 〝 ／／ ／／

101 6 1 ／／ 1．9 1．7 0 ．4 1．5 黒 曜 石
〝 〝 ／／

101 6 2 SC r a p e r 6．6 9．2 1．45 1 1 0 玄 武 岩 ／／ 41 4 0 榊 盤 打 面 ・ 檎 剥 ぎ

101 6 3 〝 6・8 8．3 1 ．1 8 0 サ ヌカ イ ト l／ 〝 38

10 1 6 4 〝 8．4 1 1．4 1 ・5 2 3 0 玄 武 岩
〝 〝 〃

101 6 5 〝 7．0 3．4 0 ．95 26 サ ヌカ イ ト
SD －10 0

5 区 1 包
〃

10 1 6 6 磨　 石 3．5 2．9 2 ．2 3 2 ． 花 崗 岩 p it－25 3

10 1 6 7 ／／ 4．5 2．5 2 ．3 39 安 山 岩 半 剖 〝

1。16 8 石包 丁 5．3 9．45 1 ．2 8 0．5 輝 線 凝灰 岩 未 製 品 SD －10 0 4 1 3 8

10 1 6 9 〝 5．25 6．7 0・8 3 6．5 安 山 岩 〝 ／／ ／／
研 磨 方 向 は 不 明

101 7 0 石　 皿 25．1 2 9一5 1 2・8 1坤 00 玄 武 岩
〝

S － 7
50

1 0 1 7 1 石　 斧 7・1 1 2．8 1．9 38 0 ／／ 未 製 品
5 区SI）－10 0

1 包

10 1 7 2 石鐘 ？ 12・2 7．5 1．5 30 0 5区 SD －10 0

1 0 1 7 3 紡錘 車 5．0 4．5 0．9 4 2 滑石 未 製品
SD －10 0

P－ 10 2 1 包

10 1 7 4 砥　 石 5．5 7．5 5．3 3 7 0 硬 貨砂 岩
3区 SD － 100

1 包
53

1 0 1 75 石包 丁 4・0 7．3 0．6 33 ．5 安 山岩
4 区 SD － 100

2 包
41

1 0 1 76 石　 鐘 8．5 5．2 4．7 II b 3 0 0 滑　 石 完 形 SD － 100 4 5

1 0 1 77 石　 斧 18．9 6 ・3 5．0 13 0 0 玄武 岩 SD 一 10 0 1 包 有主 状石 斧

101 78 砥　 石 21．1 7．5 5．0 9 7 0 〃 SD － 10 0 4 9

1 0 1 79 〟 12 ．0 7 ．4 7．3 9 3 0 〟 SD － 115 5 3 使 用 膿

10 1 80 ノ ンコ 3 ．7 3 ．5 0．9 1 5 5 滑　 石 完形
SB －65

p i t－ 126 3

1 0 18 1 紡 錘 車 4 一7 4 ．7 0－7 3 0 ．5 ／／ 未製 品 pit一組

10 18 2 ス ク レイ パー 3 一g 7 ．4 1．0 3 3 サ ヌ カイ ト pit－ 26 3 4 1

1 0 18 3 石　 崖 5 ．4 1 ．3 1．2 Ⅲb 1 3 ．5 滑　 石 pit－22 6 4 4

Tab．10　出土石器一覧表－4
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2）土　器

土器は、SD－50、100、200、Pitから多量に出土した。特にSD－100からは、弥生時代中期中葉

から弥生時代後期未までの土器が出土した。層序関係から中期中葉の土器は、第IX層から、中

期末は、第VII層から、後期末、それ以降の土器は、第III層から出土した。SD－50、200、Pit出土

の土器は、後記するとして、SD－100の甕形土器を中心に形式分類を行ない、壷形土器、鉢形土

器、高林、器台等は、それに準じた。またSD－100からの出土遺物の器種は、甕形土器、壷形土

器、鉢形土器、高林、器台、脚付壷、甕、手軽土器等の多種多様な遺物が出揃った感があり、

各器種ごとにヴァリエーションがある。数多く図示することを主眼としたが、遺物量からはと

うてい図示できないものもある。出土遺物の全体量から壷形土器、甕形土器、の順で高林、器

台も数多く出土した。各遺物の説明は観察表を作成したので各遺物の説明は省略する。

（1）SD1100出土の土器

SD1100から出土した甕形土器を中心に形式分類を行なった。特に中期中葉から後期初頭まで

を主に分類し、中期を5つに区分（須玖Ⅰ式〔古、中、新〕、須玖II式〔古、新〕に分け、前半

を3つに区分（古、中、新）した。

SD－100からの甕形土器は、須玖Ⅰの〔古〕はなく、〔中〕にあたるものが、わずか2点出土し

ているが図示できなかった。須玖Ⅰの〔新〕をⅠ類とし、このⅠ類をさらに、言綾部によりI

a，Ibに細分した。須玖II式の〔古〕をII類とし、口縁、胴部の張り等から3つに細分した。III

類は須玖II式の〔新〕とし、SD－100の中でも多量に出土したもので、中期末の時期をこれにあ

て、言綾部の相違から3つに細分した。

後期初頭もSD－100の中で最も多量に出土し一括資料としては良好な資料である。これをⅠⅤ類

として分類し、口縁、胴部から3つに細分できるが、III類と同様、IVaとする逆「L」字からT

字状、言縁端部が下がるIIaからの流れは認められない。一応、これをIVa類とした。このIIIa

類、IVa類がSD－100では確認できなかった。この点カi福岡平野とも糸島平野とも、土器のセッ

ト形態が異なりを示すものなのか、もしくは、SDー100丹塗り土器が80％をこすことが原田なの

かはさだかではないが、IIIa、IVa類が存在しないことは確実である。Ⅴ類は後期前半に位置付

けられる土器群である。このほか後期未の土器、古墳時代初頭の土器や、手捏土器等があるが、

これは形式分類には含まなかった。

甕形土器（第55図－62図）

甕形土器は大別してⅤ類、細別すると12に区分できる。

Ⅰ類は2つに区分できる。須玖Ⅰ式〔中〕逆「く」の字状言縁が「T」、「L」字状言縁へ変化するも

のと逆「く」の宇田縁がそのまま残るタイプとに区別した。

Ia類は口綾部が逆「L」字状を呈するものや、内唇がわずかに張り出し「T」の字言縁に近づ
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くタイプ（60、61、65、69、77、78、146、292、373、386）がある°

Ib類は「L」字状言縁に近いが内唇が内に入るもので、言縁部下に三角突帯を持つものと、

もたないものがあり、胴部は張らず内湾しながら言綾部に達するタイプ（62、64、66、294、295、

311、313、316、381、389、391、402）がある。

II類は須玖式II類の〔古〕式とし、3つに細分した。

Ia類は、言綾部が「T」字状と呈するが、外面口唇部が下がるタイプ（99、310）である°

IIb類は、口綾部逆「L」．「T」宇田縁の流れの中での内唇が下がるタイプ（70、98、291、293、

392、395、397）がある。

IIc類は、須玖II式の〔新〕まで含まれる可能性があるもので、「T」宇田綾部の内唇が内に下

り、わずかに張り出す形状を呈するタイプ（63、68、71、73、93、97、374、383、388、398、454）である。

III類は、2つに細分できる°須玖II式〔新〕に相当するもので、「T」宇田緑の口唇部がかな

り下がるタイプをIIIaとしたが、甕形土器にはなく壷形土器の中にある。

IIIb類は、口綾部が「く」の字形を呈し内唇がわずかに出る胴部の張りが大きく刷毛目調整も荒

いタイプ（67、289、302、303、306、394）がある。

IIIc類は、IIc類の範噂に入るものも含まれているので区別ができない。

ⅠⅤ類は、後期初頭に位置づけできるもので、言綾部が「く」の字状を呈し、内面に一段の稜

を持ち鹿部は、底面が平坦で胴部への立上りが外反気味に立上る。（72、82、213、305、308、371、

372、377、385、399）がある。

壷形土器（第63図－70、73－76、98図）

壷形土器は、器形により4つに区分する。

1式、如意形言縁を持ち、最大径は胴部上位から中位にあり、球形を呈する。胴部と頸部の境

に一条の沈線及び稜を持ち、言縁から頸部にかけて暗文を配し、丹塗りを行なっている。229、

364、365、370は甕形式のIII類の範噂に入るもので、366はⅠⅤ類の範噂に入る°

2式、言綾部が鋤先状を呈するものを2式とした°　言縁形態で、3つに区分した。

2式1類、言綾部が平坦であるもの（144、252、273、278、280、281、282、355、356、361）がある。

2式2類、言縁部の外唇が下がるタイプ（145、169、246、247、248、249、250、251、253、254、256、274、

284、352、353、354、358、362、407）がある。

2式3類、言綾部の内唇部が下がるタイプ（245、255、277、279、290、307、357、359、376、380、382、

404、457）がある。

3式、言綾部が逆「L」字状を呈するもの、朝顔状に開くものと直線的に立上るものを3式とし

言縁形態で4つに区分した。

3式1類、言綾部が逆「L」字状を呈し、胴部が球形であるタイプ（167、287、360）がある°
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第54図　今宿五郎江遺跡出土土器形式分類（縮尺不統一）
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3式2類、言綾部が逆「L」字状を呈するが、口唇部外側が下がり、より鋤先状を呈するもの

であるが1式とは頸部、胴部が異なるため3式とした（74）。

3式3類、朝顔状に開くタイプ（257、259、261、262、286、290、367、368、369、379、405、501）がある。

3式4類、言縁部の立上りが直線的に上るタイプ（455）がある。丹塗りが行なわれているものに

1武一2式1類、2式2類、3式1類、3式2類が全面及び外側に多く塗られる。

4式、袋状言縁の壷形土器を4式とし、6つに細分した。

4式1類、4式1類はまだ細分可能であるが、今回は頸部が長くしまりその間に2段から3段

のM字状突帯を配し、その突帯間に暗文を配する。言綾部は、頸部からやや外反しながら孤を

描き内傾Lをがらおさまる形状を呈するタイプ（215、458、459、460、461、462、463、465、473）であ

る。外面全面と内面の一部に丹塗りをほどこす。

4式2類、4式2類は頸部のしまりがなくM突帯及び三角突帯が一条巡り、言縁部の径も大き

くなる。（90、91、92、116、230、271、466）がこれにあたる。外面の全面及び一部に丹塗りを施す。

4式3類、4式3類は頸部が短くすぐ折り曲り、袋状を呈するタイプ（41、89、111、272、442、443、

522、524、575）である。丹塗りは頸部付近までである。

4式4類、4式4類は逆「く」の字を呈するが、折り曲る部分がまだ孤を描くタイプ（103、115、

119、412、464、467、474、475、476、477）である。丹塗りは頸部附近までしか行なわれていない°

4式5類、4式5類は4式4類とほぼ同形態を示すが折り曲り部分が鋭角になり、口緑端部が

やや外反するタイプ（113、114、115、117、120、242、244、411）がある。丹塗りはあるものと無いもの

とがある。

4式6類、4式5類の形態に類似するが、大きく異なる所は言綾部の折曲する部分が、斜め下

につまみ出された形状を示す。胴部から垂直に立上がり、大きく外反しながら折曲がり、言綾

部はやや内湾気味におさまるタイプで243の一点が、これにあたる。丹塗りは施されていない。

壷形土器を甕形土器の形式分類にあてはめると、1式は、III類の範噂に入るもの229、364、

365、370とⅠⅤ類に入る。336がある。

2式は由、甕形形式分類の1類に246が入り、II類に252、273、281、355、356が入る。III類に144、

278、280、282、361、363がある。

2式2類には、甕形土器分類のII類に247、248、250、251、355、362が入りIII類には145、169、253、

254、256、274、284、352、353、354、358、362、407がある。

2式3類にはⅠⅤ類の範噂と考えられるものに276、277、307、376、380、382がある。

3式1類では、II類に167、287が入り、III類には360がある。

3式2類では、III類に74がある。

3式3類では、III類の範噂に262、369、405が入る。IV類には、257、259、261、286、290、367、368、

－94－



369がある。Ⅴ類に501が入る。

3式4類では、455がⅠⅤ類の範噂と考えられるが、この土器はⅤ類の可能性もある。

4式1類は、Ⅰ、II類がなく、III類からで458、459、460、461、462、463、465、がこの範噂に入る。

ⅠⅤ類には215が入る。

4式2類には、ⅠⅤ類に91、230、271、466が入ると考えられる。Ⅴ類には92、116、230が範噂に入

るものであろう。

4式3類には、ⅠⅤ類に111、575が入り、Ⅴ類に41、89、272、443、522、524がある。

4式4類には、Ⅴ類だけで115、119、412、464、475、476、477がある。

4式5類にも、113、114、117、120、242、244、411がある。

4式6類は、Ⅴ類で243がこの範噂に入るものと考えられる。

鉢形土器（第77図－81図）

鉢形土器には、形状の点からみればたくさんのヴァリエーションがあり、甕形土器や壷形土

器に類似するもの等がある。今回鉢形土器としたのは、それらのものを一括して、口径が大き

く、器高が低いものを鉢形土器とした。

鉢形土器を言縁形態から甕形土器．壷形土器の形態分類に準じて説明する。

甕形土器Ia類に属する鉢110、95、173の3点で、口綾部が逆「L」字状を呈し、平坦面で水平

である。110は、内外面とも丹塗りを施す。口径26．4cmを測る。95は、内外面ともに丹塗りを施

し、口径19cmを測る。173も同様。

甕形土器Ib類に属する鉢（第77図）207の1点である。言綾部の内唇端がわずかにつまみ出さ

れ、言縁下には、一条の三角突帯を巡らす。内面にはへラ磨きを施した後に丹塗りを行なって

いる。外面の調整は、表面が剥落されているため明らかではないが、全面に丹塗りが行なわれ

ていた痕跡を持つ。口径32．4cmを測る。

甕形土器II類に属する鉢（第77図）II類には、75、209、400がある。言縁部が逆「L」字状を呈す

るもので、209、400が口縁部内唇が内側に入る形態を呈する。75は言綾部が平坦で口唇部端がや

や下がりぎみのもので、3点とも丹塗り土器である。口径は、75が18．6cm、209が28．8cm、400

が20・7cmを測る。

甕形土器III類に属する鉢（第79図、81図）III類には、甕状を呈するもの、79、81、127、168、179、

180、182、521を鉢型を呈する34、36、176、184、444、447がある。壷形土器状を呈する403もある。甕

形土器状を呈するものは、127のように言綾部が「く」字状を呈し、底癖は平底で、端部が立ち

上がり、一度外反しながら胴部中位まで達し、最大径の部分から内湾しながら口緑部に達する。

81は、胴の張りがなく、鹿部からやや外反しながら胴部中位まで達し、そこからやや内湾ぎみ

に言経書βに達する。
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壷状の形態に近いものとして403がある°鹿部は平底で、鹿部から大きく外反しながら胴部最

大径まで達し、そこから大きく孤を描くように言綾部まで達する。言綾部は、内湾してきたと

ころで端部を丸くおさめている。

本来鉢形土器と呼ばれているもので、鹿部がやや上底のものと平底のものがある。鹿部端部

の稜は面取りされている。鹿部から大きく外反しながら直線的に言綾部まで達する。口綾部は

大きく外反し、端部は丸くおさめている°外反する部分に稜を有する444、447がある。

甕形土器ⅠⅤ類に属する鉢（第78図、79図、81図）ⅠⅤ類に属する鉢形土器もIII類と同様に、甕形土

器状を呈するものは、80、85、87、122、124、143、208、342、470、519、529がある。形態は甕形土器の

形状と類似する°鹿部は、平底で、厚さは薄い。平坦面を持つものと波を打つものがある。鹿

部端部は、やや丸みを持つようになる。鹿部から延びる胴部は、外反しながら胴部最大径まで

達し、そこから内湾ぎみに頸部に至る。頸部で一度締り、大きく外反する「く」字言縁を呈し、

端部は、丸くおさめる。

壷形土器の形状を呈するものに、83、84、102、523、530がある。（第79図）甕形土器よりも胴部が

張り、器高も低い形状を呈する。鹿部は平底で、端部にやや丸みのもつものもある。鹿部から

大きく外反しながら胴部貴大径まで延び、そこから急激に内傾し、頸部に至る。頸部から大き

く外反して言綾部に達する「く」宇田縁を呈し、端部は丸くおさめる。

鉢形土器（第81図）には、39、100、105、106、184、264、266、314、345、438、439、445の12点を図示し

た。形態により2つに区分できる。105を代表とするもので、III類と同様の形態を持つタイプと

100、314に代表されるタイプ（鹿部が平坦で、鹿部から立上がりがやや外反しながら立上がり口

綾部まで達し、端部を丸くおさめる）に分かれる。甕形土器の胴部中位ぐらいから横に半割した

形状を呈する。

甕形土器Ⅴ類に属する鉢（第78図－80図）壷形土器に属するものに168がある。168の言縁部が

欠損しているところから鹿部による判断でⅤ類とした。鹿部は端部が丸みを持つ平底で鹿部と

胴部の境が明確につかない°鉢形土器、本来はIII類～ⅠⅤ類に属する時期かもしれない°鹿部は

平底で端部に稜を持ち、やや外反しながら頸部まで達し、そこでもう一度外反し、端部を丸く

おさめるタイプ、38、174、200がある。38、200には鹿部に穿孔が施してある。内外とも丹塗りの

痕跡を持つものと、ⅠⅤ類の100に代表された言縁部がほぼ垂直に近いものの流れをもつ263、343、

437、440がある。
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士宛形土器（第80図）

塊形土器と鉢形土器の区別が困難で、鉢形土器の中にも塊形土器と考えられるものも含まれ

ていたが、明確に区別できる資料を持ち合わせなかったので今回は、下記のものを成形土器と

して記載していく。また時期も大まかであるが、甕形土器の形式分類にしたがっていく。

甕形土器III類に属する塊形土器30、94、211がII類からIII類に属するものである。壷形土器を横

に半割した形状を呈し、内外面ともへラ磨きで丁寧に仕上げた後、丹を塗り、仕上げている。

甕形土器ⅠⅤ類に属する塊形土器　210、266、446、448の4点を図示した。III類との相違は、鹿部

から外反しながら立上がり、口綾部はそのままおさまる形状を呈する。

甕形土器Ⅴ類に属する塊形土器　35、104、126、151、152、263、265、343、437、440、444の11点を図

示した。鉢形土器の範噂に入るとも考えられるものとして104、263、343、437、440がある。魂とし

た形態は、鹿部が丸底は近くなるもので、265のように丸底もある。

高塀、脚台付壷・甕・鉢（第82図－84図）

高塀は、4類に大別できる°

Ⅰ類は、言綾部が鋤先状言縁を有し、平坦面を持つタイプ133、134、194がある。

II類は、Ⅰ類の形態に類似するが、言縁端部が下がるタイプで、132、135、410がある。

III類は、「く」の字状言縁か、もしくは、鋤先状言縁の口唇部がわずかに出るタイプで、116、

136、159、170、1172、181、201、408がある。　　　　　　　　　　　　　　　　／

ⅠⅤ類は、杯部中位に段を有するタイプで131、137－142、160、164、165、171、175、196、198、199、503

がある。

甕形土器形式分類に照らし合せてみると、Ⅰ類が甕のII類、II類が甕のIII類、III類がⅠⅤ類に

対比でき、IV類が甕のⅤ類およびそれ以降に対比できるものであるが、Ⅴ類、およびそれ以降

に関する分類は、再検討する必要がある。

脚台付壷・甕・鉢（第84図）

109、197が脚台付壷で甕形土器形式分類のⅤ類、およびそれ以降に属するもの、脚台付甕は

177、202、409で409が甕のⅠⅤ類、202、177がⅤ類に属する。

蓋付壷・蓋・器台（第85図－88図）

蓋付壷は、壷の分類と同じで、甕形土器形式分類のII類に属するタイプが86、471で、III類に

215、469、472、517、520、526、528である。ⅠⅤ類は、108、468である。蓋は、形態的に分類して2つ

に大別できる。

1．山形を呈し、小型壷の51、52、487、488、489、490、491、492、493、494がある。

2．大形の編笠を彷悌させる蓋で214、478、480－486がこれにあたる。

器台は、甕の分類に照らし合せると、Ⅰ類が112、II類が205、III類が31、45、48、49、203がこれ
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にあたり、IV類が08、33である。Ⅴ類及びそれ以降に属するものは、01－05、07、32、187、191

312、499、500がある。

鹿部（第92図－94図）

鹿部は、全体の形態からの判断ではなく形態的に区分するだけである。

甕の分類に照らし合せると、II類に319、322、340、453が考えられ、III類には192、315、317、321、

327、329、330、335、339がこれにあたる。ⅠⅤ類には320、326、328、332、334、338、346がある。

Ⅴ類及びそれ以降に323、324、325、331、335、336とそれ以降には、347、348、349がある。

手捏土器（第89図－91図）

手軽土器には、鉢、二晩、蓋、把手付杓、注言土器が多量に出土した。

（2）SD－50出土の土器

SD－50からは、甕、壷、鉢、塊、高塀、器台等が出土した。図示できる資料はあまりない

甕形土器（第96図）

423、424、426があるが、甕形土器形式分類で423がIIa類、424がIIIb類、426がIIc類に分類でき

る。甕形土器だけは中期未の時期におさまる感がある。

壷形土器（第96、97図）

壷形土器は53、237、417、418がある。417、418は鹿部のみであるため明確にはできないが、53は

4式2類に分類したもので甕形土器との組合せではⅠⅤ類の範噂に入るものであろう。237は4式

3類に分類したもので、Ⅴ類の範噂に入る。

鉢形土器（第96、97図）

甕、壷の形状に近いものもある。これらを甕形土器分類とに照らし合わせて分類するとII類

に42、III類に54、56、76、421、427、574ⅠⅤ類に241、534となる。鹿部では、II類に、414、III類に

418、419、IV類に55、413、415、417、420となる。

塊形土器も同様に分類するとⅠⅤ類に241、344V類に428、429、430、452とほぼ共伴関係にあるも

のと考えられる。高塀は脚部のみであるが、ほぼⅤ類に入り、器台も同様である。

これらのことからSD－50の時期は、一番新しい時期を考えるとⅤ類となり、弥生時代後期前半

から中葉と考えられる°

（3）井戸．土壌．Pitの出土遺物

SE－01からは、壷形土器の完形品を含め甕・鉢．魂・器台等が出土した。土器形式分類から

みると甕形土器のIIa類からⅤ類まで含まれている。ただⅤ類、およびそれ以降の土器は、上面

からの出土である。SE－01の一括資料は、235、238、239、297を除く遺物である。

壷形土器（第98図　232、233、350、351）

232は、口綾部を欠損するが頸部端に「M」字状突帯を一条巡らし、その上部に暗文を配する
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タイプで、丹塗り土器である。233は胴部が長胴となり貴大径が下位にある。その部分に2条の

Mの突帯を巡らし、胴部中位にも一条の突帯を巡らす。その間に暗文を配する。言綾部・鹿部

は欠損するが、器形的にくずれ甕形土器IVcに位置づけられるものであろう。350、351は完形品

で出土した。両方とも同じ形状を呈する。しいて相違を上げれば、351の方が言綾部がやや長く

胴部のしまりがある。甕形土器のIIIaタイプに属するものである。

甕形土器（第99図118、231、236）

118は言綾部が内傾するくの字口縁で胴部が張るIIIcタイプである。231はTの字言縁を呈し胴

部の張りがないIIのタイプ、236は口綾部がTの宇田縁で口唇端が内傾するIIICで全面に丁寧な

刷毛目調整後、丹を塗っている。297はくの字言縁であまり胴の張らないⅤⅠタイプで、言縁端部

の作りも丁寧な仕上げである。341は鉢形土器．全面に丹を塗る。言綾部が内に入るタイプのも

ので仕上げは丁寧である。234は器台である。端部が外に開くタイプ234、239と内側におさまる

タイプ238、235がある。

SD－200出土の土器（第95図、102図）

SD－200からは、土師器（552、553）甑の把手（561）と青白磁（555、556、562－564）と瓦（567－572）

が出土した。

瓦は567、568、570は格子目文の平瓦で、表面は布目を残す。571、572は、方形と斜格子を組合

せた平瓦である。569は丸瓦で格子目文を施す。

青白磁は、556が玉縁の言綾部の白磁、557が白磁の皿である。他の554、555、562－564は青磁

片である。562の内面に「金玉満堂」の銘がある。ほとんど瀧泉系青磁である。

土師器は、552が内面を研磨した内黒土器で、553は黒色土器である。

投弾、土錘、土玉、ガラス玉、これらはSD－100Pit2017からの出土である。投弾はこの1点

だけしか出土しなかった。土錘の内20005はSD－100、573はPit2017から出土している。両方とも

赤色含量が附着している。20005は小形で上端部が欠損する。573は完形品。

土玉566は、ほぼ球形を呈し、表面に赤色顔料がわずかに附着している程度で何の造作もな

い。ガラス玉2点（20006、20007）は第1包含層（後期初類、第Ⅴ層を示す）より出土したものでラ

イトブルーを呈する。

鉄金宰（第95図）・鉄製環状耳飾

20003は北台地のSD－45より出土。20004はPit2052より出土した。鉄製環状耳飾（用途不明の

ため一応この名称を使用）は北台地のPit2053より出土したもので、耳飾のように一方だけが聞

き、断面は薄い。表裏面ともに唐草の文様を彫り刻み半浮き彫りに仕上げている。

Pit内出土遺物

Pit内より土器．石器等が掘り方内、柱痕内から出土した。南台地（第100図）と北台地（第101図）

－99－



の代表的なものを図示した。他にも多量に出土したが、図化に耐える遺物は少ない°　それぞれ

掘立柱建物に関係するものを図示した°

南台地のPit内出土遺物（第100図）

218はPit325より出土した鉢形土器で甕形土器分類のIII類の範噂に入る。535はPit298から出土

した甕形土器の鹿部であるが、これもIII類に入る。533はPit1126から出土した鹿部でⅠⅤ類であろ

う。220はPit256より出土した蓋形土器である°539はPitl126から出土した甕形土器で533と同一

個体を考えられるが接点はない。分類でもⅠⅤ類に属する形態である。228はPit457から出土した

甕形土器でⅤ類か、それ以降の時期と考えられる。Pit161から出土した遺物は540である。脚台

付の鉢形土器でⅤ類に属する。

このように南台地からは弥生時代の遺物が主で、その時期も弥生時代中期から後期にかけて

のものであった°

北台地のPit内出土遺物（第101図）

北台地からのPit内出土遺物は、Pitl156、2008、2052の内547、2017を除くと殆どが、11世紀から

13世紀にかけての遺物である。

Pit2016の543は鹿部に板目圧痕が残る土師器である。底径9・0cmを測る。Pitl184の542は、口

径11．0cm、底径8．0cmで内面にススが附着している。Pit2005出土の221は、口径7．9cm、底径6．5

cmの糸切り皿。Pit2008の223は、口径8．2cm、底径6．5cmの糸切り皿、Pit2009の222も221と同様

の口径、底径を測る糸切り皿である。Pit2052からは、225、544、545の3点が出土した。225は口

径12．5cm、底径8cmの大型である。545も同じく大型の糸切り皿で、底径が9．6cmを測る。544

は、口径8．3cm、底径6cmの糸切り皿°このほかにPit2058出土の226は、脚台付皿で口径が9．5cm

で丹塗りを施している。

青磁（546）、須恵器（547）も出土している。青磁は、Pit2039からの出土で瀧泉系の碗である。

須恵器は、Pit2652からの出土で、つまみ付きの蓋である。瓦質土器も出土した°Pit2002より219

の深鉢形の瓦質土器で、丸味を持つ「コ」の字状突帯を2条配し、その内側に「Ⅹ」字状連続文

を配する。口径36．0cmを測る。Pit2008からは、59の摺鉢状土器が出土した。口径31．8cmで丹塗

りを施す。

その他の遺構出土遺物（第95図、101図）

SK－01から糸切り皿の土師器（548、549）が出土している。548は底径8．8cmの大形で糸切りは、

停止で行なわれている。549は底径7．4cmで回転糸切りである。このほかに558の青磁皿が出土し

た。558は内面は猫描きのある小皿で口径、12cm、底径5．6cm、器高2．1cmを測る。

SD－01から433の碗が出土している。またSD－03から298の高塀の破片が出土し、SD－118

から559の白磁碗が、SD－119から560の青磁鹿部破片と鉄鐸が出土した°
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第55図　SD－100出土土器実測図－1（縮尺1／4）
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第56図　SD－100出土土器実測図－2（縮尺1／4）
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第57図　SD－100出土土器実測図－3（縮尺1／4）
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第58図　SD－100出土土器実測図－4（縮尺1／4）
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第59図　SD－100出土土器実測図－5（縮尺1／4）

－105－

00303



言11〒

／

．

l

－．

．

1

1

二＝二二二二－－

、、T

’－’

第60図　SD－100出土土器実測図－6（縮尺1／6）
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第61図　SD－100出土土器実測図－7（縮尺1／4）
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第62図　SD－100出土土器実測図－8（縮尺1／4）
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第63図　SD－100出土土器実測図－9（縮尺1／6）
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第64図　SD－100出土土器実測図－10（縮尺1／6）
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第65図　SD－100出土土器実測図－11（縮尺1／6）
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第66図　SD－100出土土器実測図－12（縮尺1／4）
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第67図　SD一100出土土器実測図－13（縮尺1／4）
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第68図　SD－160出土土器実測図－14（縮尺1／4）
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第69回　SD－100出土土器実測図－15（縮尺1／4）

－115－



一一一一一一lll－虐
00262

ヽ　　′

00279

0　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

L二一一ロ　ー　　－l　　一　一一　　　一」

第70図　SD－100出土土器実測図－16（縮尺1／4）
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第71図　SD－100出土土器実測図－17（縮尺1／4，1／6）
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第72図　SD－100出土土器実測図－18（縮尺1／4）
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第73図　SD－100出土土器実測図－19（縮尺1／4）
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第74図　SD－100出土土器実測図－20（縮尺1／4）
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第75図　SD－100出土土器実測図－21（縮尺1／4）
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第76図　SD－100出土土器実測図－22（縮尺1／4）
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第77図　SD－100出土土器実測図－23（縮尺1／4）
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第78図　SD－100出土土器実測図－24（縮尺1／4）

－124－



00523

0

‾＼

005191

00521－主1・．口11．1田』．一一一⇒

第79図　SD－100出土土器実測図－25（縮尺1／4）
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第80図　SD－100出土土器実測図－26（縮尺1／4）
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第81図　SD－100出土土器実測図－27（縮尺1／4）
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第82図　SD－100出土土器実測図－28（縮尺1／4）
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第83図　SD－100出土土器実測図－29（縮尺1／4）
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第84図　SD－100出土土器実測図－30（縮尺1／4）
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第85図　SD－100出土土器実測図－31（縮尺1／4）
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第86図　SD－100出土土器実測図－32（縮尺1／4）
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第87図　SD－100出土土器実測図－33（縮尺1／3）
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第88図　SD－100出土土器実測図－34（縮尺1／3）
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第89図　SD－100出土土器実測図－35（縮尺1／2）
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第90図　SD－100出土土器実測図－36（縮尺1／2）
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第91図　SDllO0出土土器実測図－37（縮尺1／2、1／3）
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第92図　SD－100出土土器実測図－38（縮尺1／4）
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第93図　SD－100出土土器実測図－39（縮尺1／4）
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第94図　SD－100出土土器実測図－40（縮尺1／4）
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第95図　SD－100、200Pit出土土器．鉄鐸・玉実測図（縮尺1／1、1／2）
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第96図　SD－50出土土器実測図－1（縮尺1／4）
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第98図　SE－01出土土器実測図－1（縮尺1／4）
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第99図　SE－01出土土器実測図－2（縮尺1／3，1／4）
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第100図　Pit内出土土器実測図－1（縮尺1／4）
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第101図　Pit内出土土器実測図－2（縮尺1／2，1／3，1／4，1／6）
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潮 l登録書号 蕃　 種

法　 量 （。血）

形　 式 色　 素 胎　 土 焼　 成 ■　　 甕 出土 遺 繍 R g P L． ・　　　 考

口　 径 底 径 蕃 高

糾07㈱ 01 蕃 台 8．1 1 0 ．5 9．8 Ⅴ 淡橙 色．灰 色 白色砂 粒 良 好 事手 の作 り

攫 りと しぼ り
SD － 1㈱ 朗周

2 〝 9－0 9 ．5 1 0．0 Ⅴ 淡橙 色．灰 色 白色砂 拉 〝
柵圧 と しぼ り

〝 〝

3 〝 8．0 9 ．8 1 0．3 Ⅴ
淡 井灰色　 淡

橙 色
白色 砂粒 〝 柵圧 後ナデ 〝 〝

4 〝 8．1 9 ．8 9．5 Ⅴ 漢 書灰色． 淡
橙 色

白色砂 粒 〝
外・ パケ薇

〝 〝

5 〝 6．3 9 ．7 9・9 Ⅴ 淡 橙色
白色 粒

赤禎 色粒
〝 〝 〝

6 ミニ チ ュ ア壷
5 ．1－

5 ．7
5．4

灰 色一波井 灰

色
白色 砂粒 〝 柵庄 ・ナ デ 〝 91臥

7 番 台 7 ．9 9．7 1 0．1 Ⅴ 洩責灰色

淡橙色
砂粒 ／l 芯・ を用 い紳圧 〝 郎 図

8 〝 10 ．0 1 0．3 1 4．4 Ⅳ 灰鶉色 白色小砂粒 〝 〝 〝 47

9 軋 製 小鉢 10 ．1 6．2 8．0
庚．色 一淡井

灰色
長石 ．石英． 白露母 〝

柏 濃圧に よる形成
〝 89回

10 〝 9 ・0 4．7 5．6 灰鶴色 長石 ．石英・ 白露母 〝 〝

11 〝 9 ．5 4．2 5 ．7 暗灰色 〝淡灰
鶴色 母 粉）

良 〟 89回

12 〝 8 ．3 5．0 8 ．0 土灰 白色
母 線）（多）

／l
デ 〝

13 〝 7 ・4 4．1 5 ・8 責灰色
－母）（多）

〝 〝 鮒 図

14 ／／ 7 ・2 3．5 4 ．3 灰補色
砂 粒（長石，石英， 書母

扮 ）（多）－
〝 〝 〝

15 〃 7 ．4 4 ．5 暗東灰 色 砂 粒（長石，石英・ 会養
母 ）（やや 多） 〟 〝

16 〝 5 ．8 1．4 4 ．1 淡責灰 色 4 、砂粒 （多少） 1 良 好 〝 89図

17 ・粗 製 浅 鉢 6 ・5 3．7 4 ．6

井灰色

（内底のみ）黒

灰色

〟
リ様の ナデ■甕

／／ 49

18 ／l 3．8 （如 ．712 井灰 一淡灰色 砂 粒（長石）（やや 多） 、良 手づ くね後外面 ナチ 〝 鮒 国

19 粗 製 小 鉢 2．8 （射 ，3＋2 井灰 色
や 争） 〝 内面板 状の小 口虞 〝 〃

20 〝 3．7 （亀03．6＋2
（内）農 灰色

（外 ）淡 責灰色 少）
〝 〝 ぬ 囲

21 〝 4．6 2．6 6 ・0 淡井灰 色
多〉

〝 〝 鮒 図

22 方 2．2 （杭 ．什 2 飯場 色 粉）（やや 多） 〝 〝

23
把 手 淡灰 鶴亀－淡

灰色 一部黒塩 母粉）
良 〝

24 杓 子形 土 製 品 淡責 灰色
砂粒 （長石，石 英・雲 母

粉）（多少 ）
良 好 〝 91図

全 長 10－4

柄 部 長7 ．3

25 〝 11．5 灰 一淡責灰色

入

良 〝 〝 49
身部 郎 ・1

番 幅 6．8

26 〃 9 ．1 乳灰 色 粉他）（多少）
良 好 〝 〃 49　 ′

身部 高4 ．1

器 幅 5．6

2 7 ／／ 8 ．4 暗灰 色
母粉）（多少）

良 〝 〝 49
身部 高3 ．8

器 幅 4・7

2 8
〃

（把 手部 分 ）

淡橙 色一波責

灰 色 （や や多）
良 好 ／1

29 虫
翌 8．6 4 ．4 8．7

茶 鴇色

一 部にス ス仲
井

2－ 3 －．大の砂粒 〝 指 ナチ・ナ チ 〝 47

3 0 碗 14．1 4 ．2 8．4 II一 m 明 鴇色
石粒， 婁母 11－ 指 ナデ ／／ 紬 図 48 丹塗 り

31 器 台 9．8 9 ．2 1 7．0 Ⅲ
上 下積赤褐 色

中央部暗鴇 色

3 －4 1．の石英粒

2 －3 1事の長石粒 雲母
ふつ う 〝 87図 47

3 2 〟 7．5 9 ．0 1 0．5 Ⅴ 廊 褐色
2 －3 ．1の石英粒

3 －4 、1の長石 拉雲母
／／

ナデ

指 圧癌
〝 綿 図

33 ／／ 8 ．3 9 ．6 1 0．0 Ⅳ
上端部暗褐 色

中央部明鶴 色
下端部赤袖 色

粒
雲母

〝
ナデ
指圧農 ／／ 〝

34 鉢 11 ．0 6 ．4 9．5 Ⅲ 暗褐色
雲母

1 －2 ．1大の 長石粒
良好

劇 毛 目 〝 81図

35 椀 15 ．3 6 ．9 6．5 Ⅴ 明鶴色
1 －2 11大の 長石粒
2 －3 一大の石 英粒

1雲母

〝 〝 帥 図

36 鉢 8 ．9 5 ．2 9．2 Ⅲ 明褐色
1 － 211大の 石英

精 製された粘 土使用
ふ つ う －〝 81回 丹 塗 り

37 手づ くね 土器 －6 ．7 2 ・8 7．0 暗褐色

一部黒鍵 有
良好 〝 湘 周

諏 鉢 19 ．5 6 ・2 1 3．1 Ⅲ

（釉 赤鴇色＋疇

鴇色（外）淡赤 穐

色＋唄補色

－2 ■1の長石 粒

婁 母

ふ つ う 〟 7錮 丹 塗 り

39 〝 11 ．5 4．6 7．2 Ⅳ
淡灰褐色

一部茶褐 色 1 － 2－の 長石拉
良 好 指ナチ． 欄毛 目

ナチ
〝 81団

40 手づ くね 土器 11 ．5 2．0 8．0 淡明褐 色 － 21・の長石 教
書母

良 指ナデ
〃

8画

41 1－翌 8 ．2 5．2 1 7．8 Ⅴ
赤褐色

鹿部． 黒褐色
長石粒

雲．母

良 好
スス付 着

〝 74図 丹 塗 り

42 鉢 1 1．3 5・7 11．0 II 暗褐色
雲母

〝
へ ラミかキ

P－ 23 ％ 図

43 手づ 〈ね 土器 8 ．0 4．0 4 ．8

（内）茶 褐色

（外）茶 褐 色

一淡明 鶴亀

－ 4・Ⅰの 長石粗
宴母

ふ つ う
ナチ

S D －10 0 鮒 図

44 ／／ 8 ．2 3・5 7 ．9 淡明補 色一節
丹塗 り療跡有 － 2鴨の 長石粒一

書母
〝 檜 オサエ後指ナ チ 〝 〝

45 器 台 9 ．7 1 2：8 18 ．0 Ⅲ
茶褐 色

中央部 明褐色

1－ 5．．の石英蝕．
／／

ナデ
〝 87図 ノ

46 手づ くね 土 器 8．1 4．1 6 ．1

（内）明鶴色一節

赤鶉色（外）赤褐

色．丹塗り
婁母

〝
指 オサエ・指 ナチ

〝 帥図

47 ／／ 8．2 2．8 5 ．9
（和 明櫓 色（外）

畦穐色上4 一部

明鴇色

0．5－ 2．1の石 英．

0・5－ 11■の長 石
良 好 〝 〝

48 器 台 10．0 1 1．8 14 ・4 －　㎡
赤茶 褐色．胴
部一 部 と上端

は 自鴇色
石英粒 〝

－ヽ
〝 87図

49 〝 9・6 1 0・9 15 ．6 Ⅲ
（内）灰褐色

（外）茶鴇色 0．1－ 5題．の 長石粒
〝 〝 〝 47

Tab・11出土土器一覧表－1
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遺鋤董卓 書号 器　 檀

法　 1 （Ⅷ）

形　 式 色　 － 胎　 土 焼　 成 ■　　 甕 出 土遺 ♯ F ig P L ・ ．　　　 考
口 径 底 径 捧 高

840 7㈱05 0 壷 の蓋 10．8 5 ・3
（外 ）明 某．色

（内〉明 ■色
0 ・1－ の吉美蝕
長石社及 び．母楓 入

良 好
ヲナ1′

SD －1（粕 鵬 の 丹 塗 り

51 〝 16．8 2 ．3 水嶋色 一部明

鶉色 多t
〝 ナナ 〝 〝 46 丹 迫 り

52 〝 8．8 2 ．6 自穐色 石 某社． 丘石粒・書 母 ／／ ／／ ／／

53 甕 9．3 1 6 Ⅳ
茶．色一 部鳥

漉有
長 石蝕．暮 母 〝

ナア
SD － 50 ％ 図 丹 塗 り

54 鉢 25．0 1 5．0 m
疇褐色・ 無権

色
・砂 粒 （長石，事 母） ／／ SD － 1㈱ 97図

55 ／／ 6．6 （残）10．9 Ⅳ （外）赤． 色
（内）補色 石其 ．長石一　事母 〝 〝 〝 内 面一 節丹 塗 り

56 － ／／ 22．7 1 7 ㎡
（外01 一色＋1
藤．色（内）1 躊

一色
石 英・長石拉 〝 ／／ 〝 丹 塗 り

57 手 づ くね 土 器 13・2 6・0

（外 ）娩 赤 補

色十淡灰 褐色

（内）疇穐 色
石救 ，雷母 〝 デ l／ 89図

弘 鉢 7．4 8．3
（外 ）疇 赤 褐

色＋鼻■ 色
（内）職権 色

・ 砂粒 2 － 3 ・．大の 石

英粒 ，．母
ふつ う SD － 1㈱ 97団l 4 7

5 9 摺針 状 31．8 （残）7．8 韻 褐色 1 －3 一 大の 石英粒 長

石粒
／／ 檎 ナチ．一 部欄毛 目 Pit－ 20 0 8 1 0 1図

60 甕 28．2 （機）13．1 I a
（外）茶鶴 色

（内）淡茶鶉 色
2－ 前後の石 を多1 良好 SD － 10 0 5 5図

61 〝 21．8 （残）13．3 I a 淡 茶褐色 ほほ均 一 〝 ／／ ／／

62 〝 27．1 （残）12．6 I b
（外0淡白某．色＋

1 1 色（農Ⅲ那
（内）振蘭 嶋

繍秒 （長石 ．石英） 〝 〝 駈 図

63 〝 26．8
（檀01 3・8

Ⅱe
（外）暗褐色

（内）淡赤鴇 色
細砂 （長石 ．石英） 〝

繍方 向のナ デ
〝 －　 認 図

64 〃 25．0 （残）9．0 I b
（外）赤縄色 十

鼻補 色

（内）赤褐色

細砂粒

2－ 3 ・1の石英． 長石
ふ つ う 〃 56 図 42

65 〃 （複）29．4 （残）16 ．9 I a （外）漁茶褐 色 3 －前 後の石 多1 良 好 〃 57図

66 〝 Ib
（外）淡茶鴇色

（内）淡赤褐色
2－前 後の石多Ⅰ 〝 〝 56区1 4 2

6 7 〃 Ⅲb （外）赤茶補色

（内）疇茶補色
2 － 3－ 前後の石 多t 〝 〟 55回 ／／

偽 〝 鱒C （外）暗茶穐色

（内）淡 茶褐色
2 －前後 の石多． ／／ ／／ 57図

69 〝 17 ．6 （残）11．7 I a
外様 一色＋点色
（ス幻 （即 決一

色＋1．色（柵
石英），婁母 〝

デ 〝 55回

70 〃 27 ・0 （残）16・6 Ⅱb
（外）赤．色（内）
外面よりも少し淡

い刺 帖

1－ 2 一大 の吉美 長石

粒多t 〝 〝 59回

71 〃 30 ．4 （残）15．1 II c 外 内 共 茶 鶴

亀十暗 褐色
石英・長石 ．婁母 〝 柵ナデ， 樅ナチ 〝 弱 国 46

7 2 〝 18 ．8 （残）13．7 Ⅳ
（外）暗 褐色＋

農袖色
（内）暗 鴇色

大の長石拉 多1
ふ つ う 横方向へ のナデ

〝 62図

73 〝 27・6 （残）10．0 ⅡC
（外）1．も（全休的

1色

細砂（石英，長石 ） 良好 柵ナデ， ナア 〝 58回

74 － 壷 31．1 6．2 2 5 ．5 Ⅲ
内外共 明鶴色

－淡補色
／／ 〝 67図 45

7 5 鉢 18．6 6．9 1 9・5 II b
（内）某1 色（外）茶

．色一明茶．色（外
慮）灰農色

金 雲母少1 〝
デ ／／ 77図 〃

76 ／／ 12．3 7．3 1 3．0 ㎡
内外共暗 灰補

色－暗茶 輯色
や や あ まい

押え） 97図

77 甕
29一2

（残）11．5 Ⅰ．a

内外共淡 鶴色

ロ繰一部淡 赤

鴇色
多量

良好 指ナチ
SD －lOO

P －11 7－ 1包 含 層
溺 図 42 言 縁土 面 に丹 塗 痕

78 〝 2 ・5 7．7 3 2．2 I a 納捕手一色（外）

榊 他－榊 色
や や あ まい

指押え

SD － lOO

P －12 3 1 包
57図 〝

79 一会
盟 催 ）14．8 （残）13．8 Ⅲ 内外 共 褐 色

一赤穐色 事母

良 好 SD － 100 7 9図 内 面一 部 こ丹 塗 り痕

80 鉢　 ． 惟 ）11一6 （残）9．3 Ⅳ 内外 共淡褐 色

婁母 多1
〝 （外）不明 （磨滅 ） ／／ ／／ 48

8 1 壷 （復01 4．4 1 2．4 Ⅲ 内外 共赤補 色

一淡 鶴色 婁母
〝 檎 ナチ ／／ 〝 内外 とも に丹 塗 り

82 甕 （枚）20．5 （残）8．7 Ⅳ
内外 共赤補色

－淡 褐色 多Ⅰ
〝 〝 62図 内外 とも一 部 に 丹塗 痕

83 ■け！荘 （復）11．2 （残）7．2 Ⅳ
（内）淡赤補色

（外）繰－外赤

袖色

〟 ナ チ（一 部磨 き） 〝 79図 言線 内 一外 面 丹 塗 り

84 〝 （復）10．4 （残）5．7 Ⅳ （内）淡褐色

口繰 一外
少1 〟 （内）へラ磨 き 〝 〝 言縁 内 一外 面丹 塗 り

85 鉢 （複）11．8 （残）8．7 Ⅳ
（柚 は 引出 周

鵬 旬

多1 （まれド 大枚 あ り） 〟 〝 〝
外面 鹿 部附 近 に 黒葱

内外 共 一触 こ丹 塗 り療

86 壷 （復）16．8 1・6－ Ⅱ
内 外 共 褐 色

一灰鴇 色 雲母 〝 ナ デ 1／ 85図
残存 執 こ約 3．玩Ⅶ離 して 2 ヶ 所穿 孔

（中心 径 4 mm）

87 鉢 （復010．8 12 ．2 Ⅳ 内外 共灰褐色

の金雲母 多1
／／ 〝 81図 48

邸 有．
笠 13 ・2 9 ．9 Ⅲ

（内）鶉色一機纂

補色（外）鴇色下
部灰一色黒色） 雲母が複 ■

〝 〃 7咽 ／／ ロ楓 全体 が不 整 形 ，外 面 2 ヶ所 景教

89 ／／ （復）16．6 （残）13．0 Ⅴ
（内）暗 鶴亀

（外 ）暗 茶褐色
雲母少Ⅰ

〝 ラ磨 き・檎ナ デ 〟 76図 45 外 面 に 丹塗 り

％ 〝 （復）15，2 （残）13．6 （内臓 鞘色（外）赤

榊 か 岡地
多t 〝 SD － 100　 2 包 73図 ． ／／ 外 面 に 丹塗 り

91 〝 （復）16・2 （残）23．6 Ⅳ
（内）褐 色

（外 ）褐 色一茶
袖色 雲 母多1

〟
へ ラナ デ）

S D －10 0 7 4図 外 面 丹 塗 り

92 〝 15．2 （残）10．6 †
内外 とも淡褐
色．外 面部淡

灰褐色
密 ／／ 〟 74図 － す5

9 3 甕 24．6 10・2 Ⅱ C
．（外）鴫補色＋農

．色（内）膜茶 鶴

亀

細 砂（石 英，長石 ） 〝 〟 弘図

94 碗 19・8－ 7・9 1 1．5 Ⅱ ～Ⅲ 淡褐色 〝 手法不 明 〟 80図 丹 塗 り痕 跡 有

95 鉢 19 6．8 1 3．4 I a 淡褐色 白雲母，長石 ・石英 ′／ 鹿部附近 ハケ 目療 ／／ 77図 内面 一部 丹 塗 り

96 ／／ Ⅳ
（外）疇鶴色（赤色

顔料）（郎 淡赤褐

色
は均 一 〝 〟 78図 47

9 7 甕 27．6 （残）ll・8 Ⅱc （外）淡補色十黒

一色（内）淡鶴亀 吉美 ）
ふつ う

〃 測 図

98 〝 2 ．6 1 2・2 Ⅱb
（外）淡赤鶴 色

（内）赤褐色 〝
日・棟ナ チ 〝 59図

Tab．12　出土土器一覧表－2
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遺 物登録番 号 蕗 棲

法　 皇 （。m）

形　 式　 ′ 色　 調 胎　 土 焼　 成　 － 調　　 整 出土 遺構 F ig P L ・ 備　　　 考

口 径 底 径 器 高

840 70 0 0 9 9 甕 27 ．6 （残）9．9 I Ia

（外 ）淡 茶 褐

色 ＋黒褐色

（内）淡茶褐 色
長石粒 ）を含む

ふつ う－
槍ナ デ，縦 ナデ

SD － lO O 56図
胴 部 と全 体 的 にス ス付 着

内面 一部 こも 黒粧 あ り

840 70 0 1 0 0 鉢 13 ．8 9．2 Ⅳ
淡 白褐色

外 面に果敢 あ
り

む （最大 3 －4 伽〉
良好 成 形手法不 明 ／／ 81図 表 面 剥 落

101 〃 11 ．5 6．7
淡 赤褐色内 面

色 顔料が付 着
赤色粒 を含む 〝 ナ デ，棺 オサエ ／／

言綾 部は 内 湾 気味 で 波打 つ ，不 整 形

102 db望 11．4 1 0．1 Ⅳ 淡 赤褐色
含む

／／ 〝 79図 内外 面 と も丹 塗 りの 痕跡 あ り

103 〃 8 ．2 1 0．4 Ⅴ

淡 白褐色

をおぴて いる

〝 〝 174図

10 4 鉢 14 ．2 8．8 1 V （外）淡赤褐 色
（内）淡 白褐色

雲母 少量含 む
／／ 〝 80図

10 5 〃 10．3 5－・8 Ⅳ
淡白褐色

／／ ナデ． ミガキ ／／ 81図 47
内外 面 と もわ ずか に 舟 が付 着 して い る

鹿部 は ほぼ 全 面 に煤 が つい て い る

106 手捏 ね 片 口鉢 13．5 8．7 Ⅳ
（外0枚磨け・色
－．自 1■色 （ム
ラオ・あ る〉
（内 ）淡 赤1■色

石 英 粒・ 白 色 粒（． 1
〝 ／／ ／／ 軋 軋 口緑 部 の凹 凸が め だつ ，厚 味 も ちが う

107 台付 壷 （残）7．9 Ⅴ
くすん だ淡赤

褐色
／／ ／／ 84図

10 8 有．笠 14．6 1 4 ．3 Ⅳ 淡赤褐 色
石 英粒 ・白 色 粒 （．0．

〃 〃 85図 外 面下 部 に赤 色顔 料

109 高 年 14 ・0 7．6 ＋α Ⅵ 淡赤褐 色
精 良

わずか含 む
／／ ／／ 84図

110 甕 26 ・4 18 ．5 I a

（内而）月コ．■部
丹有■り
（外甫）わーデか

精 良
／／ 〃 77図

11 1 』ま
！荘

7 ・8′
3．5－24

（推定）
Ⅳ

（外）時赤補色
1■薇 多い
（内）く－す一人．だ
Ⅰ天1．色

〝 〃 73図
言 綾部 と胴部 の 接合 不 可

外 面丹 塗 り口綾 部 に部 分的 に 丹 が付 着

112 器台 10 ．0 19 ．6 Ⅰ 一淡 灰掲色

む
／／ 〃

87由
内 面上 の 方 よ り下 の方 が赤 味 が つ よい

113 』，
翌 25 ．6 （残）7．1 ．Ⅴ

内外 とも淡褐

色
自雲母 を徹Ⅰ含む

やや あ ま い 〃 1 75図

11 4 ／／ 20 ．6 （残）7．1 Ⅴ 内外 とも淡赤

褐色 白雲母

良 好 枚ナ デ，ナデ 〃 ／／

115 ／／ 16 ．6 （残）8．5 Ⅴ 内外 とも淡茶
褐色

自！月母 多1：含む

／／ 〃 〝 内 外 と も磨 滅が 著 し い，一 部 に 丹塗 痕

116 〟 17 ．8 （残）31．6 Ⅳ － Ⅴ
（内 ）炎 褐　色
－．茶 ．．色
（外 ）茶 褐 色
－．音炎．■色 下の雲母 を微Ⅰ含 む

／／
サエ

〝

P．15 7 1 包
74図 45 顆 部 内面 一 外面 丹 塗 り

117 ／／ 20－．8 （残）11．5 Ⅴ
内外 とも褐色

一茶 褐色
〝

ナデ ？
〝 75図 全 体 的に 磨 滅が 著 し く砂 粒が 表 出す る

118 甕 （復）20 ．8 （残）6．4 I I b～ m b
（内）き炎鶴亀
（．1．・．－外 ）淡
．■色 ．明茶・■
色

〝 指ナ デ，横 ナデ SE －Ol 9姻

11 9 台璽 20 ．6 （残）8．5 Ⅴ
内外 とも淡褐

色 一明茶褐色
含む

〝 磨滅 が著 しく不明 SD － 10 0 75図 45

1 2 0 〝 23 ．8 （残）7．6 Ⅴ

（1′1）1炎 ．・　も
ー．音炎／爽・・色
（タ．－）1炎 ・■　色
－Ⅰ比 ．．色（1一書1駅 員1飢－ 1含む

／／ 〃 ／／ 〝 言綾 外面 一 触 こ黒 斑

121 手づ くね土 器 15 ．8 6 ．3 8．9 内外 とも明褐
色 ／l ／／ 89図 49

1 2 2 鉢 16 ．6 Ⅳ （外）淡茶褐色，
明橙 色 含む ／／ ナ デ・へ ラ 〃 78回 ・ 42 ． 赤色 顔料 が 残 る　 －

123 丸 底壷 （復）11．4 （復）1310
内外と　も明 n
茶．．色
■之面月■減青■分
一・、色

細砂 ふつ う ナ チ・表 面不明 〝

124 鉢 18．0 Ⅳ 内外と も淡茶

褐色 り胎 土か もろ い

良好 ナデ 〃 78図 42

12 5 手づ くね 土器 3．8 4 －8 8．8 茶褐色 （内外） ／／ P －10 7 1 包 91図 47

12 6 碗 11 ・0 4・0 7．6 Ⅴ 明茶褐色
英粒 ，長石粒， 雲母

〝
表面不明

指に よる横ナデ
SD － 10 0 8 0図 〝

12 7 ．，b
翌 15 ．p 8・2 1 4．9 　 m

（内外）淡白褐色

外面一部に黒亀

有

〃 ナデ，棟 ナデ 〝 79図 ／／

12 8 手づ くね 土器 （復）7．2 3・1

′

5・6
内ヶ，．とも1炎．■
色
外．11－・．書βカ・茶
事．色1 1天11色 微 1

〃 ／／ 90回

129 ／／ （複）5．8 4．3
内外 とも灰褐

色 ／／ ナチ 〃

130 〝 （復）710 3．7 6．7
内外 とも明褐

色
母 を微1

ナデ 〃 90図

13 1 高埠 （復）20．0 （残）19．7 Ⅴ

（杯 内外）・明集
落 確 認

を密
や や あ まい 〝 83図 46

1 32 ／／ 16 ・4 （残）10．5 Ⅲ
（内）明茶 褐色

一淡褐 色
（外）淡 鴇色 雲母

良 好
／

複ナ デ，－ラ磨 き
S D －10 0

P －10 6 1包
82図

133 ／／ （復）11．0 （残）6．5 II
内外 とも明茶

褐色 －褐色
多Ⅰ 〝 ナデ， へラ磨 き 〃 ／／

134 〃 （復）20．7 （残）7．7 II
内外 とも明茶

褐色 一鴇色
多1 〃

／
－ ラ磨 き ？ 〃 〝 丹 塗 り痕

135 ／／ （残）4．7 Ⅲ
（内 ）淡 褐 色

一波茶 褐色
（外）－灰褐色

多1 〝 磨滅 によ り不 明 〝 ／／

136 ／／ （復）13．4 （残）6．0 Ⅳ
内外 とも明茶

鴇色 一決褐色
1／ 不 明 〝 〃

137 〃 （復）29・0 慨 ）7．7 Ⅴ

（内）淡褐色

（外 ）茶 褐 色

一淡 茶褐色 自雲母 多．

やや あ ま い 不 明 ！／ 83図

13 8 〝 25 ．4 （残）11．4 Ⅴ 内外 と も褐色

－ 灰褐色 雲母 を密

良 好 磨 滅によ り不 明 〝 〝

139 〃 （復026 ・0 （残）14．6 Ⅴ
内外 と も明茶

褐 色一棟褐 色 1〝 磨 滅によ り不 明 ．／／ ／／

140 〃 （復）17．1 （残）17．6 Ⅴ
内 外と も明茶

褐 色一級褐 色
を微 量

〝 へ ラ磨 き．横 ナデ
一
〝 84図 46

1 4 1 〃 （復）17．4 （残）15・4 Ⅴ 内外と も淡 鴇
色 －淡赤鴇 色 〃 ベ ラ磨 き・ ナデ 〝 83図

14 2 〃 11 ．6 （残）6．7 Ⅴ 内外 とも淡 褐
色 多Ⅰ 〝

磨 滅に より不明
内面指ナ チ ／／ 〝

143 鉢 （復）26 －2 Ⅳ 淡茶褐色 2址 前後の石 を含む 〃 成形が嬢 〝 78図 内面 外 面の 一 部 に赤 色顔 料 を残 す

144 つ月l，
笠

26 ・2 m （外 ）淡茶褐 色

（内）淡橙 色
ナ デ 〝 嬢なナデ， ナデ 〝 64図 44 一部 赤 色顔 料 が 残 る

145 ／／ Ⅲ （外 ）淡茶褐 色
（内 ）淡橙 色

均 一 ／／ 指圧瘡， ナデ 〝 66回 〃

14 6 甕 I a
（外 ）時橙 色．

（内）淡茶 褐色 Ⅰ 含む
／1 ナチ・へ ラ ／／ 55図 － 42

1

14 7 手づ くね 土器 7 ．0 2．0 4．5
内面 とも暗褐

色 札　 雲母含 む
ふ つ う 指ナチ

SD －100

P 一 15 4 －
湘 図

Tab．13　出土土器一覧表－3
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遭瞞 着号 卓 ．♯

法　 l （°■）

．
色　 ■ 船　 土 集　 成 一　　 甕 出 土鯖 Fig P L． ．　　　 考

口 径 虚 径 草 本

糾07㈱ 14 8 欠 47

1 49 〝 伯

l印 手づ くね 土番 3．7 4．9 1 0・1 嘉 ． 色＋鼻色
（－鴨．1 柵0

1・ ■徒の砂粒 （長石 ・

石 其）暮 ・
ふつ う 柵 オサエ 91回

15 1 親 11．8 3・7 7．5 ▼ 1 某．色
1－ ・義の吉 美社．長石

拉・ ■母
良好 ． ナナ SD －1㈱ 的 閻 内 面－ 湘 討 ヒ鉄 仲 ♯

152 〟 11．9 9．2 5・6 ▼

（内）1 1茶 ・・
も・l■．
（外 〉1 －・・．＋
1 嘉一．．．

11．≠棲石其 ．長石社．

書 母
〝

檜 オサエ棚 毛日
〝 〝

l泊 ♯ 8．8 4．4 8 －0 （内 ．外〉・■

色
1 ■蘭後の砂 粒ウ ンモ ／／ ナ ア 〝

154 手 づ くね 土器 5．0 6 ．0
（内 ）1 嶋 色
（外 ）榊 色＋

明白．色

2 －前後の石 某社．長石

杜 ．．母 〝 柵 で1 形偉 ナア 91図 全 長15．4（泊

15 5 欠 49

1訴 〝 〝

15 7 手 づ くね 土器 5．1 4．6 5 ．1 （内 ．外）灰鶴
色＋明纂 ヰ色

2 1 前後の石 英社，長石

粒． ．母
良好 ナア S D －1（泊 帥 図

158 碗 4．4 2 ・5 （内）糠灰 鶴色
（外 ）明灰 穐色

． 砂・事母 ふつ う ナナ 〝

159 高坪 16．6 （残）鋭7 Ⅳ

（内一口 1ヒ上
t吋），．茶・・色
く外事蕪1 ．も
一一1．． 色

2 －以下の 白色腋 蝕駄 良好 ナチ． 〝 別 図 46 端径 22・0

1伽 〝 10．5 （残）8．7 Ⅴ
（内）灰． 色

（外 ）疇纂 補色
1 －以下の 白色拉 〝

へ ラ． さ

檜オサエ・ ナデ
〝 83回 内 外面 に 丹塗 り，　　　　　　 －径 3．5

1 6 1 〝 14．2 （残）17・8
（内〉膜． 食．
（外 ）淡 ，－灰．・
． （一．－i■l■．己
も） 書 冊

〝
拇ナデ

へラナチ，
1／ 46 内 外面 一 部 錬仲 ♯　　　　 脚 中 央径 5．4

1 6 2 〃 14．7 （残）14．3
（内 ．外）茶棚

色－褐 色 〃
指ナデ・へ ラナデ

へヲⅠ さ
外 面丹 塗 り， 船 舶 嗜 しい　　　 一触 ．9

16 3 〝 （復013．7 （残）11．7
（内 ・外）淡灰

色
〝

へヲ轟 き． 崩毛眉
SD －1㈹ 46

4 ヶ所 穿 孔

へ ラナ ア て 11 ヨウ 輸 かみ え る　　 脾径 3．3

1 6 4 〝 10・4 （残）9．5 Ⅴ

（内）淡庚 鶴色

（外 ）明茶鶉色

一淡灰 鶴色

〝 ナア押 え． 崩毛 日 〝 幻 図 外 面 に丹 塗 り療　　　　　　　 脾径 4．5

1 6 5 〝 10．6 （残）6．6 Ⅴ
（内．外）鴫 茶

補色 一頭鶴色
2 1 以下 の白色．灰色拉

〃 ／／ 〝 内 一外 面 に かけ て 丹 塗 り　　　　 脾径 416

1 6 6 〝 2 ．8 1 5・0 24 ．3 Ⅳ
淡 白鳩色丹残

り節分 赤鶴色 婁母 〟 ナチ 〃 82図
脚 部 内面 も丹が 塗 ら れ てい る

抑 朗 附 比 較的 舟 残 り が良 い

167 壷 30・3 （残）15．0 Ⅱ

（内）ヶト1■よ り
． い欄11．も
（外）痍1．）邑
（乃・1．り）

細砂 （石英．長石 ） 〝
柵ナア嬢 疇丈

〝 67図 45 等 間 隔に 幅 1．3°恥の 刷 毛 日

l鵬 〝 （残）11．7 Ⅴ 淡鶴亀 石其，長 石）霊母 〃
ナデ
欄毛 自（．か い） 〟 79団 48

類 龍 12 ．0

最 大 胴径 15．0　 －

16 9 〝 23．2 （残015．0 Ⅲ ．

赤一色．韻一色

（外）． 色（内）1

．色

納砂粒 （吉美． 長石） 〝
疇丈

／／ 価図 44
丹 塗 り であ るが 表 面 剥離 が 著 し い

火 を受 け た とみ られ る ス ス付 着

170 高 坪 23 ．8 （残）20．6 Ⅳ 決褐 色
事母

〃
ナチ

／／ 82図
丹 塗 り土 器　 林 部 内側 と脚 部 と の接 合 部

分 に しか 残 っ てい な い

171 〝 17 ．6 （残）15．9 Ⅴ 赤鶴 色 111前後 の長石， 石英 〝
ナデ，拇 オサエ

暗文・指 ナデ
／／ 83図 丹 塗 り

172 〝 （復015一0 （残）14．8 Ⅳ 淡褐 色（内 ）赤

補色

1■．腑後 の石英軋 長石

粒
〃

ナデ

崩毛眉
〟 84図 全 体 に舟 が 塗 られ て い た と思 わ れ る

173 鉢 20 ．4 13 ．7 I a

（内）赤 袖 ．色

（丹塗 り）

（外）淡褐色
粒．婁母 〃

ナチ
〟 77図 内面 に丹 塗 り

174 〃 26 ．6 （残）13・6 Ⅴ

（円00月－■色十
掃1．邑
（州－）某袖色－
．然11 1

粒．婁母

51■大の石 英粒

ふ つ う 刷毛 日
〝 78 図 47

1 7 5 高 塔 18 ．6 （残）17．0 Ⅴ 淡鶴 色 長石札　 婁母
良 好 刷毛 日

劇毛 日後 ナデ
83図 46

1 7 6 鉢 繊 ）17．0 7 ．4 1一．9 ㎡
（内）暗灰鶴色
（外）淡茶鳩色

一部 泉社

石
赤色粒． 薯母

〝 ナチ， SD － 10 0 8 1図 ／／

17 7 高 坪 13 ．0 1 0 ．6 13 ・7 Ⅴ 淡褐 色 ふ つ う
ナデ

刷毛 日 〟 84図 ／／ 表面 剥 姓が 著 し い

178 〝 16 ．8 （残）18．5 Ⅴ 赤補 色．裾一

部に 黒鍵有 石英）雲母
良 好 刷毛 目， ナデ

指オサ エ
／／ 83図 〟

17 9 ．由一！荘 （復）14．0 7 ．8 14 ．0 Ⅲ 暗 褐 色（外 部

に黒薇 ）
〃

刷毛 昌
ナデ ／／ 79図 47 内面 鹿部 こ指 圧痘 有 り

180 〝 （復）12．0 5 ．0 9 ．2 Ⅲ

（内）淡補色＋

暗褐 色

（外）暗褐色

細砂粒 〃
ナデ

〝 〝 49 指圧 痕

18 1 高 坪 23 ．8 （残）8．5 Ⅳ 淡 白褐色
雲母

〃
刷毛 目． ナア

拇オサ エ後ナデ
〟 82 図 46

1 8 2 、月l，璽 （復）11．0 5 ．0 13 ．4 m （内）淡袖色
（外）淡橙色 粒 〝

ナデ

指オサ エ
／／ 79図 48

1 8 3 〝 15 ．2 8 ．2 18 ．2
（内）一書赤．．色
（こ乃・題■り）
（外 ）■1 赤 ．・
色 ＋疇鶴亀

雲母 〝
刷毛 自
ナデ 〟

内， 外 面共 丹 塗 り外 面 一 部剥 れ 落 ちて い る

外面 一 部異 教 有 り

184 鉢 5 ．0 （残）13．0 Ⅳ

淡褐 色＋淡黒

褐色

暗補 色
雲母

〝 刷毛 亘 〃 81図 48

1 8 5 〝 7 ．7 6 ．0 灰褐 色 細砂，雲 母 〝
ケズ 11後欄毛 目

〟

186 杓 子 形 土製 品 5 ・9 （身部）5．9
（内 ．外）淡茶

鴇色 札　 婁母 ／／ 指オサ エ後ナチ 〝 91図 49

1 8 7 手づ くね土 器 （復）9．6 4 ・2
（内）暗補色　 －

（外）淡茶褐色 蝕，婁母
ふ つ う ナチ

棺オサ エ後ナデ 〝 〝 48

1 8 8 ／／ （復）11．4 6 ・1 6 ．8
暗灰 鴇色

細砂

雲母 （複t ）
良 好 〃 89図 47

1 8 9 器 台 11 ．7 慨 ）6．7 Ⅴ 淡橙 色十淡補
色 粒，雲母 （微 1 ） 〝

横ナ デ．ナデ

か きあげ
〃 綿 図

190 手づ くね土 器
（内）黒鴇色

（外）暗補色 石軋　 雲 母
ふ つ う ナデ

指 オサ エ後ナチ ／／ 49

1 9 1 器 台 7 ．2 8 ・1 Ⅴ
淡橙 色＋淡袖

色 粒・雲母
良 好 ナチ

／／ 88図 47

1 9 2 甕 底 － 7 ．6 （残）9．9 Ⅲ
（内）黒色
（外）茶褐色 ＋

黒薇
粒）婁母 〝 刷毛 EL　 ナア

SD －50

P － 4
9 2回 多 量の ス ス付 着

193 高 坪 （復）11．1 10 ．5 Ⅴ
（内 ．外）淡褐

色 一級茶褐色 l／ 刷毛 目
SD －lO O 8 4図 底 執 こ丹 塗 り痕　　　　　　　 脚 径 3．6

1 9 4 ／／ 19 ．5 9 ．0 Ⅱ

（1勺）醐）嶋田邑

1－．．色
（外 ）淡 ．■色
一茶 1．も

／／
ナデ

〃 82図 口 縁上 面 一外 面 に かけ て 朱 塗 り

195 〝 ′ （残）6・8 （内外共）明茶

褐色 一淡褐色
〃 へ ラ磨 き ／／ 内 外面 丹 塗 り 修 滅）　　　　 脚 径 3．4

1 9 6 〃 （残）3．5 Ⅴ （内外共）暗茶
褐色－ 補色

モ

〃 へ ラ磨 き 〃 83回 榊 径 4．9

Tab・14　出土土器一覧表－4
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遺物登録 番号 券　 種

法　 皇 （加）

形　 式 色　 調 胎　 土 焼　 成 調　　 整 出土 遺構 Fig P L ． 備　　　 考

口 径 底 径 器 高

840 7 00 1 9 7 高 坪 （残）9．8 Ⅴ
（内外共）榊

色 一淡茶褐色
良 好 84図 内 外共 丹 塗 り磨 滅著 しい　　 ・ 脚 径3 ．8

19 8 〝 （復）25 ．8 （残）6．2 Ⅴ

（内 ）灰 礫）邑

一茶 褐色
（外）淡褐色

〃 ナア ？ SD － 10 0 8 3図 内外 共磨 滅 が著 しい

199 〝 25 ．5 （残）7・6 Ⅴ （内）茶褐色
（外）明茶褐色 〃

横ナ デ

刷毛 目
〝 〝 内外 と も磨 滅

200 鉢 22 ．2 6．8 1 5．3 Ⅴ
（内）淡茶褐 色

（外）淡褐色
2 －3 m 前後の石 良 ハヶ 後ナデ

檎ナ デ ／
78図 焼成 前 セ ンコ ウ

20 1 高 塔 18 ・4 （残）5・6 ’Ⅳ （内外 ）灰褐 色 均一 〃 ハ ヶ後ナア SD －10 0 8 2図 内外 共 に赤 色 原料 が 残 る

202 〝 16 ．2 1 1．8 1 8．0 Ⅴ
（内外 ）淡茶 褐

色
〃

横ナ ア
ナ デ後へラ顔甕 ／／ 84図

20 3 器 台 12 ．0 1 2．2 1 7 ．0 Ⅳ
（内外 ）淡茶 褐

色 〝 指癌 が明一統 〃 87図 内面 整 形 が雑

204 甕 催 ）18 ．0． 9．0 2 6 ．4 Ⅴ
（内 ）淡灰褐 色

（外 ）淡茶鴇 色

2 －3Ⅱ扇打後の石

金婁 母
／／

指 頭嵐　 横 ナア

ハ ケ後ナデ
〟 61図

20 5 器台 復 15 ．5 1 7．2 2 1．9 II （内外）淡 灰色 2 － 3M の石 （多量 ） 〃
指 ナデ，指頭 痕

ハケ後ナデ
〃 87図

20 6 高塔 （復）15．0 1 4．8 （残）26．0 Ⅴ （内外）明 橙色
（赤 色顔料） 雑 である 〝

ハケ後ナデ
指頭圧療

／／ 84図

20 7 鉢 32 ・4 （残）20・2 － Ib

（内）痍声．■　色
（赤色．1＊l一）
（外 ）淡茶 褐色
（－ 部 赤色 錮
麹．．0

2 m 前後の石 〃
ナデ

へラ後ナ デ
〃 77図

20 8 〝 12 ．4 6 ・0 ′13．3 Ⅳ
内外

淡茶褐 色
ほば均一 〝

檎ナア
〃 79図

20 9 〟 28 ．8 8 ・8 2 1．8 II a （内）暗 赤褐色
（外）淡茶 褐色 ／／

ナデ

パケ後ナ ア
〃 77図

，21 0 碗 23 ．4 （残）8．7 Ⅳ
（内）暗赤褐色

（外）淡 茶褐色
〝

横ナチ

へラ後ナ デ
／／ 80図

21 1 〃 21 ．6 6 ．0 1 1．7 I I－ Ⅲ
内外

淡茶褐 色
／／

指ナデ

バラ後 ナア
〃 〃

212 甕 22 ．8 3 2．3 Ⅴ
内外

淡茶 褐色 量）石英 ／／
パケ後 ナデ
拇蕨が 明瞭 〝 60図

2 13 〃 28 ．9 8 ．2 3 3．6 Ⅳ
11勺0枚茶可馴邑
（外）時茶棚色
（－1拓赤 色顔
有島）

上）
／／

横ナチ

ハケ後 ナデ
〝

214 壷 の 蓋 25．4 9．6
（内）淡茶物色

（外）淡灰色
婁母 （多量） 〃

檎ナデ SD － 10 0 8 6図

215 dヒ．翌 （複）17・5 Ⅳ
ほほ均一

雲母
／／

棟ナチ

へ ラ後 ナチ
〝 73図

216

2 17 器 台 （復）9．2 （復）12．0 1 6・0
（内 ・外 ）明茶

褐 色 石粒 （多量 ）婁母
良好 pit一 42 8 1 0 0図 47

2 18 甕 （復）14．9 6．0 1 1．7 Ⅲ
（内）明赤鳩 ・色
（外 ）明 赤 補
色十明淡褐 色 石英粒 ，長石粒 （多）

ふっ デ p it－ 325 〝 ／／

21 9 深 鉢 （復）36．0 （残）10．3
（1，1）映／天色．．
色
（外）内蘭 よ　り
もや －茶 色．Jr
．ヽ、

石粒， 雲母
良好

刷毛 目
pi土 20 02 1 0 1図 測 拓本 有 り

220 蓋 （残）4．0
（内）黒色

（外）明褐 色
〝 指 オサエ後 ナチ p it－ 256 1 0 0回

22 1 糸切 皿 （復 ）7．6 （復）6．4 1 ・7
（内 ．外）明褐

色 長石
〝 ナデ pit－20 05

1 0 1図
弘 土師 器

222 ／／ （復 ）8．2 （複）6．6 1 ．7 暗褐色 細砂 ，赤色粒 ・雲母 〝 ナチ一 pit一20 0 9 〝 〝 土師 器

色23 〝 （復）8．2 （復）6．6 1．9 明補色
赤 色粒．雲母

／／ ナデ pit－ 20 0 8 〝 〝 土師 器

224 高 峰脚 （残）11・0
暗茶褐 色　 －

（外 ）明褐 色
細砂 ．婁母 〝 pit－22 7 10 0図

22 5 糸 切皿 （復）13．5 8．6 2 ．8 明茶鶴 亀

細 砂 3 － 4和 夫の石 英

母

／1 ナデ lp it－20 5 2 1 01図 50 土 師器

22 6 脚 付 皿 復 9．0 （残）2・9 （内）淡 明褐色
（外J茶 褐色 粒 ，赤色札　 桃色粒 〃 ナデ pit－20 5 8 〃 土 師器

22－7 碗 （都 10一5 （残）5．5

（内 培 褐色

（外）暗 茶褐色

暗赤褐 色

細砂 2 鵬大 の石 英・ 長

石，雲母
／／ ナデ pit－75 1 00図 外 面 丹塗 り　　　　　　　　 図割 高1 ．7

2 2 8 甕 （復）19．0 （残）13．9 Ⅶ
（内）淡白鴇色

榊 色（サビ色） （多）雲母
〃 刷毛 目

pit－45 7 1／ 外 面 丹塗 り

229 一 ■ヒ
笠

30 ．0 （残）26．4 Ⅲ
（内）淡茶褐色
（外 ）暗 褐 色

（赤色顔料 ）

ほぼ均一 ．良
ヘラ窮 整後ナチ

暗文

－ ．－ 、一一一．－．一一一一一一一一．一一－ ．．・一一一一一一一一

SD － 10 0 6 3図

23 0 〝 11 ．6 9 ．0 2 3．4 Ⅳ
（内）淡茶色

（外）淡褐色
均一 〃

ハケ後 ナデ

へ ラミガキ
1／ 73図

23 1 甕 復 28 ．0 （残）10．0 Ⅰ
（内 ．－外 ）淡茶

褐 色 ．（多Ⅰ）
〃

檎ナ デ

ハケ後 ナア
SE － 01 9 9図 42

2 32 ・』．
翌

m （内）淡茶褐色
（外）暗橙色

2蝕前 後の石・石 英 〃
ナデ

1線頭療

〝 98図 胴最 大 24cm

2 33 ／／ Ⅳ

（内）淡茶鴇 色

（外 ）時 橙 色

（赤色顔 料）

ほば均 一，雲母 ／／ 〝 〝

234 器 台 10 一4 1 0．0 1 6・0 II
（内）淡茶褐 色

（外）黄褐色
／／

縦 ナデ
／／ 99回 47

2 3 5 ／／ 7・0 9．0 14 ．9 Ⅳ
（内）灰色

（外）暗茶鴇 色
〃

指 頭療
縦 ナチ．ナ ア 〃 ／1 ／／

23 6 甕 2 3・0 7．0 2 6 ・2 Ⅱb （内外 ）淡茶 補
色

石 英 〟
横 ナデ

ハケ後ナ デ
〃 〃 42

2 3 7 小壷 （復 ）7．5 10 ．5 Ⅴ
（内）淡茶 褐色

（外 ）淡袖 色 1 0
／／

ナチ．

揺頭農

SD －50

P －18
97図 一5

2認 器 台 （残）11．3 Ⅳ
（内）灰 色

（外 ）暗茶 褐色 1 ）婁 母
〝

棺番療
ナデ （襖．縦）

SE －01 鮒周 47

2 3 9 〟 （残）－9．8 Ⅲ． （内）淡 黒褐色
（外 ）淡 責補色 t ）

／／
指頭療

ナデ （横，縦）
〝 〃 〃

240 鉢 2 9．6 8．6 22 ．8
（内 ．外）淡茶

褐色
〝

ハケ後 ナデ

譜ナチ
SD － 10 0 4 2

2 4 1 〃 13．4 4 ．6 1 1．0 　 Ⅳ

（内 ・外）淡茶

褐色
（円）黒褐色

〝
横ナデ ．緻ナデ

SD － 50

P －17
9 7図 47

2 4 2 db
璽

20・0 （残01 1・2 Ⅴ （内外）淡補色

一淡茶 鶴色
良 好

刷毛 目　 －

．ナチ， 棟ナデ

SD － 100 7 5図

24 3 〃 （復 ）18・2 （残）9．7 Ⅴ

lPI J）Ⅳt　－瀾・　tる
浮 勤

／／
劇毛 日

横ナ デ
〟 〝 －45

2 4 4 1／
． （復）22．6 （残）6．8

（内）培養補色

て外）灰褐色
〝 不明 ／／ 1／

24 5 〝 （復）22．2 （残）12．9 Ⅳ
（1勺）・．色 ．－，奮
1．色
（外）．■色 －一明
茶4・色

〝
ナ デ， 暗文

檎 ナデ
〃 朗 図

Tab．15　出土土器一覧表15
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剃 劇 幡 号 器　 緩

法　 Ⅰ （① ）

形　 式 色　 ■ 胎　 土 焼　 成 一　　 隻 出 土遺 ♯ F ig P L ． ．　　　 ．　　 考
口 径 底 径 善 本

840 7 00 2 4 6 壷 憺 ）23．8 （柵 8．8 I
．　　　一
（C・・．1出、）1）
．・．－．・．
（．・）．・． ．－11
－1．．．

良好 ナア ？ ．檎ナナ S D －lO O 併 図

24 7 〝 繊 ）12一8 （創 13．．2 Ⅱ
（内01 ．・ 18
一駅l■・
（外）． 1 －・．
．Hb

2．以下の白も廣址 事■
〟 鎗ナナ． ナナ・爽 鞭 67回

24 8 〃 （復015．0 （襖）12．． ・Ⅱ
（西日■．・ ．
－．．嘉．．・
（′・．）・【事．・も
ー韻．・も

l■以下の白も椚 弥
〝 S D －lO O 鵬 周

24 9 〃 （複015．2 （残）20．9 Ⅳ
内 外と も1 ■

色 一明鶴色

l・以下の白蝕 旺 ■t
〟 〃 鵬 の

250 〝 14 －8 （残）6・8 Ⅱ
（内）．色

（外）明某・ 色

－．色 －
多1

〝
ナナ

67図

25 1 〝 15 ・6 （残）7．7 Ⅱ
（内）明．色
（外 〉明 穐 色

一茶蝿色 療

や や あ まい SD －100 鎚 周

25 2 〃 22 ．8 （残）17・9 Ⅱ
（内）■色

（外）■色一茶

． 色 全書 母少t
／／ 〝 67図

25 3 〟 15 ．0 （残）11．2 Ⅲ
（1、〉1－．1 色
－．．．も（．・．），，．1■．・も

ー．・も

〝 デ 〃 勝 岡

254 〃 16．4 （残）ll・7 Ⅲ
－．，’，1讃

〟
SD －100

5 区 1 包
〃

25 5 〝 （償）16．0 （残）15．7 Ⅳ
謝 翫

〝 －　 SD －100 鵬 図

25 6 〟
（㈲ 18・2

（残）10．6 用
㈱ 11略．鵬

㈱側 帖1 制帽

（帆 瑚

〝－ 〝 髄 の

257 〝 （復）28．4 （棚 1．一。 Ⅳ
．．　一　　 一　一
（曽■分 的 ．こ．．1
茶．．も0
（劃出田帥1．．色
－．．．－暮．■．h

〝 〟 69回

2馳 〝 16．0 （残）8．2 Ⅱ
内外 と も淡某

鶴色 一明某場
色

少1 〝 〝 65図

25 9 ／／ （復）20－6 （残）15．3 Ⅳ 内外 とも褐色

下の 白・ 合算母療
〝

SD －100

P －11 7 1 包
69国

2伽 〝 （復）15．8 （残）11．0
（内 ）明 補 色

一茶鶴 亀
（外）茶 補色

を多Ⅰ 〝 へ ラⅠき・ナ デ SD － 10 0

2 6 1 〝 22．8 俄 ）8．7 Ⅳ
内外 とも淡穐

色一 淡茶 棚色

2．・以 トの肌色．EH巴・虻

．・

〝
に赤 片）

SD ー 10 0

5 区 1 包
69図 44．

262 〝 （復）21．6 （残）9．6 Ⅲ 内外 とも淡褐
色－鶴 色 〝 SD － 10 0 －－ 70図

263 鉢 （複）9・年 4．3 7．3 Ⅴ
内外 とも灰色

一機 灰 色 （外
底－鼻灰 色）

／／ ／／ 80図 49

2 64 〝 惟 ）11・7 （復）5．6 7．4 Ⅳ
内外 とも淡褐

色

11一以下 の灰色 白色粒

ダ量 〝 ／／ 81図

265 鉢 （復）13．0 7．8 Ⅴ
（内）袖 色（外 ）

穐色 一淡補色

灰入色 （農鍍 ）

多1

－

〝 ナデ ？ ／／ 80図 48

2 66 鉢 （復）11・6 （復）5．2 5．4 Ⅳ
（内）明 褐一色

一淡灰 色
（外 ）明茶 褐色

〝 ナ．デ？ 〝 〝 〃

267 鉢 （復）8．4 （復）3．6 5．0
（内）題l灰　 色
．－灰1・色多1
（ヶト）題出瞬出色

－．隕1．も多t

〝 ナデ ？ 〝 49

26 8 〝 913 3 1g 4・7 内外 とも灰袖

色
や や あ まい ナデ 7 〝

26 9 〝 3 ．7 （残）7・2 内外 とも灰色 多1 良好
〝

270 －お
璽E （残）18．0 Ⅴ

（内）灰 ．■色

．－淡1叶色（外）一円茶 ．■色

－．韻2．も色
の 金．白雲母 微量

〝 ／／ 76図

－　27 1 〃 （復）14・8 （残）21．3 Ⅳ
（内）補色

（外）鴇色 一茶

袖 色
を多量 〝

SD －10 0

P － 12 3 1 包
73図 45 丹塗 り痕

272 〝 14 15 （残）9．1 Ⅴ
（内）鶴亀 ・－灰
1．色
（外 〉茶 ．1色
一一一着某鶴 亀

量 〃
S D －10 0

1 包
7個 〃

27 3 〝 15 ．4 （残）22．5 Ⅱ
監 三雲き空

を多1
／／

S D －10 0

P － 11 7 1包
65図 43

2 7 4 〝 18 ．7 7 ．4 謎 ．6 Ⅲ
（内外 ）淡鶴亀
（外）一部茶袖
色 母

〝 S D －10 0 〝 44 丹 塗 り

27 5 甕 33．0 24 ．9 Ⅴ
桐畑榊 色（一機ええ
欄 外）納色 スス

付着

砂粒 を多 く含 む ふつ う ナデ・刷毛 目

ナ テ．後一節 刷毛 日

S D －10 0

上部
60回 42

2 6 大 型甕 44．0 （動乱 6l・ Ⅳ
丹 塗 りと思 わ

れ る一部黒盤
2 －3 袖の砂粒 ／／ 療 ）．檎 ナデ

S D －10 0

上層
71図

27 7 甕 35．0 15．1＋α Ⅳ′
淡褐 色

1 －2 ■1の砂粒

精製 睾れた粘土
〝 72図 42

2 7 8 ．虫
翌 21．7 9．4 4 4 ．4 Ⅲ （内）淡補色

（外）赤褐色
1－ 2 叫の砂粒
精製 された粘土 〝

SD －lO O

上層
64図 43 丹 塗 り

27 9 〝 37．7 （残）㌶－6＋4 m c ．淡褐 色 3－ 5 11の砂粒 ／／
SD －10 0

中層
70図 44

2 8 0 ／／ 20 ．8＋ α （残）30十α Ⅲ
赤鴇 色＋淡祐

色
2－ 3 11の砂粒 良 好 ナ デー，刷毛 日

SD －10 0

下層
64図 43

－　28 1 、〝 32．8 （残）42十α Ⅱo r m 暗褐 色一部ス

ス付 着
1－ 2 叫の砂粒 ／／

．デ

SD －10 0

下層
63回 ． 〝

282 〝 37．0 （残）39＋α ． II a 赤褐 色＋鴇色 1－ 3．1の砂粒 〝
デ

SD －10 0 6 4図

283 甕 3鋭8
5 8 ．8 V c

淡補 色＋赤褐

色 ＋黒薇
3 － 5坤 の砂粒 〝

横刷 毛日の後 ナデ
60図 44 丹 塗 り

284 －Cl．笠 （復）22・2 （残）15．7 Ⅲ
1円Ii明潤＝邑－土
／■薇 ＋淡灰褐
色
（タ．－0鵬廉4■・一

粒雲母

1／ SD 一一10 0 6 5図

285 欠

28 6 ■巨翌 （復）21・6 （残）19．4 Ⅳ
（内）暗 褐色

（外 ）暗 褐色＋

淡褐色
粒 枚Ⅰの雲 母

良 好

槍． ナナ メの ナデ
SD － 10 0 1 6 9図

28 7 虚空 32．0 （残）15．6 Ⅱ
（内〉淡 茶褐色
（【1 ．■上　 面

一一外）茶 褐 色
－1一書茶 ．■色

〝 ア）板 ナデ

S D －10 0　 5 区

P1 6 0 1包 含 層
67図 45

28 8 甕 （復）15．4 慨 ）13－2 Ⅴ 淡補色 十黒粧

入

ふ つ う ナア SD － 10 0 6 2図

28 9 〃 （復）21一一5 （残）12．0 m b 淡褐色一 部農
濱 細 砂及び雲 母 〟 ナデ 55図

29 0 ．，b・宝 （復）32．2 1 7．4 Ⅳ 淡白褐 色 細砂 良 好 ナチ，刷 毛 日 SD － 10 0 7 1図

29 1 甕 （復）28．2 慨 ）16．0 H b
（外 ）暗 褐 色

（ス ス）
（内）洩鴇 色 多t ．薯母 混入

〃
オサエ 後ナチ 〝 59図

29 2 〃 （復）25・6 偶 ）12．8 I b
（内）淡．■色
（外）ロ1・部・
淡 ．．色． 11部
，奮褐色

及 び徹Ⅰの雲 母
ふ つ う ナデ 〝 55図

29 3 〃 （復）26．4 （残013．4 Ⅱb 淡 褐色 細砂 及び露母 混入 良好
エ

／／ 59図

29 4 〝 （復）27．6 （残）10－2 I b
淡 褐色外一 部

スス 人 〝
ナデ

〝 58図

Tab．16　出土土器一覧表l6
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遺棚 田 膝 号 蕃　 一種

法　 皇 （。血）

形　 式 色 ．調 1 胎　 土
無 慮 調　　 甕 出 土遺 ♯ m g P L． ． ．　　　 考

口 径 底 径 器 高

840 7㈱ 29 5 甕 （復03 1．0 （残）13・5 I b
（内）淡鶴色
（外）淡褐色 ＋

暗揚 色

細砂 を含む，雲母 混入 良好 ナ ヂ S D －l（氾 鎚 国
l

2％ （欠 ）

297 甕 催 ）36．0 1 0．3 Ⅳ

藍 盃喜… 還 1 －3 1．大の石 英札 長

石粒 を含む，婁 母混入
良好

綱 毛目 （磨滅著 しい）

ナデ．劇毛 日
pit2㈱ 2 竹岡

29 8 高 鋒 6 ．7
内 ．外暗茶 褐
色

2 －3 11大の石 英粒．長

石粒 を含む
ふ つ う 磨滅のため 不明 SD － 10 3 1 02団

2鱒 器 台 12．0 （残）11．6
明鶴亀 （外）一

節に黒薇 あ り

1 －3 1■大 の石英粒，畏

霊 監 豊詰 む　 （

ふ つ う

や や あ まい ）
指オサエ 後ナデ　 ー

SD l S I

P －24
9 7図

300
（－欠 ）

301 （欠）

30 2 甕 （復 ）22 （残）13 Ⅲb
（内）1鞘，奮．．色
（外）1網．．色 十
．1色 多Ⅰの え
え・M．，・

良 好 S D －10 0 5 9図

30 3 〝 （複）21．8 （残）10．6 Ⅲb
一　　　　 こ．　　 ・
Ⅰ のスス伺．1．
（内）．色．嘘

一．こ．
を含む

〝 縦ナ デ．崩毛 目 〝 〃

304 〝 （複）26．0 （残）8．3 I a 内外茶鴇色
多1 混 入

〝
ナ チ
増毛 目

〝 55図

30 5 〝 （復）24．8 （残）17．6 Ⅳ
（外）黒色

（内）黒色 ＋暗
補色

細粒 を含む
多Ⅰ の雲母 を含 む

〃
指 オサエ後 ナチ

〝 6潤

306 〝 （細 24．や （残）17．9 Ⅲb
（内 ・外）明褐

色
大 の石英拉・長石粒 を含

む， 雲母混入

〝
ナデ
崩 毛 目

〝 蘭 図

307 －壷 （復）25・0 （残）7．7 ⅣC
（内 ．外）明補

色
を多 く含む
赤 色札　 雲母 含む

〝 柵ナチ 〝 72国

30 8 甕 （復）28．0 慨 ）15．2 ． Ⅳ

（内）明褐 色

（外 ）黒 色多士－

の スス付 着

大 の石英粒 を多 く含 む

書 冊混入
〃 〝 62回

30 9 〃 （復）訓 ．4 （残）16．0

（内）榊 色
（外）茶 褐色＋

黒色 農樅有 り 入

〝
複ナデ， 崩毛 日

劇毛 目施 行後ナデ

へラ状工 具でナデ

〝

310 〃 （復）28．0 （残）8．5 I Ia
（内）暗補色

（外．）黒色

1相前後 の砂粒 を含む．

雲母混入
〝

株ナデ， 刷毛 日

ナチ
〝 57図

31 1 〃 （複）28．4 （残）8．0 I b

（内）明補色＋

明灰 褐色
（外）明褐色

111前 後の砂 粒 を多 く
含む．雲 母混入 〝 ナデ 〝 謡 図

312 器 台 9．2 （残）7．1 Ⅴ
（内 ．外 ）榊
色

ふつ う 指整 形後崩毛 日1 整 SD 1－50

P－ 5

鵬 図

31 3 甕 26 ．0 （残）15・8 I b
（内）黒色

（外）淡褐色
婁母 混入

S D －IO O 6 1図

314 鉢 （夜〉17．0 8－．4 9 ．1 Ⅳ

畠 担 壷 1一 2 11大の石 英粒．長

混入

良好 崩 毛日
ナデ

／／ 81図 丹 塗 り

315 甕 底 7．6 （残）12．9 Ⅲ

（内）明茶褐 色

（外 ）淡 赤 褐
色＋明褐色 混 入

〝 崩 毛 目

椿オサエ

／． 92図 〝

316 甕 （復）26．0 （残）7．3 I b
（内）淡 白茶 褐
色

（外 ）時黒褐 色

1 1■大の砂 粒 を多 く含

む， 金雲母混 入
〝 棟ナデ 〝

61図

31ケ 甕底 8．8 （残）21．6 Ⅲ
（外 ）暗褐 色＋

黒色 ＋茶 鴇色 含 む
〝 〝 92図

31 8 （欠）

31 9 甕底 8 ．2 （残）11．2 Ⅱ

げ・．0枚 1■色．十
明橙色
（内）明褐色一

書11錮C
る

良 好 SD －10 0 9 2図

32 0 ／／ 10 ．5 （残）14．2 Ⅳ
暗褐 色

外面 一部
〝 〝 93国

32 1 ／／ 9．6 （残）17．4 ㎡

（内外）淡榊

色 外面一部に

黒薇 有 り
を含 む，雲母 も含 む 〝

刷毛 目

デ

〝 94図 47

32 2 ／1 1 0．0 （残）14．8 Ⅱ
淡 茶褐色，外

面一部黒葱有
及 び赤色粒を含 む．雲母

も含 む

〝
刷 毛H

〝 92図 〝

32 3 ／／ 8・0 （残）17．3 Ⅴ 明褐色 〃
刷 毛H

指オサエ後 ナデ
〝 93図

32 4 ／／ 9．0 （残）14．6 Ⅴ
淡灰鴇色， 外

面一部に 黒社

有 Ⅰの雲母混入

〃 － 指オサエ後 ナデ
〝 94回

．32 5 〝 9．8 （残）10・6 Ⅴ

淡白鶴亀 ．外

面一部 に黒薇

があ る

粒 を多■含 まれる

微 Ⅰの婁母 混入

ふ つ う 剥落の ため不明 〃 〝

326
〝 6 ．6 （残）11．9 Ⅳ

（外）淡 鴇色＋

黒褐 色
（内）暗鴇色

含む，雲母 も含む
良 好 〝 〃

327 〃 8 ．2 （残）8．7 Ⅲ
淡茶 褐色一節

ス仲 ♯

石英）を含む

赤色粒 も微量含 まれ る

〝 キ ？）
指 オサ エ後ナデ

〝 92国

32 8 〝 7．4 （残09．5 Ⅳ　 し
（内）明茶褐色

（外）暗褐色 ス

ス付 着

細砂 及び 2 鵬大 の石 英

粒・長石 粒を含 む

複Ⅰの雲 母混入

〃
明毛 自（スス付着）

〝 9個

32 9 〝 9．0 慨 ）9一5 ㎡
（内）噌鶴色

（外）明褐色 長石 ）を含 む 〝 〝 〝

330 〝 8．3 （残）14．9 m
（内）暗褐色

（外）淡褐色
長石 ）を多く含む

雲母 少1 含む

〝
刷 毛H 〃 92団

33 1 〟 10．6 （残）9．3 Ⅴ
（内外 ）洪茶 褐

色外面一節 に

黒教あ り く含 む

〝 〝 94図 －

332 ／／ 10．4 （残）8・7 Ⅳ

赤褐色 ＋暗褐

色

（内）暗褐 色

1 11前後の砂 粒石 英，長

石 粒を多 く含む
雲 母混入

／1
明け 目

〟 〝．

333 ／／ （轡 11．0 7．0 17 ・6 Ⅴ （内）淡茶 褐色

を多 く含 む，書．母混入

／／
へラケ ズリ ？

〃 61図

33 4 〝 8 ．4 （残）13．5 Ⅳ （内外）淡褐色
多 く含 む雲母混 入

／／ 〝 93図

33 5 〝 8 ．4 （残）12．0 Ⅴ 淡褐 色

1 1勧大の 砂 粒 及 び 3

〝 〝 9個

33 6 〝 10 ．0 （残）12・5 Ⅴ 淡 褐色
11。大 の砂粒 （石英 ．長

石）雲母
／／

劇毛 目
〝 93固

33 7 〝 9 ・4 （残）6．8 m （内外）暗褐色
む，雲 母混入　 －

／／ 刷 毛目 〝 ／1

33 8 〝 9．4 （残）3．8 Ⅳ

（内）黒鶴亀 ス

ス付着
（外）暗褐色

多く含む，雲 母混 入
〃 刷 毛目 〝 9個

339 〝 10．2 （残）7・0 ㎡ 淡褐色 （多），婁母 混入 〃 〃 〝

340 ／／ 8．0 （残）12．8 Ⅱ
（内）黒色
（外 〉茶 褐色

〝
目）

〝 92回

34 1 鉢 16．0 4．5 8 ．2 田
．曲 －ニ　　　　ニー
（外）波 瀾出色

－明 茶 色 （－
書8－－カ月）

雲母

や や あ まい 一都檎 ナデ SE － 01 鱒 図 48　　 丹塗

342 〃 （復 〉11．2 3．5 10 ．4 Ⅳ

（内）灰 褐色

（外）一 節灰黒

色 雲母 自雲 母少Ⅰ

粗
金　　 良 好 ナデ， 指オサエ　　　　　　　　　　　 SD －10 0 8 1図 〝

34 3　　　 碗 （復 ）10．4 （復）4．3 9．4 Ⅴ
豊 美2 －灰 等詣 欝 詣 訂 以 やや あま ⅴ

41・．

　ヽ ナ デ？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〝 御 国 49　 －

Tab．17　出土土器一覧表－7

－155－



遺物畳鋳 書号 器　 檀

法　 Ⅰ （伽 ）

形　 式 色 ． 胎　 土 焼　 成 ■　　 聾 出 土遺 構 F ig P L． ．　　　 考口 径 底 径 椿 ホ

840 70 0 3 4 4 鉢 （徹）13．5 4．5 7．3 Ⅳ
（内0某．色

（外01■■色 一
茶■ 色

やや あ ま い ナ 1′？
SD －lO O

P －22 1 包
97回 48

3 4 5 〟 lO・7 5．3 6 ．2 Ⅳ 内外 とも
灰■ 色

良 好 SD － 10 0 8 1団 49

3 46 甕底 810 （残012．8 Ⅳ
（内）鼻色

（外）某 補色 〝
麟毛眉

〝 93図

347 ／／ （残）6．2 Ⅵ
（内0状 ■色

（外 ）淡 某補色

（一部入竃肴 ）

．軌 1－ 腑嬢の石 美

長石．雷母 ／／
ナア仕 上げ 〝 93図

348 ／／ （残）7．3 Ⅵ
（内）娩 纂鴇色

（外 ）淡 ■色＋

無色 （．糧0

1－前後 の砂粒石 英．

長石（事1 ） ／／
嘲毛 目

／／

349 〝 （残）12．8 Ⅵ
（内〉一一．色
（外 出．．も＋
1■色 （1■糧）

細 秒・書母

赤色拉
／／ SD －10 0 〝

35 0 虚 27．6 8 ．4 鳩．5 m
鵬 ・州
脚 （轟l，1晰

l和鵬

石蝕 （多t ）

義 母
〝 SE －Ol 98図 43 丹 塗 り

35 1 〝 27 ．5 7 ．0 3 6．5 用
峡鶴亀 十赤穐

色（舟 ■り）

慮林泉■色

容β付 近 は

あ ま い 良 刷毛に Ⅰも暗文 〝 〃 ／／ 〟

352 ／／ （複）17．8 （残）27．0 Ⅲ
一、　　　－　－　ロ　　　　　ー－
．色
（外）． 邑－丼

1　　－

良好
ナナ

SD － 10 0 1 包

P －150
65図 44 ／／

35 3 ／／ 21 ．5 （残）19．8 m
（内〉－．．．色 －
．；■・亀
（外〉－．幕．l色

一茶．．色

〟
晴文

S D ー10 0

5 区 l 包． 3 区 2 包
65園 ／／ 〟

354 〝 （複014．8 （残）17．8 Ⅲ
（内〉．．色 一一．
．．亀
（外〉1．蕪．．色
－，．．．色 1 〉

〝
へ ク． さ7

SD －10 0 5 区

P －14 6 1包 〝 ／／

355 〃 （複016．2 （残）9．4 I I
内外共嘲榊 亀

田・上面部灰鶴
色

（．1 ）

1 ：I
〝

ナ ナ
不 明 SD －100 髄 周 丹 塗 り と考 え られ る

356 〝 13．3 9．7 4 0．4 II o r㎡
聖 整

Ⅰ）
〟

刈 み 〝 63図 43 丹 塗 り

35 7 〝 （複）18．4 （残）13．8 Ⅳ
凝 憲

t I ／／ 〝 槌 周 〝

358 〟 17．6 （棚 16．8 用
苛 鎧 2

〝 へ ヲ磨 き・ナ ヂ 〟 65図 44 ／／

35 9 〝 （複）20，7 －（残）14．5 Ⅳ
（内01点茶．・色

．－．1某 ．・色
（外）1．井．．色
－．．・色

／／ へ ヲ磨 き，ナ デ
SD － 10 0

P －144 1 包
鵬 図 〝

3餌 ／／ 17－5 （残）12．6 Ⅲ
脛

10 ／／
ナア

SD － 10 0

1 包
別 図 45 朱 塗 り

誠 1 〝 11．6 （残）19．7 ㎡
（内）．1色－．■
茶．・色
（外）．．色－．．
i月爛・色 （多1 ）

SIト IO O 〝 丹塗 り

362 〝 13 ．6 （残）25．1 II
（内）淡褐 色

（外 ）明茶 鴇色

－褐色

良 好
ナデ 〝 65図 43 〝

36 3 〝 （復）17．0 （残）19・0 Ⅲ
l～ヶトとも
．．色 －柳川＝邑
（ロ．．一 掃 灰
l■色）

〟 ナデ
壙減に より不明 ／／ 64図

＼

＼

36 4 ／l 30 ．8 （残）20．0 Ⅲ
内外 とも
明茶棚色 一淡

鶴色

t円田入．1 も

（大粒 多い）
〝

疇丈，ナ チ

へラ廉 さ？ 〝 63団 43 丹 塗 り

36 5 ／／ 2 ．8 （残）29．2 Ⅲ
．－1■．・も ．－．．1
幕11も 〈外）．．

－もー．集 ．． 色
一一一■111．．一．

（徹Ⅰ）
〃

ナア（指・へ ラ）

へラⅠ さ

D －10 0 5 区 － l 包，

4 区 3 区 2 包 ／／ 〝

3併 〝 （復）27・4 （残）21．6 Ⅳ
内ヶトとも
炊茶．・色
（Cl1田内）一1賂
灰 白色〉

（多Ⅰ）
良 好 ？ ナデ

不明
S D －10 0

〝 〟

鎚 7 〃 （複）22・3 （残）13．8 Ⅳ
内外と も
補 色一明茶棚

色

3 1■1み lL桝出る．1ヨt ．旺
（多－）

（．11、

良好 瀾 毛目

ナチ 1′′ 69図 ． 44 丹 塗 り

3儲 〝 （複）31．2 （残）16．0 Ⅳ
内 外とも

褐 色一茶鴇色

（内 ）灰　　 色

（多1 ）
／／

刷 毛日

ナデ 〝 〝 〝

369 〝 （復）23．6 （残02 2．1 m b
輔 色

〝 ．刻 み 〝 70図

37 0 〝 （復）加 ．2 （残017一0 m
内外 とも

明茶 鵜色一淡
補色

や やあ まい ？ ナ チ 〃 63回 43 丹 塗 り

37 1 甕 （復）21・2 （残）26．2 Ⅳ
（内）茶 補色

（外）暗 褐色 の石英・ 長石
事母 （徹t ）

良 好 刷毛 日
〝 61図

372 ／／ 惟 ）17・0 7．0 Ⅳb
淡鶴色

（外面 一部 黒

鍵有 り）

拉（多t ）

暮母 （薇1 ）
〝 〝 〃 42

3 73 〝 惟 ）10．2 （残）13．5 I a
鼓 舞 ：

（多〉

婁 母（徹 1 ）
／／

増毛 日．ナデ
〝 55図

374 〝 14．2 （残）719 H c
（内）淡茶 褐色

一決灰鶴 色
（外 ）淡茶 補色

く
婁 母

〝
増毛 目

〝 59－回

37 5 ／／ 29 ・0 （残）13．3 II b
（内）淡鶴 色暗

鶴亀 （全 体 的

にスス付着 ）

（多）

書 母
〝 ナデ 〝 57図 言縁 一 部丹 塗 り

376 ．，．
翌 25 ．2 （残01 3・9 Ⅳ 淡補色

婁母 〝 ナチ 〝 72回

37 7 甕 （復）24一8 （残）13．1 Ⅳ
暗補 色 （外 面

は全体的に ス

ス仲♯）

細 砂， 2 －3 ■1大の 石

英・ 長石救 （多Ⅰ）
雲母 （徹1 0

〝
へラ磨 き

刷 毛 日． ナチ 〝 62図

37 8 〝 （復）25．6 （残）10．0 V b
淡 茶鶴亀 Ⅱ練 ．

一 部丹仲♯農
裁有 り

拉 （多）

婁母 （微t ）
〟 不 明 〝 ／／

379 d月1
1狂 （複）お ．6 慨 ）23．4 Ⅳ

（内0淡補色

（外）補色十時

補 色＋黒色

1．1前後の石英 ，長石

雲母 （徹Ⅰ） 〝
刷 毛日

〝 71図

38 0 〝 （複）部 ．0 （残）21．5 Ⅳ 内外 とも
淡鶴亀

錦紗 （石英． 長石）

精製 された粘土 劇 毛日 ／／ ／／

381 甕 （複）28．0 （残）9．5 I b 暗褐 色 赤色救
婁母

良 好 ナ デ
〝 舗 図

詣 2 壷 （復）22．8 （残）3．5 ⅣC
（内）茶棚色＋

暗鶴 色

（外）機長鶴色

〝
ナ デ

刷毛 自粛 〝 72図

諏 3 甕 26・4 （残015・2 II c
淡 茶補 色 （ロ

繚一部 に丹■
轟）

赤色拉 （多1 0
雲母 （徹1 ）

ふ つ う ナア
刷毛 自粛 〝 59図 －

調4 〝 （復）2 ．8 （残）14．0 m b
淡鶴 色
（外 ）茶 褐色＋

黒色

綿砂． 2 － 3 ．．大 の石

英，長石
書母

良好 刷毛 日

ナデ 〝 ㈲ 図

385 〝 （復）23．8 （残）17．8 Ⅳ 褐色
婁 母 〝

ナデ

増毛 目 〟 〃
（

386 ／／ （複）21．2 （残）13．3 I a
内外農鴇 色

内面全 体にス

ス仲♯

細 砂

書 母 〝
指オサ エ後ナデ
刷毛 目 〟 55図

お7 〝 27 ．6 （残）1117 Ⅱe
沈 ㌫ 豊 ・ 1 1・前後の石 英．長石

書 母（微 量）
〝 〟 61図 言縁 一 部 赤色 顔 料

388 〝 23 ．2 （残）11．7 ⅡC
（内）璃鶴 色

（外）晴穐色 十

黒色

11 前後の石 其，長石
書母 〝

眉 毛 日 〝 57図

測 9 〝 26．8 （残）18．2 I b
毘 悪 仲

（多）

婁母
〝

ナデ
〝 55図

39 0 〃 29・0 、 偵 01 4．2 I b
（内）嘲鶴色
（外0某鶴色 ＋

暗 鶴色

1 ．■前後 の石 英，長 石

（多）
婁母

〝
ナデ

刷 毛 目 〝 57図 42

3 9 1 l 2 6．8 （残015一5 I b
内外

淡鶉 色
赤色拉 ・

婁母． 丹■ りⅠ 跡
〝

欄 毛日 〝 部図 〝

392 〝 （都 28．0 （残）13．2 Ⅱb
（内）黒色

（外）職場色
赤色拉

靂母
〝

欄 毛日
〝 舗国 〝

Tab・18　出土土器一覧表－8
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遺物 登録番号 器　 種

法 ． 量 （Ⅷ ）

形　 式 色　 潤 胎　 土 焼　 成 調　　 甕 出土 遺構 F ig P L ． 備　　　 考

口　 径 底 径 器 高

840 9 0 0 3 93 甕 （復）2 1．2 （残）18・8 Ⅴ （内）赤褐 色
（外 ）暗褐 色

（多）

雲母

良好
刷 毛目， ナチ SD － 10 0 6 2図 42 口縁 一部 丹付 着

394 〝 （復〉2 8．0 （残）12．3 m b
茶褐色

ロ織部 赤褐色 雲 母
〝

刷 毛 目
指オサエ 後ナデ ／／ 60図

39 5 ／／ （復）26・8
（残）11．5

II b

（内）淡 褐色

（外 ）茶 褐色十

黒色

赤 色粒
雲 母

ふ つ う

指オサエ 後ナデ

〝 59図 42

3 9 6 〝 （復）25．4 （残）15，9 Ⅴ

lI巧0瑠 璃色十
黒褐 色
（外）黒 褐 色
（　 ス付有月）

石
雲母 （多量）

良好
ナア

〝 62回

39 7 ／／． （復）24・2 （残）9．1 II b

ス

（内外）

明徳 色 （多）
ふ つ う 不明 ／／ 60図

39 8 〝 （復）27．0 （残）13．5 I Ic

（内）黒色

（外）暗褐色 十

黒 色
雲－母

良 好 ナデ，刷 毛 目？ ／／ 58図

39 9 〃 （復）27．0 （残）15．4 Ⅳ

（内）暗褐色

（外）暗褐色，

スス付着
石 （多）

や や 悪 し ナチ， 刷毛 目 〃 62図

40 0 鉢 2 0 ．7 慨 ）10．5 I I a
（内）黒色
（外）暗補色 ＋

黒 色

細砂
雲母

良 好 刷毛 目・ナチ

へ ラミガキ
／／ 77図 丹 塗 り

401 甕 （復）34．2 1 1．1

（内）明褐色

暗 褐 色 （一部

スス付着）
雲母

〃
ナ デ，刷毛 目

刷毛 目後ナ デ
〃

402 〃 （復）28．0 （残）14．8 I b

明茶褐色外 面

胴部の一部 黒

葱 有 り

（多）
婁母

ふつ う 〃 56図

403 鉢 13 ．3 （復）6．6 1 8．9 ㎡

腸 2

量）

1 良好
刷 毛目

ナチ
／／ 81図 48

4 04 d r
翌

（復）27．6 （残）18．0 Ⅳ
鞘 賢

／／
ナデ，不 明

楷オサエ 後ナチ
／／ 68図 〝 突 帯 一部 丹 塗 り 1

40 5 ／／ （復）25．8 （残）18．0 Ⅲ
（内 外）

明褐色

0．h 前後

雲母
〃

ナデ，刷 毛日 〝 70図 ／／

40 6 ／／ 2 2．4 （残）13．7 暗茶褐 色 石 （多）
雲 母

／／ 刷毛後 ナチ

407 ／1 催 ）25．5 （残）16・3 Ⅲ
（内）淡 褐色

（外 ）淡 茶褐色 雲 母
〃 SD － 10 0 ． 66図 43 丹塗 り痕 跡 有

408 高杯 2 1．2 1 2．6 13 ．4 Ⅳ
（内外）明茶褐
色一一．鳩 色
ロ・．上 面噂茶
，■色

（多．月）

（多－）

／／ へ ラ磨 き 82図 丹塗 り

409 ／／ （復）14．0 11 ．6 1 5・2 Ⅳ

（内）暗褐色

（外）暗茶褐色

－灰 褐色

席 ） ／／

SD －100

（11 0の N o有 り）
84図 46 ／／1

4 1 0 ／／ （復019．3 （残）8．0 n l
内外 とも

明茶 褐色一淡
褐色 （徹 量）

や や あ ま い ナデ 後へラ磨 き SD －10 0 8 2図 ／／

41 1 』ゴ
翌

（復）27．0 （残）9・l Ⅴ
（内外）淡 白．鶴
亀
外 面田は．－・部
】■有性有

1鵬n前 後の

赤色粗
大粒食 容母　 自粛 母

良 好 ナ デ，刻み

刷毛 目
／／ 75図

41 2 〝 （復 ）24．0 （残）17．0 Ⅴ

（内）淡褐色

（外 ）淡 白 褐

色 ＋淡灰褐 色
雲母

〝
刷毛 巨，ナア ／／ 76図 丹 塗 り可 能性 有 り

413 鉢 9 ．4 － （残）L l Ⅳ
（内外）沃素鶴色
外面底一部黒薇

有

粒 （多）

雲母

ふつ う 刷 毛目

指 オサエ後 ナデ

S D －50

P －14
9 6図

414－ ／／ 8．4 臓 ）5・1 II

（内外 ）淡褐 色

外面一部 黒社

有
雲母

良好 刷 毛巨

ナデ

S D －50

P －22
／／

415 ／／ 7・3 （残）8．7 Ⅳ

（内）黒 色（全

体 ）（外 ）灰 褐

色＋黒色

（多）

白　 金雲母

ふ つ う
縦ナデ

SD －50

P － 9
／／

416 』，一望 4．6 （残）9．8 Ⅴ
（内）明茶 褐色

（外 ）暗茶 鶴色

1 m 前後

（多）

良好
へラ ミかキ SD －50

P － 6
9 7回 外 面 丹塗 り

417 壷 底 8．8 （残）13・8 Ⅳ （内外）
淡褐色

1 － 2帆前後

粒 （多）白　 金 雲母

／／
刷毛 目

ナデ

SD －50

P －24

彿 図

41 8 〝 （復 ）8．2 （残）9－0 Ⅲ
（内外）

淡茶褐 色

1 m 前後 ．

粒 （多）婁母

／／ 櫓オサ エ後ナデ

SD －50

P －19
／／

41 9 鉢 9．0 （残）10．3 Ⅲ

（内）淡 鴇色

（外）淡 白 褐
色 ＋黒褐色

雲母（微量） 〃
刷毛 目

ナチ．
． SD － 50 ／／

42 0 〝 7 ．6 （残）7．0 Ⅳ
（内）茶 鴇色

（外）暗褐色，
黒社 有

1 叫前後

粒（多）雲 母

〃
刷毛 目

ナチ
／1 ／／

42 1 〝 （復 ）14．2 （残）9・5 Ⅲ
（内）黒色

（外）暗茶鵜色
石

雲母

〝
檎ナ デ

／／ 97図

42 2 甕 （復 ）23．8 5．5 I Ia
（内外）

黒褐 色 雲母
〝 刷毛 臥 すデ 〃 57図

42 3 〃 （復 ）26．2 （残）6．4 I I a
（内）自褐色 十
，奮褐色
（外）lh色 十日
鳩 色

雲母 〝

SD －50

P －25
9 6図　 ′

42 4 ／／ （復 ）29．0 （残）7．4 m b
（内）黒褐色
（外）暗褐色 一

部農 斑有

石 （多）

雲母

ふつ う ナア・刷毛 日
S D －50

P －28
〃

42 5 ／／ （復）16．1 6．5 1 7．2 ㎡
（内外 ）

自茶褐色 （多）
良好 ナチ．刷毛 日 SD －50 〝

426 〝 （復）41．0 （残）9．3 II c

（内外）

嘲鴇色

ロ抜一部黒斑有
雲母 〃

ナデ

檜オサエ 後ナデ
〝 ／／

l

427 鉢 （復）20．2 （残）9・4 Ⅲ （内外 ）
淡褐色

1．．

石粒 （多）薯母

ふ つ う 刷毛眉

ナデ

SD －50

P － 8
9 7図

l

4 28 ． ／／ （復）14．4 （残）4．8 Ⅴ
（内外）

暗赤褐 色

細 砂 良 好 ナチ

へラみ がさ
SD － 50 ／／ 内外 とも丹 塗 り

429 〟 （復 ）14・8 6 ．3 Ⅴ

1 離合

長石粒 （多）雲母

ふ つ う 不明
SD － 50

P － 3
〝 49 黒斑 有 り

430 〝 （復 ）13．0 5 ．4 † （内）淡灰褐色
（外）淡茶褐色

（多）

雲母 （微1 ） －

／／
SD －50

P － 2
〝

43 1 高 杯脚 17 ．8 （残）13．8 Ⅴ
（内外）
淡茶 褐色
内外 西共■と化
・失伺．1月

（多）

赤色粒， 雲母

良 好
SD －50

P － 16
〃 46

4 3 2 碗 （復 ）12．6 8 ．8 Ⅴ 放 く多）
雲母

ふ つ う ナ ア
ナ デ後楷オサ エ

SD －50

P－ 1
〃

43 3 〝 （復 ）14．0 4．9

（外）暗褐色

外 面よ りやや
黒 い暗褐色

長石粒 （多）

害母

〝 ナ ア S D －01 10 2図

43 4 〝 （復 ）10．4 4．9
（内外）明褐 色
外 面一部農務

有

2．．

粒 （多）雲母

／／
ナ チ

拇 オサエ
SD －lO O 4 9

4 3 5 手づ くね 土器 （復 ）lI一8 5．1 （内外 〉

淡白鴇色
長石粒 （多）

婁母

／／
指 ナチ，構 オサエ

ナデ後指 オサエ
／／ 91図 〝

43 6 鉢 （復）15・5 （残08．8
（内外 ）
琵竃腸 ヒ鉄

ln 前後の

石粒

良好 ／／ 89図 〝

437 碗 （復013．6 5．2 7．2
lI瑠タ・－0
明茶鴇色
外面－1部員亀
有（り

1 坤

長 石粒．雲母 （徹 1 ）

〝
ナチ

構ナデ 後指オサエ
〝 80回 ／／

438 鉢 （復）15．0． 8．2 9・8 Ⅳ
（内外）

暗褐色 （多） 雲母
〝 〃 81図 48

4 39 ／／ （復）15．0 6．2 8 ．9 Ⅳ

（内外）

暗褐色
内面一部黒鍵有

1 帥前後

英粒　 雲母
〝

刷毛 目施工後檎ナ デ
〃 ／／

440 碗 （復 ）14．6 7．6 ′8 ．8 Ⅴ
（内）淡茶鴇色
（丹塗）

（外．）淡白褐色

（石 英・長石）多

雲母

〝
ナチ

指 オサエ後ナチ
〃 80図 49 丹 塗．り

441 鉢 5．2 （残）8．2

（内 ）淡 赤 褐

色 ＋黒褐色

（外）黒褐色

細砂 1 － 2m 大 の長 石

軋　 石英 粒

雲母

〝 〝

Tab・19　出土土器一覧表－9
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遺物登 録番号 器　 機

法　 Ⅰ （Ⅷ 〉

形　 式 色　 ■ 胎　 土 焼　 成 ■　　 甕 出土 遺構 Fig P L ． ．　　　 キ
口 径 底 径 器 高

840 7 00 4 4 2 喪 （残）13．5 Ⅳ － Ⅴ
（内）鴫茶褐 色

（外）暗赤褐 色

1－ 的檀 及び 2 － 3．．

大の石 英．長石
良 好 SD － 10 0 73回 45

4 4 3 〃 （残〉14・3 Ⅴ
（内出■．色
（外 ）－．働 l■
色 ．．色 →・．典
l犬・．色

111前後 及び 2 － 4一

大の石 英．長石粒
書冊混 入

〃 檎ナナ l／ 7個 ／／ 丹 塗 り

444 碗 （復）14．0 7．6 Ⅴ （内外）
頭褐 色 大の石 英社・長石 粒

書冊1■人
／／

悪 霊 豊琵 詳　 し、
〝 80団

44 5 鉢 （復）11．4 （檀）7．4 6．9 Ⅳ 暗褐 色
細砂 を含む書冊浪 人

〟
ナデ SD － 10 0

5 区 l 包
81回

44 6 碗 （復）17．6 （複）7．0 9．8 Ⅳ

（内）淡白灰穐色

（外）淡 白庚 鶴

亀十枚榊旭 入

〃
指ナア

SD － 10 0 80回 48 丹 塗 り

44 7 鉢 （複）20．0 （複）5．6 8．6 Ⅲ
（内外）茶褐 色

（外〉ロ■部 に
■化鉄

1．．前後 及び 2 － 5■．

大の石 英蝕．長石 粒
食義母 混入

や や 惑 い ／／ 81図 47

4 4 8 碗 （複）20．0 （残）9．0 Ⅳ （内外）赤鶴亀 細砂 を含む 良 好 〃 80図 丹 塗 り

449 鉢 （復）20．0 （復）8．2 9．2 Ⅲ （内外）淡褐 色 一美粒 多い

微量の書 冊

／／
目の細 い刷毛 目

ナア 〝 81図

45 0 〟 （復）25－．0 （復）10．0 9．5 （内外）確赤褐

色 ＋淡赤褐 色

1．1前彿 及び 2 － 3■■

前後の石 英．長石
事母混 入

／／
ナア （全面丹 ■り）

檎ナデ

SD － 10 0

1 包
丹 塗 り

451 〃 （複）19．6 （復）7．0 1 1．8 （内外）淡白鶴亀
砂粒 及 び 2－ 3 ■．前後

の石英． 長石
婁母混 入

／／
刷毛 日 SD － 10 0 77図

45 2 〃 （復）6．4 （残013．3
（内外）淡白鴇色

外面一部農鶉有 を多 く・ 書母漁 入 〟
刷毛 目
刷毛 日（後 ナア） 〃

／

453 甕 底 7 ．2 （残）13－2 II

（内）淡赤鴇色

（外 ）淡 赤 褐
色 ＋．色

石英・ 長石粒
書母混 入

／／
刷毛 日

ナア
〝 92図 丹 塗 り

454 甕 （復）28．0 1 5．1 II c （内）淡赤褐色
（外）淡茶補色 石粒 を多 く赤色粒 も含

む　 金露 母漁入
／／

ナデ
〃 56図

45 5 1 1
璽E （復）25．4 （残）11．7 Ⅳ

（内外）淡明赤

褐色 粒 を多 く倉 t■11 の1月母
l■入

／／ が残 る 〝 72図

45 6 〟 （復）31．0 （残）14－7

（内）1炎．．色 ＋
1炎 ／■ ．■　色
（外 ）噸）嶋田邑
（外t耐えス）

金婁母 ／／
指ナデ （檎）刷毛 目

／／

457 〝 （復）31．8 （残）18・7 Ⅴ

（内）晴．■色
（列．）．．褐色 十
l■色
外l覇スス

大の石 英，長石粒
／／ 〝 72図

45 8 〃 9 ．8 （残）13・0 Ⅲ
（内）明褐色
（外）明褐色 十

赤櫓 色

石粒

食婁母 混入
〝 〃 73図 45

4 5 9 〟 9 ．4 （残）10．0 Ⅰ

赤褐 色（外 ）

赤補色 ＋明褐

色

細砂及 び婁－母 ／／ 〝 l 〃

46 0 〃 13 ．4 （残）12．0 Ⅲ

（内）暗 褐色 十

赤褐色
（外）赤 褐色 婁母

／／ ナデ 〃 〃 〝 丹 塗 り

461 ／／ （復）14・0 （残）11．0 Ⅲ
（内）培 赤 褐

色＋明 褐色
（外）赤 褐色

m 前後の石 英，長石 ／／ 〝 〃 〃

462 ／／ （復）11．0 （残）13．0 ㎡
（内外）明赤褐

色

11・前後 の石英．長 石

婁母混入 ／／ 檎ナア 〃 〟 〃

463 ／／ （復）7．6 （残）10．0 Ⅲ

（内外）明赤補

色

ロ■部 丹塗 り
婁母混入

〝 〝 〃 ／／

464 ／／ 12 ・3 （残）10・6 Ⅴ （内外）淡白補
色

2 － 3■■大の石英粒

長石粒 多t
金靂母混 入

／／ 檎ナデ 〝 75図 〃

46 5 〝 （残09．9 ㎡
（内）暗 灰 褐
色＋茶 褐色

（外 ）明 赤褐色

1 鵬的後 の石英，長 石

金婁母混 入 ／／ タテナデ 〝 74図

46 6 〝 10 ．4 （残）7．9 Ⅳ
（内外〉淡白褐

色
粒多1

／／ 〝 ／／

467 〝 8 ．4 （残）8，2 Ⅳ （内）淡 赤褐色
（外 ）赤 褐色 大の石 英救 ，長石 粒多

い．白露 母混入

／／ 横ナデ．刷 毛 目 SD 一 10 0 （谷 ） ／／

468 ／／ （復）16．0 8．3 2 0 ．5 Ⅳ
（内）赤 鵜色十

明鴇色
（外 ）赤 褐色

石粒及 び赤色拉

橡t の婁 母
／／ 檎ナア

SD －10 0 8 5図

46 9 ／／ （復）14．0 （残09・6 Ⅲ
（内）淡 赤褐色

（外 ）赤褐 色 色粒．雲 母混入 ／／
ナデ．檎 ナチ
強いナデ

SD － 10 0 （谷 ） ／／ 45

4 7 0 ／／ （復）15．4 臓 ）10．0 Ⅳ

（内）灰褐 色十

明褐色

（外 ）淡赤 褐色 色粒．婁母

〝
タテ方向 のナデ

SD －10 0 79図 丹 塗 り

471 〝 16．1 5．6 1 7 ．2 II
ナデ

85図

47 2 〝 （復）17．0 （残）8－5 Ⅲ

（内）淡 明茶褐

色

（外 ）淡 白褐色

細砂及び赤 色粒 良好
横ナデ

S D －10 0 〟

47 3 〝 （復）15．6 （残）12・8 Ⅳ

（内）暗 灰 褐

色十暗褐 色
（外 ）暗赤 褐色

細砂を含 む

雲母混入
／／

左方向へ のL lr り
〝 73図 丹 塗 り

474 －／／ （復）22．0 （残）12． Ⅴ （内外 ）淡 褐色
微 Ⅰの雷母 混入

／／
不明．ナ デ

〃 74図

47 5 ／／ －（復）31．0 （残）7．3 Ⅴ
（内外 ）淡 灰褐
色

一部丹塗 り 雲 母混入
／／

ナチ・不 明
横ナデ，刷 毛目

4 区

S D －10 0
75図 丹 塗 り

476 〝 （御 23・0 （残）9．6 Ⅴ
（内）明褐 色

（外 ）暗褐 色
雲 母混入

／1

刷 毛目ナ デ

形後ナデ
〃 ／／

477 〝 （復）28．8 （残）12・7 Ⅴ （内外 ）淡 白褐
色

〈含　 白雲母
〝 横 ナデ 〃 76図

47 8 壷 蓋 （復）30．8 慨 ）10．3
（内）明 赤 禍
色十職場 色十
題1色　 （外）明
赤．■色

〝 刷 毛日．棟 ナア 〃 86図

47 9 ／／ （復）25．0 （残）5．5
（内． 外）暗褐

色＋明褐 色 長 石粒多 く赤 色粒 も含 〝 〃

480 ／／ （残）6－7 （内）暗褐 色

（外）明鴇 色
粒 を多 く含 む

雲 母混入

〝 〃 86図 46

4 8 1 〝 （残）6・7 明褐色
含

〝
横 ナデ，刷 毛目

ナデ，へ ラナデ
〝 〝 〃

／一一　482 〝 （残）6．5
（内）灰褐 色

（外）淡茶 褐色
大 の石英．長 石粒

雲母 混入
／／

横 ナデ
指 ナデ

へ ラナデ

〃 〃 〃

483 〝 （残）7．2 （内）淡茶鴇 色

（外）淡灰褐 色
粒 を多1

雲母 混入

ふつ う 横 ナデ
〃 〃

484 〝 8．4 （内外 ）赤 褐色 粒 を多．
婁母 混入

良好
ナデ

〃 〟 裾 径 15 ．6　 丹塗 り

485 〝 （残）5・2
（内）暗褐 色

（外）赤鴇 色
長石

金雲 母浪人
／／

棟 ナア
〃 〃

486 〝 （残）6．1
（内）黒褐 色

（外）明褐 色＋

黒 色
石 多く雲母混 入

／／ 〃
ヽ 〟

487 つh．璽 （残）3．5
（内）明赤鴇 色

（外 ）暗 赤 鴇
色 ＋明赤褐 色

粒 ／／
ナチ．，檎ナ デ S D －10 0

P － 10 8 1包
〃

48 8 壷 蓋 2．4
（内）明褐 色

（外）赤褐色
母浪 人

／／ S D －10 0 8 5図 46 径 15・0

48 9 ／／ 1．4

（内）明褐色

（外）明褐色 十

赤褐 色
粒 多1 ．赤色粒 ，雲母

〝
丹 ・残 り 〝 86図 〝 丹 塗 り　 径 11．9

49 0 〃 1．6
（内 ）略 鴇 色

（黒渡有 ）
（外）暗赤褐 色

細砂 ，雲母混 入 〝 ／／ 〝 丹 塗 り　 径 11．2

Tab．20　出土土器一覧表一周
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遺脚 番号 器　 種

法　 皇 （皿 ）

形　 式 色　 調 胎　 土 焼　 成 調　　 甕 出土 遺構 F ig P L ． 備　　　 考

口　 径 底 径 器 高

840 7 00 4 9 1 蓋 3．3
（内外 ）暗赤 鶴
色

外面丹塗 り

1．■前後石英・ 長石粒

雲母
良好 ナデ SD － 10 0 8 5図 46 径 15 1 4

4 9 2 〃 1．1
（内）褐色

（外）暗赤褐 色

細砂

雲 母
／／

へラ ミがキ
楷オサエ ．ナデ

〝 〝 〃　　　 ㎡径 11．3

4 9 3 ． 〝 1・5

（内 ）暗褐 色

（外 ）暗赤 褐色
（丹 塗）

細 砂，金雲 母
赤 色粒 〝 へラケ ズ10

〝 〝 （復）径16

49 4 〃 （残）1．4 （内外）明 褐色
細 砂

雲 母 ／／ ナデ 〝 〝
径10．0

4 95 手 づ くね 土器 ．4 ．8
（内）囁け■色＋
赤色
（外 ），奮．．色＋
赤色　 丹。■り

（多）

雲 母

〟
ナア 一

指 オサ エ
〝 91図 46

4 9 6 〝 10・7 5．6 6 －0

（内外）暗褐色

外面一 部黒亀

有

0．5■1前後

粒（多） 婁母

〝
指 オサ エ
指 オサ エ後ナ デ

SD 一10 0

P －10 8 1包 ‘
49

4 9 7 〝 6．8 4．2 （内外）暗補色

1m 前後

（多） 書 母
〝

指 オサエ後ナ ア

ナ ア
S D －10 0

4 9 8 高坪 18 ．5 （残）4・9 Ⅴ 明褐 色
1．．前 後

石粒 （多） 雲母

〃
ナ ア

〝 －84図 鹿 部一 面 丹塗 り

499 器 台 10 1 1．5 8．0 Ⅴ 暗褐 色

1勧前 後

粒 （多） 雲母

〃 掬 オサエ， ナデ ー SD － IO O l 包 朗 周 47

5 0 0 〝 （複）18 （残）12．9 Ⅴ
（内外 ）

暗鴇 色

1榔 前後

石粒 （多Ⅰ ） 雲母

／／
檎 及び斜め のタタ キ
刷 毛日

5 区 Sb － 10 0 1包 〃

50 1 ．d，璽 18 （残）9．7 Ⅴ 明灰色欄色

1■巾前後の砂粒

石粒

ふつ う 、
横 ナデ

SD － 10 0 6 9図－

訓 2 高 坪 （復）14・9 （残）7．3 Ⅴ

監 1 1

右粒 （多量）

雲母

〝 ナデ 〝 8個

50 3 〃 （復01 9 （残）18．6 Ⅴ 灰褐色 ／／
ナデ．暗 文

1／ 〃 丹 塗 り痕

504 手づ 〈ね 土器 （復 ）8・0 3 一5
（内外 ） 明褐

色　 外面 一部

黒塩有

粒 （多）
雲 母

良 好 指オサ エ 〝 89図

50 5 ／／ 8．4 5 ．7

（内外）明茶褐
色　 外 面一．部
．12瞳有 り
教化 爽・M－2月

細砂

2 1．大の石 英，長石 粒
雲母

〝 ナデ
〝 〝

506 〝 （復 ）8．0 5 ．9
（内）明庚 鶴色

（外）灰 褐色

細砂 、
〝 鹿部一部 素姓有 り ／／ 90回

50 7 碗 （復 ）8・6 5．7
（内外）暗茶褐

色
1 m 前後砂粒 （多） 〃 ナデ 〝

508 手 づ くね 土 器 （複 ）8．1 6．7

（内）暗 灰褐色

（外）暗褐色 十

黒色

細砂
金雲母 〃 指 オサエ後ナ デ

SD －10 0 鮒 図

50 9 ／／
彿 08．4 3．6

（内）淡黒色
（外）暗鴇色 十

黒色

1．，

石粒 （多）

〃
ナデ

／／
91－回

51 0 〃 8．8 5・3
脛 鑑 誓

長石粒 （多）

白書母

〝 〟 90図

51 1 ／／ （復 ）9．2 4 ．4 6．8

（内外）

明 褐色 、外 面

一 部黒斑有

1叫前 後

（多）自雲母
〝 棺 オサエ後 ナチ

〃 〝

512 ／／ （復 ）8．5 5．0
（内外）

淡 褐色 雲母 （微1 ）
／／

指 オサエ

楷 オサエ後 ナデ
〝 91図 左 右 に把 手 がつ く可 能性 有

513 高 柳 凱 7．2 （残）6．4
（内外）茶褐色
（底内）灰色

外面一節丹付着

石粒 （多）

自雲 母（少量）

／1
ナデ

／／

514 〃 6 ・8 （残）6．2 明赤褐色
2・1

（多量） 自雲母

〃 ナデ ／／
一 部 丹塗 り痕 跡

515 〃 4．8 （残）3，6
（内外 ）

明鴇色 粒 （多Ⅰ ）
ふ つ う 不明 〝

516 〝 3．5 慨 ）3．6 （内 ）明灰 褐色
（外 ）明鴇 色

長 石粒

雲 母（微 ■）

良 好 ナデ 〝

517 d b
窓

10．2 （残）3．9 Ⅲ

（内外）
1 m 前後の 石菟1 長石

／／ ／／ 85図
言緑 4 ケ の孔 を もつ

暗褐色 十時赤

褐色
雲 母（微 量） 丹 塗 り痕 跡有

518 ／／ （復 ）10一0 （残）5．9 Ⅲ

明褐色 十暗褐

色 （外）黒鴇

色 十赤褐色

細砂
〝

へ ラミガキ
ナデ

／／ ／／－ 丹 塗 り

519 ／／ （復 ）10．2 （残）6一5 Ⅳ

（内外）

明赤補色
外面一部黒亀有

石粒
ふ つ う 楕円文 ／／ 79図 47 丹 塗 り痕 跡残 す

520 ／／ （復 ）13・8 （残圧 7 Ⅲ
（内外－）明赤．■
色
【コ．・外面丹長月
り

雲母 （微量）
良好 ナ デ 〃 85図

52 1 ／／ （復 ）11．0 （残）2・6 Ⅲ

（内外）明赤 鴇

色＋黒色

言織一節黒教有

細砂 （良質粘 土使用 ）

雲母
／／ へ ラ ミガ キ 〃 79図 丹 塗 り土 器

522 〟 （復 ）8．0 （復）3．8 （残）8．7 Ⅴ

（内）明褐色

（外）赤褐色 ＋
暗 褐色 金雲母

〝 〝 74図
一 部 黒斑 有 り

外 面 丹塗 り

523 〝 （復 ）10．0 （残）6．0 Ⅳ （内）明褐色
（外）暗褐色 婁母 （牧童 ）

／／
横 ナア

／／ 79図 丹 塗 り痕 跡 残

524 ／／ （復 ）5．6 （残）7．6
（内）P奮褐色 ．土
明褐色
（外．）ゆl地 島十
．1色

（多）

金雲 母

〃 ／／ 74図
内面酸化鉄付 着

外 面一部果敢 有

丹塗 り痕跡有

525 ／／ （復）11．4 （残）3．7

（内）明褐 色

（外）明地 島＋

赤褐色

細砂

金雲 母
1／ 〝

口縁 部 2 十 2 の孔

丹塗 り土器

526 ／／ （復）10．0 （残）3．0 Ⅲ

（内外 ）

明褐色 ＋赤褐
色　 －

雲母 ／／ ナデ ／／ 85回
口綾 部 2 ヶの 孔

丹塗 り土器

527 〃 （復）10．4 （残）5．5
（内）暗褐 色
（外 ）暗褐 色＋

暗赤褐色
金 雲母

／／
5 区

SD －10 0 1包

ロ織部孔 をもつ

一部黒薇 有 り
外面丹塗 り

528 〝 （復 ）11－．6 （残02・7 m
（内外）明赤鶴

色 （多）
／／ ナデ SD －10 0 8 5図 丹 塗 り痕 跡

529 －／／ （復 ）11．5 （残05．5 Ⅳ

（内外）

暗褐色 十赤褐

色

1 血前後

石粒 （多）

〃 指 オサエ後ナア
〃 79図 丹 塗 り土 器

530 ／／ （復）8．2 （残）5．0 Ⅳ

（内外）

暗褐色
外面一部黒赦有

細砂

石粒　 金雲母
／／ ナデ 〃 ／／

531 杓 子状 土 器
（内外）

茶鴇 色
粒 （多）

雲母

／／
外面 ，刷毛 日

〃

532 器 台 （復 ）10．4 12 ．6 1 3．0

（内 ）明 赤 褐

色 十灰褐色

（外）明赤褐 色

石粒 （多量）

自雲母

　 〝
ナ デ

Pit－26 8　 － 100図 47

5 3 3 甕底 （復）7．0 （残）10．1 Ⅳ
（内）暗茶褐 色

（外）暗褐色
石粒 （多）
金， 自書母

ふつ う 刷 毛目 Pit－ 11 2 6 ／／

53 4 鉢 （復）13・6 （残）13．0 Ⅳ
（内外）明茶 褐
色 l‾外面一 部

異 姓有 り

粒 （多量）

雲母

／／
SD －50

P －15
9 6回 47

5 3 5 ．■ゴ
笠

（復）7．0 （残）5・7 Ⅲ
（内）明茶褐 色
（外）茶褐色 ＋

薄 い灰色

石粒

自雲 母

良好 刷毛日 Pit－ 29 8 1 0 0図

53 6 〃 （復）11．2 （残）19．3

淡灰褐色

外 面一部 に黒

こ粧有

1 ．．前嬢

粒 （多） 金， 白雲母
／／

刷毛 目

ナア

SD － 50

P －21

5 3 7 鉢 （復）6．6 6．6 7．8 白梅色 ・ （多） ／／
ナデ

横ナデ
P it－410 1 0 0図

53 8 手づ くね 土器　　 5 ．5 1・7 3 ．9
（内外）

明褐色

1 m 前後の砂 粒

雲 母
ふ つ う ナデ P it－11 56 1 0 1図

53 9 甕 （複 ）24．6 （残）18．3 Ⅳ 暗褐色 （多）

雲母

／／ ナチ， 刷毛 自 P it－11 2 6 10 0図

Tab．21出土土器一覧表－11
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遺蜘 書号 馨　 穐

法　 Ⅰ （鴻 ）

形　 式 色　 ■ 胎　 土 焼　 成 ，　　 甕 出 土遭 ♯ F ig P L ． ．　　　 考

口 径 戚 径 馨 ホ

840 7㈱ 別0 縛 台付 鉾 （1）16．8 1 2・4 15・7 （内〉れ 白． 色
（外〉嘱． 色 蝕 事■

ふつ う ・P it－16 1 1㈱ 団 47

封1 甕 （複）2 10 （残）6．7 （内0茶． 色
（外）白茶嶋 も

多い

書 母漁入

良好 ・ナナ Pit－2リ8 〝

封2 土師 馨 膿 ）7．8 （璃）2．6
（内外 ）嘱 ■色

相 杭相 川 鷹

．秒 及び赤 色社会．

事 母事い
ふ つ う 柵ナヂ Pit－11 8 4 10 1団

封3 〝

l一

（1 ）6・0 （残）1．0
（軸鵬 ・鵬

㈱＝潮田 田地

．砂 粒．赤 色拉

暮 傭書
〝 P it－20 1 6 〝

544 〝 （⑪ 8．？ 6．0 1 ．4 1内外 ）

やや1 い．色
． 砂粒及 び事母 〝 Pit－20 5 2 〝

545 糸切 皿 （復）9・5 （残）l・4
（内外 ）や や1

い補色
長石少 し含 む

多Ⅰの食事 母
〝 〝 〝

546 書繊 （複〉6．2 （残）5．3

やや－．い
仝恥 こ■ ■．柵ナ ナ

Pit－ 20 3 9 〟

封 7 須 恵器 i （残01．4
刑絶つ1舶

やや白っぽい灰色
．砂粒子 良好 檎ナナ Pit－20 4 6 ／／ 舗

封 8 糸切 皿 （枚）8．8 1．1 （内外）明 榊
色

び赤色拉

書母混入
／／ S K －01 ／／

54 9 〝 7・4 （残）1．3
（内外〉明榊

色
．砂及び赤 色蝕，書母 l／

ナア
板状工員 での切 おと し 〝 〝

5馳 〝 （複）11－8 9．0 2－6
（内外）疇茶鴇

色
．砂及 び暮 母 〝 ナヂ 〟

551 内 墨土 器 （残）1－3 灰鳩色

慮節黒 色
．秒及び1 母 〝 ナデ SD － 11 3 1 02 図

55 2 〝 （複）7．5 （残02．9 （内）ヰ 農色
（外）灰 補色 ぴ■母 11

ナチ

へ ヲミオキ
SD －20 0 ／／

55 3 黒 色土 器 （複）7．6 （残02．0 （内外）農色 ・秒及 び事母 ふ つ う 〝 〟

554 須 恵器 杯 （複）10．0 （環03．7

（内）榊 色＋

灰穐色

（外0灰 補色

．砂

2 ．1大の石 英社少1
良 好 〟 〟 50

5 5 5 青 白蟻 （勧 7．2 （残）3・0 溝い暮 色
を全体に 為す

／l 〟 〝 〝

5弘 白磁 鵬 （復）16－0 （残04・6 白色
な．を■ す 〝 〝

557 白磁 皿 （複）5．6 （残00．7 淡奪 い灰色

してあ る
〝

5弘 青磁 皿 （復）6．6 2 ．1 瀧淡緋 色 線色の ■を施 す外 面底

本■呈

艮 S K －0 1 1 0 1図 馳 内面 見 込み 部 分 に櫓 描 文

559 白線 楓 3．－1 （残03．0 ．淡 い オ リー 1 色 良 好 SD － 118 1 0 2図

56 0 青 磁の 底 6．0 （残）2．0 淡 灰 白色　 － SD － 11g 〝 50

％ 1 把 手 （縄 目
細砂 及び 2 － 3－ の石

発粒．長 石拉

金書母 混入

良 好 SD － 20 0 ／／

弘 2 青磁 碗 （残01－8
灰色

釉は溝 くすん

だ線色

〝 95図 50 印文 （金 玉満 堂 ）

・ 弘 3 〝 （残02．5 釉は淡 自書色 〃 〃 満 吉鰍 ま柵 まか かっ て な い

弱 4 育 白磁 （残03．8

まで絶 釉
故畿 施欄 〝 〝 49 満 吉内 面 は釉 は かか って いか －

舗 5 土 製投 弾 SD － 10 0 ／／ 4．9 ×2・5

5 6 6 ／／
SD － 10 0

第 1 包含 層 5 区
／／ 1．6 ×1．4－

舗 7 平瓦 SD － 20 0 1 0 2図 50

5餌 ／／ 〝 〝 〝

569 九 瓦 〝 〝 〝

570 平 瓦 〝 〝 〟 1

57 1 〝 〝 〝 ／／

572 〝 〝 ／／ ／／

573 土 製 晶 －鎧 P it－20 17 1 0 1図

57 4 鉢 （復）20－0 7．8 1 6．5 ㎡ － Ⅳ （内外）淡白補
色

多 く含 む

白露母 混入

ふ つ う
SD － 50

P － 2
9 6図

57 5 壷 Ⅳ

（内0時黒褐色

（外 ）淡 白 補

色 十黒色
粒 を含 む

SD －100 7 3図

57 6 〝 （復）22．2 （復）7一7 3 1．0 ／／

57 7 器 台 12．1 1 1・g 〝

57 8 甕 35 ．7 （残）20．0 〝 42

2 0 0 1 鋼鍵 （内）赤色顔料

（外） れて出 土
〝 126図

20 0 2 鉄環 95図 51

2 0 0 3 －　鉄 ＝ S D －11 9 〝

20 0 4 鉄 ＝ P it－20 5 2 〝

20 0 5 土建 〝

20 0 6 ガ ラ ス玉 コバル ト．ブル ガ ラス小玉 ／／

200 7 ／／
コバル トブ ル

か ラス小玉 ／／

Tab・22　出土土器一覧表－12
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3）木器 久保寿一郎

木器はSD50およびSDlOOから多量に出土しており、総数は約2000点にのぼる。その内容も、

農具、工具、漁扮具、生活用具などから運搬具、建築材にいたるまで大小多岐にわたっている。

実測は小形の製品を中心として237点のものについて行った。本項ではそれらを全て図示し、器

種ごとに報告を行う。基本的法量については一括表示している（Tab・23－27）。

農具（第103－108、110図）

農具は作業内容により起耕具、整地具、収穫、脱穀具、補助具などに分けられる。これ．らを

基準として、出土農具を分類した。

起耕具には鍬25点、鋤9点、鍬類着柄具2点、ナスビ形農具着柄具1点がある。鍬類には平

鍬と又鍬があり、又鍬には二又、三叉、四又のものが確認される。平鍬は、平面形によりいく

っかの種類に分けられるが、いずれも方形柄孔を有し身部の表面に段差を作り出すことで共通

している。1は頭部から刃部にかけてゆるく外湾しており、4．5cmX3．7cmの柄孔を有する。柄

孔周囲はやや厚手に作られている。1以外のものはいずれも頭部から刃部にかけて内湾してい

る。5は推定長28cmX幅18cmで、4・8cmX4．0cmの柄孔を有する。変形のためか、刃部がやや外

反している。3は頭部から刃部にかけての湾曲度が特に強いものである。4：3cmX3・6cmの柄孔

を有する。12は破損が著しく頭部を欠損している。推定柄孔幅4．2cm。7は周囲の稜線が明瞭に

残る最も厚手の平鍬で5．2cmX4・1cmの柄孔を有する。推定器長30cm程か。4は頭部を欠損する。

柄孔幅3．5。m。これらは全て刃部端から全長の1／3前後の部分に段差を有している。側面的に

は、頭部から刃部に向って徐々に薄く加工しながら、この部分で山形を呈し、再び刃部端に向

って薄く加工するものである。このような段差の存在は、金属刃の装着を想起させるものであ

る。また2は両肩の部分が三角形状に薄く加工されており、先述のものとは別の方法による金

属刃の装着が考えられる。5．6cmX3．6cmの柄孔を有する。推定最大幅17．6cm。23は平鍬の刃部

片である。端部から約7。Ⅲの部分に段差を有する。16～18は刃部を欠損するが、いずれも平鍬

の頭部と思われる。16は3や7に類似する形態である。推定最大幅約16cm、で推定3．7cmX3・O

cmの柄孔を有する。17は柄孔周囲を楕円形状に厚手に作る特異な形状をなしている。推定4．6cmX

3．5cmの柄孔を有する°

叉鍬は、いずれも方形柄孔を有し、Ⅴ字状の切り込みによって刃部を作り出すものである。

二又鍬は、いずれも幅狭で長胴である。14は刃部長31．5cm、刃部幅2・8cmで、4．0cmX3．6cmの柄

孔を有する。9は推定最大幅約13cmで、5．7cmX3．5cmの柄孔を有する。15、22は破損が著しい

が、いずれも二又鍬と思われる。22は頭部端をやや尖頭気味に加工する。柄孔は推定6・0cmX3．

5cm°15は収縮変形が著しい。13は残存形態より三叉鍬と思われる。推定最大幅17．0cm、刃部は
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長さ32．5cm、幅2．1cmを計る。細身、薄手の作りで、全体的に湾曲している。8は側面全体に加

工痕が残る厚手の作りのものである。11は収縮変形が著しい。10は四又鍬である。中央の刃部

間はコの字状に加工している。推定最大幅、約18cm、刃部は長さ16．9cm、幅2・5cmで、5．9cm×

4．0cmの柄孔を有する。90、102は又鍬の刃部片、また19－21、92は鍬類の頭部片である。19、20

はいずれも頭部を尖頭気味に作り、19は5．2cmX3．6cmの柄孔を有する。20は推定幅4・Ocmの柄孔

を有する。

鋤は長柄鋤と着柄鋤に分けられる。6、25、28、30はいずれも平鋤である。25は刃部を含む一

部を欠損し、収縮、変形している。柄は径3．7cmX2．4cmを計る。28は径2．8cmX2．4cmの柄部が

50cm程残存する。身は内湾し、肩部をコの字状に作り出している。24はU字の握部を有する鋤の

柄である°径3・1cmの柄部を50cm程残し、特に握部の加工痕は明瞭である。93は肩部を作り出す

二又鋤である。刃部は深く切り込み、幅7．7cm断面をⅤ字状に加工している。残存状況より着柄

鋤として使用されたものか。表面および側面に加工痕が残る。81・209ともに小片であるが93と

同形態のものの一部であろう。ともに加工痕が明瞭に残る。26は肩部をコの字状に作り出し、

身の周囲を一定幅で厚手に作るものである。柄部が伸びてゆくものと思われる。推定最大幅約

15cm。

整地具としては杁と把が各1点出土している。32は杁で4．0cmX3・7cmの方形柄孔を有し隅丸

長方形状の身部を刃部に向って薄く加工している。加工痕が良く残る。31は把で幅広、薄手に

作られており、やや変形している。4，0cmX3．5cmの方形柄孔を有し、長さ3cm程の刃部を10基

内外作り出していたものと思われる。

着柄具と思われるものは欠損品であるが2点（95、96）出土している。また73は枝分かれ部を

利用したナスビ形農具の柄と思われる。枝部を柄とし、全面に丁寧な加工がなされている。ま

た85は用途不明品であるが、形態的に泥除け具としての機能も想定され、馬具－として分類して

いる。表面および側面に細かな加工痕が残る°　　　　　　　　　　　／

収嘩・脱穀具に含まれるものとしては、堅杵が8点出土している。全て片側のみの残存で、

鴇部と握部の境が明確な稜をなしているもの（35－37、41）と、そうでないもの（38

られる。端部を有するものはいずれも著しい使用痕が残り、特に35、36は凸レン

）とに分け

をなして
／

いる。39－41は部分的な欠損、摩滅が著しく、1不整形をなしている。また195Ⅲ1／2以上が欠

損するもので、握部が特異な形態を残している。推定摘部径約9cm。

工具（第109、110、112図）

工具には槌、斧柄類、編み具などがある。

槌は大小11本が出土しており、いくつかに分類することができる。大形のものは6点ある。

いずれも槌部と握部の境が明確で、加工痕が良く残っている。特に42、44、46、などは加工痕
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の稜が槌部と握部の境を形成している。また44、46は槌部が短い。45は断面が楕円形を呈し、

破損が著しく、一部に焼痕が見られる。48も破損が著しいが、残存部は使用により内湾してい

る。また、いずれも握部端は欠損している。194は不整形で加工痕も明瞭に残っており、加工途

中のものとも思われるが、形状や木取りにより槌類として分類した。49－52は小形で細身の槌

である。いずれも硬質の材を用い、表面は丁寧な加工が施されている。49、50、52は槌部と握部

の境界が比較的明確である。51は槌部から握部へとゆるやかにつながり、握部中央を最も細く

加工しており、また端部に半円状の凸部を作り出している。また49の端部にも、少し摩滅して

いるが、これと同様のものが確認される。

斧柄類は9点出土している。いずれも木の枝分かれ部を利用し、枝部を柄として加工してい

る。完形品は少ない。66は長方形状の凸部を作り出し、鉄斧を装着したものと思われる。径3

cmの柄が20cm程残存する。91は台部の先端が欠失するが、背部と上部を面取りしている。柄部

は樹皮を多く残し、径2．8cm、長さ40cm余で完存している。67は一部に樹皮を残すが、台部背面

は特に丁寧に加工されている。また、柄は台部に対してやや斜めに伸びている。68は全面に加

工痕が残る。

編み具としては編み板の断片と思われるものが出土している（236）。破損、摩滅が著しく明確

にはしえないが、同一固体と思われる2片の板材があり、1点は約6cm間隔で2ヶ所の刻み自

らしきものが確認される。

漁捲具（第111図）

漁扮具では、手綱の柄ならびに枠が数点出土している。ここでは舟形木製品も加えて報告す

る。58は柄の端部と粋の一部を欠損するが、推定径30cm程の粋を有すると思わ咋る。把手部は

全面にわたって細かく丁寧な加工がなされている。59は把手である。頭部と握部は明確な段差

により区別されており、端部は断面Ⅴ字状に、また裏面は平坦に加工されている。60－63は粋

の断片である。61－63はいずれも径1cm強の材を用いて断面円形のまま使用している。60のみ

やや太く、内側は平坦に加工している。また一端には加工痕が残る。

舟形木製品は2点出土している。いずれも一端のみの残存である。74は触部を、75は櫨部を

それぞれ残すもので、ともに断面はゆるいU字状をなし、内外面ともに稜線は認められない。ま

た船底はそれぞれの端部に向ってゆるやかに反り上っている。74は舷側部が残存しており0．5－0．

8cmの平二坦面を有している。75は櫨部に平坦面を有している。また両舷側が欠損しているが、推

定最大幅14cm程と思われる。両者ともに全体の1／2－2／3程を残すものと考えられ、船艦を

区別した形態であったと思われる。

生活用具（第112、113図）

生活用具としては、槽、容器、杓子、その他を分類している。
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槽は把手付のものが2点出土している。65は破損が著しいが、細身でかなり長胴のものと思

われる。横断面は、内面には稜を有するが、外面は弧状を描く。把手は現状で10cm程を計るが

かなり磨滅しており、穿孔は両側からの加工が認められる鹿部厚は平均3cmを計る。64は、中

央やや把手部寄りに仕切りを有するものである。内部は浅く、側壁は仕切りを境として把手側

はゆるく、反対側は稜をなして立ち上がる。内外面とも磨滅が著しい。把手は長さ6cmを計り、

3・5cmX2．0cmの楕円孔を有する。内外面とも磨滅が著しい。鹿部厚約3cm°

容器は5点出土している。76は鹿部を欠損しており形状は不明であるが、推定器高9cm程の

ものと思われる。言緑は約1cm幅の平坦面を有している。言縁直下に一ヶ所凸部を有するが、

把手状のものになるかは不明である。80は平面観が楕円形で丸底を呈するものである。言縁は

0・5cm程の平坦面を有する。内外面とも加工痕が良く残っている。77－79は、いずれも断片であ

り、推定径15cm内外のものと思われる。77は内外面とも加工痕が残る。推定器高8cm程で丸底

を呈すると思われる。

杓子は把手片を含め、4点出土している。86は楕円形の身部を有し、側面観は把手から身に

かけて、ゆるやかに内湾してレ・1る。98－100は把手片である。

その他、方形の杓子状を呈する29、幅狭の鋤状を呈する27がある。29は台形状の身部に屈平

な把手を作り出したもので薄手の作りである。把手は片側に向って現状で26cm程伸びている。
／

側面にも丁寧な加工痕が残る。27は細長の身に幅4・1cmの柄を作り出したもので、別木の桶と組

み合わされた可能性もある。刃部にあたる部分は、端部に向って薄く鋭角に作られている。

小形加工木（第113－115図）

小形で用途不明の加工木を一括してまとめている。これらの中には他の部材と組み合わせて

用いると思われるものもあり、多くは欠損品である。特徴的なものについて説明を加える。

53－57は浮子状の木器である。53は平面観は円形、側面観は台形を呈し、頂部に小孔を穿つ。

54は先端を大きく3両に加工するもので全面に加工痕が残る。57は半欠品であるが、一部に樹

皮が残っており、丸木の両端を加工したものと思われる。55は不整形であるが完存品で、多く

の加工により多面体を形成している。56は両端に加工痕を残し、断面は不整楕円形を呈する。

87、88は別個体であるが、類似の加工木である。87は円盤状の本体（？）から湾曲する把手（？）

が伸びるもので、先端は欠損している°また本体に接する部分が長さ4．5cmにわたって最も太く

なっている。88は87より小形の本体から同様の把手が伸びており、端部を加工する完形品であ

る。把手の外側に画した部分には、凹みがつけられている。105は何かの端部片であるが、この

ような加工木と同一個体の可能性がある。これらは組み合わせ部材の一部であろう。84は断面

が楕円形を呈するもので、何かの把手と思われる。182は不整形で、一端面に加工を施し、他方

を断面三角形に成形している°147は両端に加工痕が残る。47は横断面が半円状をなし、下方に
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平坦面を有する。上方は棒状に伸びるものと思われる。106は不整形であるが、全ての面に加工

痕を残すものである。139、144、148、151、162、175、181などは－端部あるいは側面に加工痕

を残し、小形の加工木の断片と思われる。

小形棒材（第116、117図）

農具の柄、あるいは建材の一部を含むと考えられる棒状加工木のうち、特徴的な小形の棒材

を一括して、小形棒材として分類した。欠損品が多く、10数cm～80cm余りのものがある。法量、

加工状況、断面形態などから、いくつかに分類することができる。82、214、215、217－219な

どは比較的長大で、断面は円形を呈し、全体的に弧状をなしている。また82、118、126、127な

どは、端部付近を平らに加工している。123は断面を正方形とし、やはり先端を平らに加工して

いる。細身のものには断面が円形、方形、多角形をなすものがあり、いずれも細かい加工がな

されている。やはり端部は平らに加工するものが多い。152－154、158、159、172、208などは、

端部を面取りした丸棒材で、柄の一部であろう。

その他の木器（第117－124図）

その他の木器としたものには、形態的には梯子や舟材と思われるものも含んでいるが、多く

は、板付、角材、柱材、杭材として大別されるものである。これらは各種の構築物として用い

られたのであろうが、各用途を明確にし得ないため、形態を中心として大別し、代表的なもの

について、特徴を記してゆくこととする。

板材の中に、柄穴を有するものがある（第117、118図）。189は、板材の端部近くに4・0cmX2．

5cmの柄を穿ち、それに合致するよう側面からも柄穴を加えている。231は断片であるが、特殊

加工を施した狭板材に15cm間隔で2cmXIcm程の柄を穿っている。長胴のものが想定される。

178は、柄穴近くの端部を斜めに切断し、加工したものである°

228は梯子で、木材の外線を利用した半円形の足掛部が残存するものである。

33、34、200は、全面に加工痕が残る板材である。何かの未製品とも思われ、特に34は、一端

を欠損するが、長辺の一辺に向って薄く加工されており、農具（杁？）の未製品の可能性もある。

174は外線を弧状に加工するものである。

角材として特徴的なものが2種類出土している（第118、121、122図）。184－187は、いずれも

幅7cm、厚さ3cm程の角材で、断面は片側をやや狭く加工している。184－186は、その狭い方

の側郵こ、いずれも長さ15cmにわたるゆるやかな弧状の削りを入れている。184、185は一端部

が残存しているが、端部から削りまでの長さもほぼ一定している6163、164は、ともに長大な

角材である。163は12コ体全てが接合し270cmを超えるものである。一端は残存しておりやや外

側に広がる形で加工している°164は163と同様の作りを示すが、断面形が正方形に近く、別個

体であろう。203も同類と思われる。
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杭材と柱材は一括してまとめている（第120、121図）。杭は161が断面三角形を呈する他は全て

丸杭である。また先端は157が断面Ⅴ字状の2両加工、156、157、165、213などは1両加工、他は

多面加工である。

202は、全面に樹皮を残す木材を切断し、両端面に加工を施している。193、197、198、201は断

面が楕円形をなす木材の一端を、浅い傾斜によって面取りしている。199は板材の一端をⅤ字状

に2両加工し、欠損部分かと思われる他端にも加工を施している。

207は、枝分かれ部を含む二又の木材である。枝部分は両方とも先端が欠損しているが、基部

には、断面Ⅴ字の丁寧な2両加工が残っている。

223は厚手の板材で、断面は実測面を半円状に、裏面を平坦に加工している。224は大形の板

材で、並列した状態で出土しており、同一の板材であったと思われる。

226、235は、船材かと思われる湾曲板材である。226は一側面を丁寧に加工しており、舷側部

分であろうか。断面は稜を伴わず、ゆるやかに湾曲する。独木舟材の一部であるとするなら、

貴大幅60－70cmのものが想定されよう。234は断面がL字形をなす板材である。3コ原形は断面

コの字形の樋状のものが想定される。

竹龍（第125図）

SDl00から出土した大形板材224の上部に乗る状態で、龍が1点出土している。言縁を欠損す

るものの、鹿部と休部の一部を残している。鹿部は現状で21cmX13．6cmを計り、方形または長

方形を呈するものと思われる。また休部は比較的急に立ち上っており、高さ4・2cmほどが残存し

ている。編み方は鹿部と休部で異なる。鹿部は経条、緯条ともに0．4cm程の材を用い、2本を1

単位としており、4本超え、4本潜り、2本送りに編み込んでいる。そしてそれらの条が稜をなし

て立ち上がり、休部の経条となっている。休部の線条は幅0・2cm程のやや細い材を用いており、

1本を1単位とし、2本超え、2本潜り、1本送りに編み込んでいる。

朱塗り棒状木器（第117図210、巻頭）

1点だけであるが朱塗りの木製品が出土した。先端部が欠損しているため用途が明らかに出

来ないが一応、棒状木器とした。端部は面取りが行なわれ角をとる形状を呈する。側面に！2条

の切痕が認められる程度で皮をはぎ、水銀朱を塗る。おそらく全面に塗られていたものと思わ

れるが、現存する部分は、裏面及び端部にはなく表面と両側面に認められる。断面は2．1cmX2．

6cmの楕円形を呈するが、本来は丸で土圧により楕円形を呈するものかもしれない。現存長23．

9cmを測る。
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今宿五郎江遺跡2次調査出土の赤色顔料について　　　　本田　光子

銅鐸型銅製品（第126図、PL．51）および棒状木製品（第117図210、．巻頭図版）に認められる赤色

物について顕微鏡観察とX線分析（棒状木製品）を行い、赤色が何によるものかを調査した。

銅鐸型銅製品

出土後数年経過して観察を行ったのだが、赤色物はすでに図示された状態のように残ってい

なかった。やや赤い部分がようやく認められたが、きわめて僅かであったので通常のX線分析の

ための試料採取が不可能であった。針先に着く程度の採取を行いプレパラートを作成した。光

学顕微鏡により透過光・反射光40－400倍で検鏡を行ったが、顕著な赤色顔料粒子は兄いだされ

なかった。いわゆる赤土によく似た状態であり、広義のベンガラ系赤色顔料というべきであろ

うか。

一般にベンガラというのは主成分元素が鉄であり、主成分鉱物は赤鉄鉱である赤色顔料を指

す。出土赤色顔料の「ベンガラ」は主成分鉱物として赤鉄鉱の他褐鉄鉱（針鉄鉱、鱗鉄鉱等）非

晶質の褐鉄鉱があり、これらの混合物であることも多い。そのためⅩ線回折により赤鉄鉱が同定

されない場合も少なくない。これは試料の量が主な原因であるが、赤鉄鉱と非晶質の褐鉄鉱が

混合している場合、後者の量が多いと赤色が強くなるのではないかともいわれている。（註1）

一方、主成分の定性分析で鉄が確認され、他に水銀、鉛が検出されなければ、ベンガラである

という判断もごく一般的になされている。さらに主成分の定量分析を行い、鉄の含有量の多少

からベンガラの種類（品位・生産地）を分けることもある（註3）。また、出土ベンガラの粒子に

種々の形状があることもわかってきており、パイプ状を呈する特異な粒子は産地を示す指標で

はないかという指摘もある（註3）。何れにしても、出土ベンガラの多様性に対処した分析法を、

試料の採取・調整等の問題も含めて検討していかなければならない。

本例のような広義のベンガラ系赤色顔料の存在については、赤色顔料に対する観念、及び入

手．製造、使用という行為を考える上で意味を持つ（註4）ものだけに充分な注意をしていく必

要があろう。

痺派木製品

棒状木製品の側面に付着．残存しているもので、何らかの固着剤により塗布されたものと思

われる＊°　赤色顔料はかなり厚く残っている。赤色顔料の付着した細片を試料とした。

光学顕微鏡観察　　赤色顔料の種類とその粒度を見るために、針先に着く程度の量を採取しプ

レパラートを作成し、透過光・反射光により40－400倍で検鏡した。赤色顔料として朱粒子のみ

を確認した。粒径は0・5－12．5ミクロンであった。粒子数が少ないので粒子径分布の測定は行っ
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ていないが、2－4ミクロン前後の粒子が多い°

蛍光Ⅹ線分析　　赤色顔料の主成分元素の検出を目的として、宮内庁正倉院事務所設置の理学

電機工業㈱製蛍光X線分析装置を用い、Ⅹ線管球；クロム対陰極、印加電圧；40KV、印加電流；

20mA、分光結晶；フッ化リチウム、検出器；シンチレーション計数管、ゴニオメーター走査範

囲（28）；10－65°、走査速度；288。／分、時定数；2．5秒の条件で測定を行った。赤色顔料の

主成分元素としては、鉄（微）と水銀が検出された。

Ⅹ線回折　　赤色由来となる鉱物成分の検出を目的として、宮内庁正倉院事務所設置の理学電

機㈱製文化財測定用Ⅹ線回折装置を用い、Ⅹ線管球；クロム対陰極、フィルター；バナジウム、

印加電圧；27．5KV、印加電流；10mA、検出器；シンチレーション計数管、発散および受光側ス

リット；0．34°、照射野制限マスク（通路幅）；4mm、ゴニオメーター走査範囲（28）；30－66。走査

速度284。／分、時定数；2秒の条件で測定を行った。赤色の由来となる鉱物としては辰砂と赤

鉄鉱が考えられるが、それらのどちらも顕著など－クは認められなかった。

Ⅹ線回折により赤色の由来となる鉱物成分の同定はできなかったが、蛍光Ⅹ線分析と検鏡結

果から、塗布されている赤色顔料は朱（硫化水銀）であると考えられる。

本例の朱は出土朱としては粒度も細かくかなり均一に見受けられるが、これは塗料として使

うために粒度を揃えてあるのだろうか。弥生時代の木製品で赤色塗彩されたものについて、そ

の赤色顔料の種類．粒度あるいは塗膜層の調査は非常に少ない。今は資料を蓄積する段階では

あるが、本例の朱（硫化水銀HgS）は北部九州地方の弥生時代中期後半の甕棺墓出土の朱の粒度

とほぼ同じような範囲におさまることに注意しておきたい。

Ⅹ線分析の測定をお引き受け下さった宮内庁正倉院事務所成瀬正和氏に感謝致します。

註1　中村忠晴（1981）「群馬県東下出および清里庚申塚遺跡出土の赤色顔料について」　『清里・庚

申塚遺跡』（財）群馬県埋蔵文化財調査業団

註2　安田博幸（1983）『古代日本の知恵と捜術』朝日カルチャーブックス28

註3　永島正春（1985）「縄文時代の漆工技術」国立歴史民俗博物館研究報告6

註4　平野芳英（1990）「島根の考古学と自然科学」I、P・24『島根県立八雲立つ風土記の丘研究紀要』

II

註5　例えば四箇遺跡出土木刀状漆器（縄文時代後期後半）の朱は粒度を変えて2層塗り、下層は約1

－2、上層は約3－10ミクロンの朱粒子からなる°

※脱稿語、塗膜の層構成についての調査を京都市埋蔵文化財研究所岡田文男氏に依頼した所、「漆によ

る素地固めを施しただけでその上に直接朱漆を塗っているようである」との報告を受けた。詳細は福岡

市埋蔵文化財調査報告書第261集「四箇遺跡25次」1991を参照ざれたい°
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報　 告　 書
遺物番号 図　 版 器　　 種 出土遺構

法　　　　　 量

器　　 長 最大幅 （径） 最 大 厚掲載番 号

挿図　 103－1 00 1 54 平　 鍬 SD －10 0 3 2・7 19 ・1 1・7

5 00 5 54
平 －鍬

／／ 27．1 10 ・6 1．5

3 00 3 54 平　 鍬 SD －50 31．7 20 ．8 1．7

12 01 2 55 平 －鍬 SD －100 20・1 17 ．1 1・4

7 00 7 514 平　 鍬 SD －50 29 ・0 19 ．1 2・2

4 00 4 5 5 平　 鍬 SD －100 23 ・0 1 8．7 1．5

挿 図　 104－2 0 02 5 4 平　 鍬 SD －50 36 ・8 1 1．4 1・5

16 0 16 5 4 平　 鍬 S D －10 0 1 7．7 1 1・7 1．7

17 0 1 7 54 平　 鍬 ／／ 15．3 6．1 1 ・7

23 0 2 3 55 平　 鍬 ／／ 10．0 7．6 1 ．2

18 01 8 54 平　 鍬 ／／ 19・8 7．4 1 ．6

1 4 01 4 54 二又鍬 ／／ 57・1 10 ．5 1・5 －

9 00 9 54 二又鍬 SD l 50 31 ．7 10 ・3 2 ．0　－

挿 図　 105 1．22 02 2 54 二又鍬 SD －100 30 ．5 6 ．2 1．8

1 5 0 15 54 二 又鍬 SD －50 37 ．6 5 ．3 1・3

13 0 13 54 三 叉鍬 1s D －100 52 ・9 4 ・9 1．5

11 0 11 5 4 三 叉鍬 ／／ 34 ・5 8 ．2 1．5

8 0 08 5 4 三文鍬 ／／ 29 ．2 1 4・3 2．1

10 0 10 5 4 四又鍬 SD －50 38 ・7 1 3．8 1．9

挿図　 106－92 0 92 5 4 鍬 S D －10 0 28 ．9 8・2 1 ・7

20 0 20 5 4 鍬 ／／ 13 ．3 6．3 1 ．0

19 0 19 5 4 鍬 〃 11・8 4 ．8 1 ・1

2 1 0 2 1 5 4 鍬 ／／ 、14．8 8 ．1 0 ・8

9 0 09 0 54

55

又－　鍬 ／／ 19・－6 3 ・9 1．3

10 2 10 2 又　 鍬 ／／ 18・9 3 ・4 1．1

3 0 03 0 平鋤 （長柄） 〃 、22 ．5 16 ．8 1・9

6 00 6 55 平　 鋤 ／／ 13 ．5 1 4．9 1．5

2 5 0 25 5 5 平鋤 （長柄） ′／ 31．0 1 8．3 2．4

28 0 28 5 5 平鋤 （長柄） SD －50 69 ・6 1 1．7 2．3

挿 図　 107－24 0 24 5 5 鋤 （長柄 ） S D －10 0 6 1．0 10．7 3 ．2

93 0 93 5 4

54

二 又鋤 （着柄）？ 〃 29．5 10．3 1 ・8

81 08 1 二 又鋤 （着柄 ）？ S D －50 1 6．3 9 ．0 2 ・5

2 09 20 9， キ又鋤 （着柄 ）？ ／／ 8・0 7 ．9 2 一6

26 02 6 平鋤 （長柄 ） SD －10 0 2 6・6 12 ．5 2．3

32 03 2 55 杁 SD －50 29 ．8 16 ・1 1．9

3 1 03 1 55 杷 SD －100 37 ・8 13 ・2 1・3

8 5 08 5 52 農具 ？ SD ，50 25 ．6 1 0．8 1．2

9 6 09 6 　 56 着柄具 SD 1 100 6 ．2 3．5 3．4

9 5 09 5 5 6 着柄具 ／／ 10 ．9 3．9 4 ．1

挿 図　 －108－36 0 36 5 6 竪　 杵 S D －50 54 ．8 7・6 握部径3 ．5 －

35 0 35 5 6 竪　 杵 〃 50．0 8．7 握部径3 ．5

3 7 0 37 5 6 竪　 杵 S D －10 0 5 3・3 8・8 －

40 0 40 5 7 竪　 杵 〃 44．3 7 ・2 －

41 0 4 1 57 竪　 杵 〝 37・8 8 ．8 －

39 0 3 9 57 竪　 杵 ／／ 47・7 7・2×5 ・1 握部径 3．8

38 03 8 57

57

竪　 杵 ／／ 44 ・7 7 －．7 －

19 5 19 5 杵 〃 57 ・5 8．8 3・9

挿 図 1 1 09－45 04 5 槌 SD －50 30 ・8 6 ・8 ×4・6 握部径3 ．8

Tab．23　出土木器一覧表－1
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報　 告　 書
遺物 番号 図　 版 器　　 種 出土遺構

法　　　　　 量

掲載番号 器　　 長 最大幅 （径） 最 大 厚

挿 図 109－46 0 46 5 6 槌 SD －10 0 14．0 8．3 －

43 0 43 5 7 槌 ／／ 33．5 7・0 3 ・1

4 2 0 42 5 7 槌 ／／ 29・7 7．5 握部径3 ．6

4 4 0 44 5 7 槌 ／／ 30．3 7．3 握部径3 ・9

4 8 0 48 57

57

槌 ／／ 41 ．8 6．8 握部径3 ．1

19 4 19 4 槌状木製 品 ／／ 33 ・3 8．3 5 ・9

49 0 4 9 槌 S D －50 39 ．7 3・8 握部径2 ．1

50 0 5 0 57 槌 S D －10 0 39 ．9 3．5 握部径2 ．0

51 0 5 1 57 槌 ／／ 36 ．6 4．7 握部径2 ．1

52 0 5 2 56 槌 ／／ 30 ．0 4．5 握部径 2・4

挿図 110－91 09 1 55 斧　 柄 ／／ 48 ・2 台幅3・7 －

67 06 7 52 斧　 柄 ／／ 台長9 ．6 台幅4．7 台高3・7

66 06 6 55

55

斧　 柄 ／／ 台長13 ．1 台幅3・7 台高4．7

1 04 10 4 斧　 柄 ／／ 台長6 ．9 台幅4．7 台高5・3

71 07 1 斧　 柄 ／／ 台長6 ．7 台幅2 ．7 台高4．3

72 07 2 52 斧　 柄 ／／ 台長5 ．6 台幅3 ．8 台高2．3

70 0 7 0 52 斧　 柄 ／／ 台長8 ．7 台幅4 ．0 台高2・1

69 06 9 52 斧　 柄 ／／ 台長9 ・6 台幅3 ．9 台高2・0

68 06 8 52 斧　 柄 S D －　50 台長10 ．7 台幅3 ．9 台高2．1

73 07 3 52 ナ スビ形農具 柄 S D 一10 0 台長20 ．8 台幅3 ．5 － 台高2・2

挿図 11 1l 58 05 8 56 手綱 ／／ 45 ．8 握部径1 ・8 粋径 1・1

59 05 9 56 手綱 （把手） ／／ 21一1 握部幅3 ・0 －

60 06 0 56 手綱 （枠 ） SD －50 59 ．8 1 ・5 －

61 06 1 56 手綱 （枠） ／／ 56 ・2 ／ 1 ．1 －

62 06 2 56 手綱 （枠） ／／ 53 ．6 ／ 1 ．3
－

63 06 3 56 手綱 （枠） SD 一10 0 49 ．5 十31・7 1 ・3 －

74 07 4 52

52

舟形 木製品 ／／ 48 ．8 13 ．1 1．6

75 07 5 舟形 木製吊 ／／ 41．5 11 ・5 2・0

挿図 112－65 06 5 ．杷手付槽 SD 一　50 6 1．4 17 ・9 高 さ9．5

64 06 4 56 杷手付槽 ／／ 49．7 18 ．3 高 さ7・5

29 02 9 55 杓子状木製 品 ／／ 44．4 13 ．7 1．2

27 02 7 55

由

鋤状 木製品 ／／ 41．8 8 ．4 1・8

2 36 23 6 編 み板 SD －100 13′．8＋8．8 3 ．6 0．9－

挿図 113－76 07 6 椀 SD － 50 口径15・5 器高7 ・1 1 ．7

80 08 0 椀 ／／ 口径15．1 器高6 ・2 1 ．7

77 07 7 椀 ／／ 13．3 6 一3 1 ・2

78 07 8 椀 ／／ 10．6 4 ．3 1 ．3

79 07 9 椀 ／／ 13．1 4 ・2 1 ．3

99 09 9 杓　 子 SD －100 1 7・7 3 ．7 1 ・6

86 q8 6 55

55

杓　 子 ／／ 33．3 1 1．9 1 ．4

1 00 10 0 杓　 子 SD －50 1 5・4 3 ．7 1 ・5

98 09 8 杓　 子 SD －100 1 7．1 5 ．0 1 ．6

54 05 4 56 浮子状木製 品 SD －50 7・0 8 ．0 －

57 05 7 56 浮子状木製 品 SD －100 1 2・0 7・0 2 ．4

55 05 5 56

56

浮子状木製 品 ／／ 10．2 6．7 4 ．2

56 05 6 浮子状木製 品 SD －50 1 4－．5 7．8 6 ．2

53 05 3 浮子状木製 品 SD －100 4．9 7・一0 －

挿図 114－87 08 7 56 小形加工 木 ／／ ．17・1 6．3 2 ・3

Tab．24　出土木器一覧表－2
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報　 告　 書
．遺物番号 図　 版 器　　 種 出土遺構

法　　　　　 皇

器　　 長 貴大幅 （径） 最 大 厚掲載番 号

－挿図　 114 18 8 08 8 56

56

56

56

5 6

56

5 7

小形加工木 SD －100 26 ．1 3．8 2．1

10 5 10 5 小形加工木 ／／ 4 ．5 2・7 1．9

8 4 08 4 小形加工 木 Sp －50 18 ・8 5．2 2 ．4 1

14 2 1 42 4 、形加工 木 ／／ 18・7 3．4 2 ．1

16 2 1 62 小 形加 工木 S D －10 0 1 7．9 4 ．6 2 ．9

2 32 2 32 小 形加工木 ／／ 17・1 3 ・7 2 ・3

1 88 1 88 小 形加工木 ／／ 17 ．6 4 ．9 2 ．8

143 14 3 小形加工木 ／／ 14 ．9 4 ・8 3．5

139 13 9 小形加工木 SD －50 15 ．1 3 ．8 2．8

20 5 20 5 小形加工木 SD －100 24 ・1 6 ．9 4．4

18 2 18 2 小形加工木 ／／ 12 ．4 8．4 3．1

17 6 17 6 小形加工木 ／／ 18 ．9 3・9 3．1

14 7 1 47 4 、形加工 木 ／／ 18 ・5 8．1 5・0

14 1 1 41 小 形加 工木 SD －50 1 8・．4 8．．8 2・9

1 75 1 75 小 形加 工木 S D －100 9．7 4・9 2 ・4

1 44 144 小形加工木 ／／ 12・7 4 ．6 3 ．0

1 49 149 小形加工木 ／／ 14．2 4 ・0 2 ．0

挿図　 115－47 04 7 小形加工木 ／／ 14・8 6 ．－2 4 ．1

103 10 3 小形加工木 ／／ 22 一6 6 ．7 1．1

89 08 9 小形加工木 ／／ 30 ．3 4 ．5 0・8

15 1 15 1 小形加工木 －／／ 7 ・1 3．9 0・8

9 4 09 4 小形加工木 ／／ 37－．2 3・8 1－．6　－

14 8 1 48 小形加工 木 ／／ 15、．3 6．－4 2．2

14 6 1 46 小 形加工 木 S D －50 2 3．3 5・3 1 ・4

15 0 1 50 小 形加工 木 S D －100 1 3・2 6．0 1 ．3

10 9 1 09 小 形加工木 ／／ 11－．7 6 ．5 1．2

97 0 9 7 小 形加工木 ／／ 9・1 3 ．7 0 ．9

1 81 18 1 小形加工木 〃 ．15 ・9 6 ・4 5・2 －

106 10 6 小形加工木 ／／ 25 ・2 6 ・8 5．2

190 19 0 小形加工木 SD －50 26 ・0 8 ．7 3．6

14 5 14 5 小形加工木 SD －10 0 12 ・7 －4．6 4・5

10 8 10 8 小形加工木 ／／ 9－・1 8・6 1．1

挿 図　 116－21 4 2 14 小形棒材 ／／ g7．5 2・8 －

215 2 15 5 7

5 7

小形棒材 ／／ 87．7 2－7 2 ．3

8 2 0 82 小形棒材 SD －50 6 9・5 2・8 2 ．5

2 19 2 19 小形棒材 S D －10 0 7 6・4 2 ．6 2 ．0

2 17 2 1 7 57 小形棒材 ／／ 72 ・8 2 ．1 －

218 21 8 53 小形棒 材－ ／／ 74 ・9 3 ．5 －

116 11 6 小 形棒 材 SD －　50 55 ．6 2 ・8 －

／－．123 12 3 小形棒 材 － ／／ 54 ．7 2．3 1．9

11 8 1 18 小形棒材 ／／ 46－・4 2．3 1・8

12 2 12 2 小形棒材 ／／ 45 ．8 2・2 2 ・2

12 5 1 25 　 小形棒材 SD －100 4 3．8 2．0 2 ．0

12 4 1 24－ 小形棒材 ／／ 38．、5 3・、2 2 ．1

1 13 6 1 36 小形棒材 ／／ 21一3 1 ・9 0・9

13 7 1 37 － 小形棒材 ／／ 18－・8 2 ・0 －．1．1

1 19 1′19 小形棒材 SD －50 20 ．6 1．5 1．1

1 29 129 小 形棒 材 SD －10 0 23 ・6 1．1 －

Tab・25　出土木器一覧表－3
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報　 告　 書
遺物番号 図　 版 器　　 種 出土遺構

法　　　　　 皇

掲載番号 器　　 長 最大幅 （径） 最 大 厚

挿 図 116－133 13 3

53

5 5

小形棒材 S D －10 0 26 ．9 1・9 1．5

12 8 12 8 小 形棒材 ／／ 23 ・6 1・7 1．2

1 26 12 6 小 形棒材 ／／ 30 ．6 2・4 －
22 0 2 2 0 織物部材 ／／ 73 ．4 2．8 2 ．3

挿 図 117－112 11 2 小 形棒材 ／／ 47 ・4 2・2 2 ．0

12 0 12 0 小 形棒材 S D －50 4 4 ・0 2・5 1・9

1 13 11 3 小 形棒材 ／／ 39 ．1 1・9 1．6

1 14 11 4 小 形棒材 ／／ 36 ．7 3．1 2 ．5

1 11 11 1 小 形棒材 ／／ 39 ．0 1．4 1・2

1 17 11 7 小 形棒 材 ／／ 35 ．5 2・1 1・4

20 4 2 0 4 小 形棒材 S D －10 0 3 2 ．9 2．3 1．3

23 7 2 3 7 小 形棒材 ／／ 24 ・8 2．1 1．9

13 4 1 34 小 形棒 材 － 〝 12 ．4 2・3 1．1

12 1 1 2 1 小 形棒 材 S D l 5 0 2 7 ．5 1．4 －
13 0 1 30 小 形棒 材 S D －10 0 2 9 ・3 1．2 －

13 5 1 35 小 形棒 材 〝 3 ．08 2．0 1．1

13 2 1 32 小 形棒 材 〝 30 ・4 2．4 2 ．1

1 15 1 15 小 形棒 材 SD ，50 3 1 ．7 2．6 1 ．9

12 7 1 27 小形棒 材 SD －100 3 5 ・8 2．5 －

13 1 1 31 小形棒 材 ／／ 15 ．7 1．6 1 ．5

13 8 1 38 小形棒 材 〝 16 ・5 － 2．0 1 ．0

17 2 1 72 柄 〝 17 ．2 3．2 －
20 8 20 8 柄 〝 3 ．6 2．9 －

15 4 15 4 柄 ／／ 9．2 4・1 －
15 3 15 3 柄　 － ／／ 11・4 4・2 －

15 9 15 9 柄 〝 42．8 3．3 －

158 15 8 柄 〃 39．1 3．7 －

152 15 2 柄 〝 14．9 3．3 －

189 18 9 板　 材 SD －50 3 4・3 －　6 ．2 2 ・4

177 17 7 板　 材 SD －10 0 1 9・4 8 ・6 2 ．9

2 30 23 0 板　 材 〃 20・8 6 ・3 ・1 ・4

1 92 19 2 板　 材 ／／ 21．7 9 ．8 2 ．6

2 06 20 6 板　 材 〝 4－5・3 1 1．8 2 ・9

2 10 2 1 0 朱塗 り棒状 木器 〃 23・9 2 ・6 2．0

挿 図 118－184 18 4 角　 材 SD －50 5 9．5 7 －2 3・1

1 86 18－6 角　 材 SD －10 0 36－・3 6 ．5 3．0

1 87 18 7 角 ‘材
〃 26．5 7 ．3 2．8

18 5 185 角　 材
〃 65．6 6 ・9 3．1

1 79 1 79 板　 材 〃 43 ．0 ＋22 ．9 12 ．1 1．9

23 1 2 31 板　 材 〃 42 ・9 ＋16 ・9 6 ．1 2．4

19 6 1 96 板　 材 ／／ 44 ・2 10 ．5 3．5

16 0 1 60 板　 材 〃 43 ．1 12 ．5 1．2

10 1 1 01 角　 材 S D －50 40．・8 3 ．1 1・0

22 8 2 28 梯　 子 S D －10 0 2 1．7 14 ．8 1 0．2 ．

17 8 1 78 板 ．材 〃 66 ．3 12 ・5 4・8

挿図 119－34 0 34 板　 材 S D －50 32 ．8 20 ・7 2．7

2 0 0 2 00－ 板　 材 S D －10 0 35 ・8 15 ・0 2．1

1 7 4 1 74 板　 材 〃 29 ・3 20 12 3．2

Tab・26　出土木器一覧表－4
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報　 告　 書
遺物番号 図　 版 器　　 種 出土遺構

法　　　　　 皇

掲載番 号 器　　 長 最大幅 （径 ） 最 大 厚

挿 図 119－33 0 33 5 5

57

57

板　 材 S D －50 3 9・1 19 ・7 2．8

10 7 1 07 板　 材 SD －10 0 12・2 9 ・0 0．9

22 9 2 29 板　 材 ／／ 1－9 ．8 19 ．6 2・1

1 10 1 10 板　 材 ／／ 19 ・9 1 1．7 0．8

挿図　 120－212 2 12 杭 ／／ 69 ．9 5・8
－

180 180－－ 杭 ／／ 56 ・4 5．7 －

211 2 1 1 杭 ／／ 61・7 4・8 －

213 21 3 57

5 7

5 7

杭　 － ／／ 58 ・6 5・3 －

156 15 6 杭 〃 53 ・6 3．6 －

173 17 3 杭 ／／ 12．3 3・0 －

16 1 16 1 杭 S D －50 30 ・2 ＋20・7 3 ．8 3 ．1

140 14 0 杭 〃 20．8 4 ・0 2 ・4

15 7 15才 杭 S D －10 0 4 3・2 3 ・6 －

17 1 17 1 杭 ／／ 21．4 3 ・8 －

16 5 16 5 杭 〃 47．9 5 ．4 －

17 0 1 70 杭 〃 27．8 3 ・8 －

16 6 1 66 杭 ／／ 47・9 5 ．5 －

16 9 1 69 杭 〃 33 ．8 3 ．4 －

16 7 1－67 杭 ／／ 36 ．3 6 ・2 －

16 8 1 68 杭 〃 35 ．9 5．5 －

191 19 1 杭 ／／ 27 ．7 5・7 －

挿 図 121－202 2 0－2 柱　 材 〃 55 ・1 8・3 －

198 19 8 柱　 材 ／／ 40 ．4 8・7 6 ．3

2 0 1 20 1 柱　 材 〃 24 ．3 －　9．8 7 ・4

1 9－3 19 3 柱　 材 〃 31・5 9 ・4 7 ．2

19 7 19 7 柱　 材 SD 一50 3 1．－2 10 ・6 8 ．7

2 0 3 20 3 角　 材 S D －10 0 3 3・6 4 ・9 4 ・6

15 5 1 55 角　 材 〃 44・0 3’．0 1．6

19 9 1 99 板　 材 ／／ 24・6 16 ・6‘ 5．7

23 3 2 33 角　 材 ／／ 32・0 3 ．－8 3・7

18 3 1 83 角　 材 SD 一g0 3 0 ．9 7．5 2．7

2 16 2 16 棒　 材 SD －10 0 8 2 ．0 2－5 －

83 0 83 板　 材 ．SD －50 6 6 ・5 3－9 1・2

22 1 2 2 1 角　 材 SD －10 0 63 ．5 6．1 4．5

22 7 2 2 7 57

53

板　 材 ／／ 65 ．3 1 0．3 1．7

挿図　 122－163 16 3 角　 材 ／／ －274 ・1－ 5・3 3．9

1 64 16 4 角　 材 〃 191・9 4・3 4 ・1

2 22 22 2 板　 材 ／／ 143 ．9 2 2．9 9 ．5

2 25 22 5 53

5 3

棒　 材 〃 220・3 3 ．7 －

207 20 7 棒　 材 SD －50 3 0．4 1 ．8 －

挿 図　 123－223 22 3 板　 材 S D 1 10 0 186．7十49．7 28 一7 10 ．4

2 24 22 4 5 3 板　 材 ／／ 196．4 36 ．7＋35 ・7 3・4

挿 図 124－226 22 6 5 3

5 3

舟 材 ？ S D －50 14 7・4 『34 ．7 4・1

2 3 5 2 35 舟 材 ？ 〃 74．9＋72．1 26 ・8 3．2

2 3 4 2 34 樋状 木製品 ／／ 101 ．6 16 ．1＋13．2　　　 萄9．5

Tab．27　出土木器一覧表－5
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第ⅠⅤ章　SD－100出土の銅鐸型銅製品について

銅鐸型銅製品はSD－100からの出土で、弥生時代中期の包含層（第VII層）と後期の包含層（第Ⅴ

層）との境に出土した。鐸の中に詰まっていた土は、第VII層の褐色砂層である。第126図に見ら

れるごとく全長13・5cm（鉦高2．4cm、鐸身11・10cm）の小型品である舞は径4．6cmの円形を呈し、裾

部も径7．5cmの円形で、接合部の残存部を加えると7・75cmで裾広がりの裁頭円錐形を呈する。身

は無文で、鰭は無い。鉦は半環状で、舞の端部から0．5cm内に入る部分から始まる。断面形はや

や丸みを持った環状を呈し、鉦の上端部3カ所に突起を持つ。この突起は外縁を削り出しによ

って造り出された物ではなく、鋳造工程によって作り出されたものと考察される。型持孔は身

の童画約1／4上部に2カ所ずつ4カ所ある。身の中央部から下端にかけて3カ所の三角形を呈す

る孔を持つ。しかし、これは鋳造時のものではなく、その後の削り出しによって造りだされた

ものである。舞と身の外面の一部と内面に赤色顔料が付着している。これは鐸自体に赤色顔料

が塗られてあったものか、もしくは丹塗りの土器等の彩色が鐸に付着したものかは判断できな

い。内面下端には柾目状の痕跡が残る。この柾目状の痕跡がはたして何から付着したものかは

さだかではないが、鋳型の痕跡とも考えられる。舞孔は2孔で方形を呈する。舌は出土しなか

った。

これを整理すると

1．鉦は半環状を呈し、舞の両端部の0．5cm内側から始まる。

2．身は裾広がりの裁頭円錐形を呈する。

3・型持孔は両面2カ所ずつ4カ所に配されている。

4．総高13・5cm（鉦高2・40cm・鐸身11．10cm）鰭を持たず、無文である。

九州地方における小銅鐸（佐原真氏の分類註1、小銅鐸・銅鐸型銅製品．銅鐸試作品・銅鐸模造

品も含まれる）及び鋳型の出土例は、大分県別府遺跡の朝鮮式小銅鐸を始めとして18例（多武尾

遺跡、春日大南遺跡、浦志遺跡、今宿五郎江遺跡、板付遺跡（鐸）、字木波田遺跡（銅舌）、大谷

遺跡、岡本四丁百道跡、赤穂ヶ浦遺跡、安永田遺跡（鋳型）、詫田西分遺跡、本分遺跡、川寄若

宮遺跡、川寄吉原遺跡、利田柳遺跡、的五本黒木遺跡、琴の宮遺跡、吉野ヶ里遺跡（土製品）で

ある註2。

次に国内から出土した小銅鐸．銅鐸型銅製品類は鳥取県の長瀬高浜遺跡、東郷遺跡、静岡県

の有東遺跡、開峯遺跡、陳ヶ沢遺跡等12例ある。

この中で今宿輝に形態が類似しているものは、九州では川寄若宮遺跡、利田柳遺跡、本分遺

跡出土の土製品、九州以外では東郷遺跡、有東遺跡の華がある。しかし、詳細な部分ではかな

りの相違が認められる。
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今宿五郎江遺跡出土小銅鐸の鉛同位体比について

東京国立文化財研究所　馬　淵　久　夫

同　　　上　　　平　尾　良　光

1・はじめに

青銅器の原料産地を推定するための手法として、近年クローズアップされている手法に鉛同

位体比法がある1－2）。鉛は質量の異なる4種の同位体204Pb、206Pb、207Pb、208Pbの混合物であり、

その混合比（同位体比）は鉛鉱床の性格と生成年代によって異なるので、産地の指標になり得る°

筆者らは、弥生時代から歴史時代初頭に至るまでの日本出土の青銅器にこの手法を応用し、各

時代の青銅原料に関する知見を得ている3－8）。

今回、今宿五郎江遺跡出土小銅鐸の測定を行なったので、その結果を報告する。

2．測定法および結果

現在、同位体比を測定する機器である質量分析計は極めて高感度になっているので、本法は

ほとんど非破壊法と言って差し支えない。出土青銅器に必ず生じている錆の微量を採取すれば

よい。同位体比は化学反応の過程でほとんど変ることがないので、錆の中の鉛を使って測定す

ればよい。そこで、錆を約1ミリグラム使って同位体分析を行なった。化学分離は電着法を用

いた。分離精製された鉛のうち、約0・2マイクログラムを使って、東京国立文化財研究所に設置

されている英国VGIsotope社製表面電離型質量分析計　VG Sectorで鉛同位体比を測定した。

測定結果は表1のようになった。

3・考察

鉛同位体比の測定値から鉛の産地を推定するためには、産地の分かった鉛鉱石と時代別の考

古遺物の測定値を基準にしなければならない。筆者が確立したタイプ別の鉛同位体比の分布範

囲を図1に示す。この図は208Pb／206Pbを縦軸に、207Pb／206Pbを横軸にプロットするものであ

るが、その概略は次のようになる。

まず、Aの範囲は、弥生時代に将来された前漠鏡が占める位置で、華北の鉛である。弥生時

代の国産青銅器の大部分はこの範囲に入る。Bは後漠・三国時代の舶載鏡の占める範囲で、華

中または華南の鉛。古墳出土の青銅鏡の大部分は伐製鏡も含めてここに入る。Cは日本産の鉛

鉱石。Dは多鉦細文鏡・細形鋼利器のような弥生時代に将来された朝鮮系遺物が位置するライ

ンである。このように、弥生時代から古墳時代中期までの出土遺物はA、B、Dの何れかに属し、
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第127図　鉛同位体比分布の概念図

NG 資 料 名 出　 土　 地 206P b／204P b　 207P b ／206P b　 208P b／206P b

1 小銅鐸 福岡県今宿五郎江遺跡 17 ．789　　　　 0－．8724　　　　 2・1599

垂孝萱塾 ．

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12 i 小銅鐸 4）　 i
1－静岡県浮島開峯　　　 ：　 17 ．719　　　 0．8766　　　 2．1639
1

3 小銅鐸 4） 栃木県小山． 17 ．719　　　　 0・8764　　　　 2・1642

4 小銅鐸 9） 神奈川県海老名本郷遺跡 17 ．760　　　　 0．8757　　　　 2．1644

5 朝鮮式小銅鐸 10） 大分県宇佐市別府 17 ・892　　　　 0．8711　　　　 2．1438

測定誤差　　 ±0．006　　 ±0．0002　　 ±0．0004
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第128図　銅鐸型銅製品の鉛同位体比
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Cに入るものはないことが今までの測定で分かっている？

さて、今回の測定値を図1にプロットすると領域Aに入ることは明らかである。このことか

ら、材料は銅鐸・銅剣など弥生時代のものと出所が同じで華北と考えられる。筆者らはすでに

関東地方などで出土した小銅鐸および大分県出土の朝鮮式小銅鐸の鉛同位体比を測定して発表

したが、それらのデータを参考資料として表1に再録する。図2は図1の領域A付近を拡大し、

表1のすべてのデータをプロットしたものであるが、いくつかの重要な事実を物語っている。

まず、朝鮮式小銅鐸（NO・5）は、すでに報告したように他の弥生時代の青銅器とは違った産地

の鉛を含み、特殊である10）。つぎに、浮島開峯、小山、海老名本郷遺跡出土の小銅鐸（NO．2、

3、4）は非常に近摸した値を示し、しかも近畿式・三遠式銅鐸の鉛同位体比と一致する。つま

り、銅鐸製作の末期に盛んに使われていた画一的材料と考えられる。

ところが、今宿五郎江遺跡出土小銅鐸（NO・1）は領域Aに入っているものの、近畿式・三遠式

銅鐸とは違う値をとっている。このような値は佐原真氏の分類で外縁付鉦II式、扁平鉦式、突

線鉦I式には存在しているので、関東で出土した小銅鐸よりも若干早い時期に使われた原料を

用いて製作されたのではないかと推測される。
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3）馬淵久夫、平尾良光：鉛同位体比による漠式鏡の研究MUSEUM　370号1982
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10）馬淵久夫、平尾良光：宇佐市別府出土朝鮮式小銅鐸の鉛同位体比、古文化談叢　第12集1983
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第Ⅴ章　ま　と　め

1．遺構について

今宿五郎江遺跡の遺構は大きく分けて、弥生時代中期から後期にかけての時期と鎌倉時代か

ら室町時代にかけての時期に分けられる。

弥生時代の遺構

弥生時代の遺構は南台地に集中している。溝、掘立柱建物、井戸、土壌、Pitを検出したが、

遺構全体が0．5m～0．7m程度削平を受けてい・るため、住居址等の検出はできなかった。

溝　SD－01から47までの遺構は水田址等の溝（暗渠）と考察できる。住居址の排水溝とも考え

たがまとまりのない配列で、排水溝とは考えられない°削平が著しいため底面まで削平されて

いるものがある。溝自体は連続していたと考えられる。

SD－50は台地中央部に位置し、35mX50m程度の環濠集落と考えられるが、全容が把握でき

ない。遺物は土器をはじめとして多量の木器が出土しており、今後の調査が期待される。

SD－100はヤツデ状に広がる台地の凹地につくられた溝（旧河道）と考えられる。この溝は今津

湾の内湾に続くもので、南側台地には入江状の窪みが認められる。このSD－100は大きく分けて

上下二層に分けられ、上層からは後期初頭の土器群が層をなして出土している。下層には木器、

石器等が土器とともに出土している。銅鐸型銅製品はこの層と上層の境から出土している。

掘立柱建物

弥生時代の掘立柱建物は、1間×1間が36棟、1間×2間が26棟、1間×3間が5棟、2間×2

間が4棟、2間×3間が2棟、1間×4間が1棟検出した。遺構は台地全体が0．5m～0・7m程削平

を受けているため、竪穴式住居址等の壁面等が削平され、辛うじて柱穴が残る程度である。1間×

1間の建物は竪穴式住居址の柱穴とも考えられる。近年、2本柱の竪穴住居址の検出も目立ち

始めている。しかし、柱穴だけしか残らない状態では住居址の実態をつかむことは出来ないた

め一応ここでは掘立柱遺物として取り扱う。他の掘立柱建物は高床倉庫であろう。方向性から

約4期に区別できる。この他井戸が1基検出された。この井戸からは多量の遺物が出土した°

湧水点も高く常に水が湧き出していたことが判明した。

鎌倉時代から室町時代にかけての掘立柱建物について

SD－200から瓦が数点ではあるが出土している。このことは周辺に瓦を葺いた建物が存在して

いた資料である。調査した掘立柱建物は1間×1間が12棟、1間×2間が16棟、2間×2間が

9棟、2間×3間が5棟、1間×3間が2棟である。ほぼ2間×2間、2間×1間が主体をな

すものと考えられる。今回の調査では、幅20mと狭い範囲であるため周辺の調査が進むことによ
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り、その実態が明らかになるものと思われる。

2．銅鐸型鋼製品について註2

本遺跡の銅鐸型銅製品はSD－100からの出土で、弥生時代中期の包含層（第VII層）と後期の包含

層（第Ⅴ層）との境に出土した。輝の中に詰まっていた土は、第ⅤII層の褐色砂層である。

全長13・5cm（鉦高2．4cm、鐸身11．10cm）の小型品である舞は径4．6cmの円形を呈し、裾部も径7・

5cmの円形で、接合部の残存部を加えると7．75cmで裾広がりの裁頭円錐形を呈する。

舞と身の外面の一部と内面に赤色顔料が付着している。これは鐸自体に赤色顔料が塗られて

あったものか、もしくは丹塗りの土器等の彩色が鐸に付着したものかは判断できない°

内面下端には柾目状の痕跡が残る。この柾目状の痕跡がはたして何から付着したものかは定

かではないが、鋳型の痕跡とも考えられる°

舞孔は2孔で方形を呈する。舌は出土しなかった。

これを整理すると

1．鉦は半環状を呈し、舞の両端部の0．5cm内側から始まる。

2．身は裾広がりの裁頭円錐形を呈する。

3．型持孔は両面2ヶ所ずつ4ヶ所に配されている。

4・総高13・5cm（鉦高2．40cm．鐸身11・10cm）、鰭を持たず、無文である。

今宿輝に形態が類似しているものは、九州では川寄若宮遺跡、利田柳遺跡、本分遺跡出土の

土製品、九州以外では東郷遺跡、有東遺跡の鐸証3がある。しかし、詳細な部分ではかなりの相

違が認められる。

今宿鐸については1986年に佐賀県立博物館で開催された『古代史発掘一新出土品にみる九州

の古代文化－』註4の図録の中で、藤言健二氏は「身の形状は佐賀県川寄若宮遺跡出土の鐸形土

製品と類似している。鉦の形状も特異であるが、頂部と左右に銅鐸の鉦に付く飾耳様の突起を

持つ点で、届平鉦式銅鐸の影響も認められる資料である。証5」としている。しかし、鉦に付く

突起は飾耳様とは考え難いものである点、それをして扁平鐸式銅鐸の影響が認められとするの

は容易と考えられる。鉦は半環状を呈しており、飾耳様の突起部分の断面でも菱環ではない。

佐原真氏の分類註6では「小銅鐸には鰭を欠くものが多く、鉦の形態は普通の銅鐸の形式分類の

適用外にある。」小銅鐸は普通の銅鐸の適用外であるとしている。このことからも扁平鉦式の影

響を受けたとする説には賛成し難い。

九州地方において朝鮮式小銅鐸である別府鐸を除いて国産品として考えてよいものに浦志偉、

大南輝、多武鍔、板付鐸があり、今宿鐸で5例日であるが、それぞれの輝が形態を異にする。

鋳型も4例発見されているが、これらも形態・紋様が異なる。ただ共通していることは、そ
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の殆どが生活活動範囲内から発見されていることであり、これは銅鐸の発見場所とは多いなる

異なりを示す。なお、このことについては佐原真氏が充分な説明を加えて提言されている証7。

これらのことから今宿借を分析すると、形状が特異で、鐸型土製品との類似点があること、型

持孔が両面2孔ずつ計4孔あること、小型であること、無文・鰭が無いこと等は国産の小銅鐸

の範噂に入る。また、集落の中（港内）から多量の祭祀土器とともに出土し、出土地点の土層か

ら弥生時代中期～後期にかけての時期に破棄されたと考えられる。

身の下端に3ヶ所の三角形の新しい削り出しによる孔を持つことから製作年代と使用年代、

破棄年代とはかけ離れていたと考えられる。破棄年代は溝の土層．出土遺物から弥生時代中期

末から後期初頭（銅鐸内に入った土から考えると弥生時代中期末）である。使用年代はそれ以前

であったことは確実で、この段階で新しい3ヶ所の三角形孔が削り出されたものであろう。製

作年代はそれ以前であることは間違いないものと考えるが、その時期については明確にする資

料がないため現段階で早急に結論を引き出すことは避け、今後多くの資料が蓄積されるまで結

論は待ちたい。

3．遺物から見た生活様式について

弥生時代中期から後期にかけての遺構の広がり、出土遺物のあり方、特にSD－100における遺

物について考察を加えて見たい。

SD－100から出土した土器、石器、木器は、その時代の生活様式を考察できる資料を提供して

くれた。

土器は弥生時代中期中葉の遺物が出土している。SD－100が埋まる寸前に弥生時代後期未の遺

物が出土しているところから、SD－100の時期は出土遺物が示す時期と考えて良い。これらの土

器を調査．整理していく段階で、非常に丹塗り土器が多量に認められ、出土土器の約80％が丹

塗り土器であった。器種は多種多様であるが、その中でも中期末における壷形土器、甕形土器

の出土点数は、他の遺物を圧倒的な量で上回り、出土遺物全体の約50％が壷形土器、30％が甕

形土器で、その8割が丹塗り土器であった。一般に丹塗り土器は祭祀に関係するものと考えて

良いが、これに銅鐸型銅製品が加われば祭祀が行われたことは充分に考察出来る。

石器に関しては石錘の量の多さ、多種多様な形態が上げられる。すべてが滑石製で、大型の

石錘は約3kg程あり、綱の錘として使用したもので、この滑石は今津湾、今山の対岸にある毘

沙門山にその原産地がある。また、紡錘車、太型蛤刃石斧、砥石、磨石の量が多い。石錘は未

製品を含めて47点出土した。大まかに分類して5形式に分類できる。この石錘の分類の内、分

銅形タイプについて下僚信行氏が形式分類註7を行っている。下僚氏の分類によれば、博多湾と

糸島型に分類註8でき、糸島型は前原周辺から西に分布し、博多湾型は博多湾から北に分布する
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様相を持つ。今津湾はその分布が重なる所で両方の要素を持つ。今宿五郎江遺跡では、両方の

要素を持つ石錘が出土しているところから下僚氏の形式分類の範噂にある。

木器には、生活様式を明らかにする・遺物が多量に出土した。特に漁粉に関する資料が豊富で、

船、タモ綱、竹龍、突き棒状木器、模型の船等がある。農耕具は起耕具、整地具、収穫・脱穀

具・補助具がある。狩猟具として石斧柄がある。生活用具として槽、容器、槌、編み具、杓子

等がある。容器の中には椀が5点出土し、杓子は大小倉わせて4点出土した。

これらの出土遺物から今宿五郎江遺跡の古代社会生活様式は、狩猟、農耕、漁務を行い、特

に漁捗にかけてはSD－100を利用し、今津湾や内湾のラグーン地帯を利用し今．津湾に出漁してい

たと考えられ、また、対岸の昆沙門山に滑石を、今山に石斧の材料である玄武岩を採取に出か

けてたものと考察される。

農耕も盛んに行われていたと考えられる資料がある。しかし平野部が少ない地帯であるだけ

に水田耕作には特に力をいれたものと考えられる。

以上の考察から今福五郎江遺跡の弥生時代中期から後期にかけての生活様式を考えると今津

湾や内湾を中心とした漁拝と農耕を中心とし、主にSD－100を最大限利用した半農半漁の生活を

営んでいたものと考えられる。

鎌倉時代から室町時代にかけての遺構は2間×2間、2間×3間を中心とした掘立柱建物群が

建ち並び瓦を葺いた建物を持つ遺構が考えられる。内湾は自然の埋立てが進んでいたと考えら

れるが、北側には、まだラグーン地帯が残っていたと思われ、船の出入りは充分考えられる。

註1　佐原　真

註2　二宮　忠司

註3　常松　幹雄

註4　藤言　健二

註5　藤田　健二

註6　佐原　真

註7　佐原　真

註8　下僚　信行

『展望アジアの考古学』（樋口隆康教授退官記念論．集）1983年

『考古学雑誌』第75巻第2号「今宿五郎江遺跡出土の銅鐸型銅製品」1989年

『浦志遺跡A地点』前原町文化財調査報告書第15集1984年

『古代史発掘』佐賀県立博物館刊1986年

註4同上　P68

『古代史発掘5　大陸文化と青銅器・弥生時代』講談社1974年　P151

註1、註6同上

『九州文化史研究所紀要第29号』

「弥生・古墳時代の九州型石錘について」1985年

1990年の調査で佐賀県吉野ヶ里遺跡から銅鐸型土製品が出土、福岡県板付遺跡からは弥生時

代後期住居址上面の土壌から埋納状態で舌を持つ小銅鐸が出土している。

銅鐸型鋼製品については『考古学雑誌』第75巻第2号に記載したものである。
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